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第一話　秘密の姉上さま











　拝啓　姉上様

　春の香りが街に溢あふれ、日ざしも暖かくなってきました。そちらはどうでしょうか？

　もうすぐ、帰って来られるのですね。この二年間、本当にお疲れ様でした。

　僕も準騎士として少しは手て柄がらを立てているつもりですが、これからも初心を忘れずに、精しよう進じんを重ねていきたいと思っています。

　名門、ウードミトリィ魔ま術じゆつ学院を首席卒業したメティア＝クルーロルの弟として、恥ずかしくないように。いつの日か、王宮魔術師首しゆ座ざとなった姉さんの下で、立派な騎士として活躍できるように。

　僕と姉さんが身を立て名を上げ、クルーロルの家名を国中に響かせれば……天国にいる父さんと母さんも、喜んでくれますよね。

　姉さんに会える日を、心待ちにしています。


敬具　　




セリオス＝クルーロル








　強きよう靭じんな肉体と明めい晰せきな頭ず脳のうを兼かね備そなえ、正義の心と国家への忠ちゆう誠せいを胸に戦う者──騎士。

　その騎士を育てるのが、国立騎士養成学校。成せい績せき優ゆう秀しゆうな者は在学中に〈準騎士〉の称号を得て、騎士団の任務に携たずさわることができる。

　今、ここクルーロル家で仕事帰りに夕食をご馳ち走そうになっている少年、ホッブス＝グロウサもその一人だ。

「……というわけで。もうちょっとで俺が、【奴】を捕まえられるとこだったんです」

　ホッブスは、ぎゅむっと拳こぶしを握り締めて熱ねつ弁べん中ちゆう。一つに括くくった長い金髪が、テーブルの上のキャンドルに照らされて煌きらめいている。

　彼の語るその内容は、つい先程の己おのれの武勇伝。美術館に忍び込んだ賊と交戦し、「取り逃がしはしたものの善戦した」という話だ。

　その賊は、最近この街に出没し始めた凄すご腕うでの怪盗。毎度毎度、警けい備びの騎士団をズタボロにした上で盗みを働いている。

　そういう相手だから、準騎士のホッブスには「善戦」でも充分勲くん章しようになるわけである。

「いやほんと、本当なんですおねーさんっ」

「はいはい」

　ホッブスと向かい合わせに座っているエプロン姿の少女が、柔やわらかな微び笑しようを浮かべて頷うなずいた。緩ゆるい三つ編みを肩から前に垂らしており、まん丸眼鏡めがねがよく似に合あっている。知性的な顔立ちの、大人しそうな少女だ。

　だが「おねーさん」と呼ばれた彼女、メティア＝クルーロルはホッブスの姉ではない。

　メティアの弟は隣に座っている、ぼさぼさ黒髪どんぐり黒目の小柄な少年、セリオス＝クルーロル。メティアと二つ違いの十五歳だ。

　両親を戦争で亡なくし、貧まずしい中で肩を寄せ合い生きてきた、二人っきりの姉弟きようだいである。

「ん？　どうしたセリオス。元気ないな」

「……え、いや、別に」

　おどおどしている、セリオス。

「ま～、学年最強最優秀で校外にまで有名なお前だからな。こうも騎士団が連敗してると、期待が大きい分、気苦労も大きいか」

　と言って、ホッブスはメティアに向き直る。

「けど、苦労といえばおねーさん。苦労して名門校を出たってのに、勿もつ体たい無いですよ」

「そのことなら、何度も言ったでしょう？」

「ですけど、せっかくあの学院を……」

　ウードミトリィ魔ま術じゆつ学院。魔術の最高峰を志こころざし、各国から天才秀才が集つどうその入試の合格率は、千分の一とも万分の一とも言われている。更さらに、本来在学期間は四年だが、二～三年は留年させられて卒業するのが普通。というか、それ以上の留年は許されず強制退学。入学生の実に半数は、卒業式にいないのだ。

　そんな学院で成績優秀特別飛び級を重ね、僅わずか二年で首席卒業、という前ぜん人じん未み到とうな偉い業ぎようを成なし遂とげた才さい媛えん。それがメティアなのだ。

　無論、史上稀まれに見る英才として、華はな々ばなしい出世街道が約束されていた。その溢あふれる才能をもって、いずれ世界の魔術史を塗り替えてしまうであろう……とまで期待されていた。

　が、当の本人は王宮魔術師首座にまで確実に通じていた出世街道に背を向け、あっさりと帰宅。現在はこの家で、古文書などの翻ほん訳やくを生なり業わいとしてしまっている。

「わたしが学問にかまけてたせいで、セリオスには寂さびしい思いをさせたから……今は、毎朝お弁当作ってあげられるのが嬉うれしいの」

　優やさしげに微笑ほほえむメティア。

「毎朝おべんと……か。おい、セリオスっ」

　ホッブスが、セリオスの襟えり首くびを摑つかんだ。

「解わかってんだろな。このおねーさんを、お前が一人占めしてるってこと。俺が知ってるだけでも、軽く三十人は嫉しつ妬としてるぞお前に」

「し、嫉妬っていわれても……僕……」

　セリオスは困った顔で、ぽそぽそと呟つぶやく。

「今に見てろよ。俺はおねーさんにふさわしい男になって──そう、例えば【奴】をこの手でとっ捕まえる。んで、その手て柄がらを土産みやげに、白はく馬ばに乗って迎えに来てやるぜいっ！」

　アツく語るホッブス。が、しかし。

「ふふっ、ありがとうホッブス君。でも、まだ迎えに来られても困るわ。だって──」

　少し遠くを見る目をして、メティアは言う。

「セリオスが、誰からも認められる立派な騎士になって、優しい女性と結婚して、幸せな家庭を築きずくまでは……」

　穏やかなメティアの声を、鋭い怒ど声せいが遮さえぎった。

「セ～リオスっ！　つまり要するに早い話が、お前が存在するせいで俺の幸せがっっ！」

「ホッブス君、ちょっと、落ち着いてっ」

　セリオスを振り回すホッブス。それをなだめるメティア。そして、無言で振り回されているセリオス。

　この三人の、いつもの光景である。




　夜が更ふけて、ホッブスが帰ったあとのこと。

「ねええぇぇ────────さんっ！」

　ばん！　とセリオスがテーブルを叩たたいた。

　涼すずしい顔で座っているメティアに、怒ど鳴なる。

「さっきの話、どーゆーこと!?　まさか、」

「そのまさか。ホッブス君から聞いた通りよ──わたしが美術館に侵しん入にゆうして、警備の騎士さんたちを魔術で吹き飛ばして、いろいろ頂ちよう戴だいした後帰宅して、夕食の支し度たくをして、ホッブス君が来て、あなたと三人で談だん笑しようして食べて、現在に到る──というわけだけど？」

「果くだ物もの屋やさんでリンゴ買ってきたみたいに言わないでよっ！」

「どう言ったところで同じでしょ？」

　セリオスが、悶もだえ苦しみつつ声を出す。

「ま、前にお願いしたこと、忘れたの!?」

「『もし、僕が警備してるところに出くわしたらどうするのっ？』なら憶おぼえてるわよ」

「だったら！」

「だから、できるだけあなたの警備当番の所には行かないようにしてるのよ。マメに騎士団の詰つめ所しよに忍び込んで、当番表をチェックしてね。これでも結構、気を遣ってるのよ」

　つん、とセリオスの鼻先をつつくメティア。

　セリオスは、むぐぐっと拳を握り締めて。

「父さんや母さんみたいに、この国を僕らの手で護まもる為ために、って姉さんは学院に発たったよね……あの日の約束、忘れたの？」

　悲ひ愴そうなセリオスの視線を、急に真しん摯しになったメティアの目が受け止めた。

「もちろん、一日たりとも忘れてないわよ」

「じゃあどうして！」

　優しく教え諭さとすように、メティアが言う。

「あのね。僅わずか二年で首しゆ席せき卒そつ業ぎよう、っていうのが努力と才能だけで達成できると思う？」

「え」

「授業は余分に受けなきゃならないし、実習のための道具もいるし、物によっては買いに行くための旅りよ費ひだっているわ」

「お金のこと？　姉さんだったら奨しよう学がく金きんが」

「そういうのは卒業に必要な、最低限度の科目分の授業料だけなの」

　語るメティアの目は、昔を見つめている。

「卒業証書を振りかざして、出世出世～ってだけならそれでいいわよ。実際、学院にはそういう人が殆ほとんどだったわ。お金持ちの貴族様の子女とかね。でも、わたしはより深く魔術を極めたかったの。『約束』があったから」

「……姉さん」

「もちろん、お金がかからないよう努力はしたわよ。クラスメートに頭を下げ倒して借りた魔術書を、全文書き写したりね。でもそれで成績が上がると、今度は妬ねたまれて貸して貰もらえなくなるの。なにせコネもカネもない貧乏騎士の御ご令れい嬢じようだから、いろいろあってね」

　有り余る金と出世欲に塗まみれた貴族の子女の中で、孤独な貧乏人がどう見られるか。ましてその貧乏人に、他に抜きん出た才能があった場合、どういう目に遭あうか。

　いろいろあった、の一言では済まないだろう。セリオスは今まで、考えもしなかったが。

『姉さんは、そんな中で一人で……』

「あなたとの約束を思い出せば、大抵のことは耐えられたわ。でも、お金がないっていう現実は重かった。それで……つい、ね」

「そ、それじゃ姉さん、その為に？」

　メティアは、微かすかに濡ぬれた目を、逸そらした。

「そうね。今思うと、間違ってたかもしれない。……でも、解ってセリオス。この二年間わたしを支ささえてくれたのは、あなたとの約束を果たすっていう思いだけだった。そしてそれをずっと阻はばんでいたのが、お金だったの」

　──セリオスは、愕がく然ぜんとした。今までずっと、単に我が欲よくでゼニ儲もうけ～♪　でやってると思っていた。それで、「姉さんは変わってしまった～（泣）」と嘆なげいていたのだ。

『ぼ……ぼ、ぼぼぼぼ僕のバカっっ！』

　セリオスは自分が情けなくなって、テーブルに突っ伏してふにゃふにゃと涙ぐんだ。

『姉さんは、姉さんのままだったのにっ。昔から変わらず、今もずっと……ん？』

　学がく業ぎようの為に仕し方かたなく、なら「今もずっと」やる必要はない。素す直なおに王立魔術研究所で働けば、資料も道具も最先端を使い放題だ。

　では、今現在メティアがやっている、騎士団をズタボロにしてお宝頂ちよう戴だい♪　の意味は？

「……あの、ちょっと、姉さん？」

　セリオスが、顔を上げた時には。

　メティアはいなかった。代わりにテーブルの上に、いつの間にやら書き置きが一枚。

　たった一言、「おやすみなさい♪」と。

「ね、姉さん……っ！」

　またやられた、と歯は軋ぎしりするセリオス。だがこうなってはもう、どうしようもない。

　なにしろ、一度寝込んだメティアを起こそうとするとどうなるか。声をかけた一瞬後には部屋の外まで吹き飛ばされて、コゲコゲだ。

「……はあっ」

　セリオスは、自分の寝室に引っ込んだ。

　──ここ、グリン王国の首都グリンシティは、世界的に見てもかなりの大都市である。故に人口が多く、それに比例して犯罪も多い。

　特に魔ま王おう軍ぐんとの戦争終結以来、職を失った傭よう兵へいたちが一いつ斉せいに無ぶ頼らいの徒とと化した。武器を振るって人々を襲う野党、戦死者の屍しかばねを操あやつって不死の兵団を築く死霊術士ネクロマンサー、〈冒険者〉を騙かたり遺い跡せきを荒らす者、街中で無ぶ遠えん慮りよに魔術の撃ち合いをする者など……。

　そんな連中に果か敢かんに立ち向かうのが、選び抜ぬかれ鍛きたえ抜かれた勇者たち、〈騎士〉だ。

　が、今その威い信しんが揺ゆらぎつつある。遠方で暴れ回っていたある怪盗が最近この街に現れ、そいつに連敗街道驀ばく進しん中ちゆうなのだ。

　そんな彼女の正体を知っているのは、二人。〈国一番の高学歴少女〉ことメティアと、騎士養成学校の模も範はん的てき優ゆう等とう生せい、セリオス。

　ご近所で知らぬ者とてない、クルーロル家の姉弟である。




　ふわふわ～と、空の上から見下ろせば。

　玄関先で、瞳ひとみを潤うるませている男の子がいる。姉らしい女の子が、向かい合って立っている。

「父さんと母さんが護まもったこの国を、今度はわたしたちが護らなきゃ。ね、セリオス」

「……姉さん」

　優しい笑顔、勇気付けてくれた言葉。

　これは……二年前の僕と姉さんだ。生まれて初めて離れ離れになった、あの日の朝だ。

　そう、姉さんは笑顔と言葉を僕に残して、発ったんだ。名門魔術学院の特とく待たい生せいとして。

　僕はあの笑顔と言葉を胸に、ただひたすら頑がん張ばって、頑張って──今、騎士養成学校の一年生最強と言われるようになった。

　全すべては、姉さんと共に歩む未来のために。

「なのに……なのにっっ！」

　がたっ！　とセリオスが立ち上がる。

　すると、教室中の視線が集まった。

　国立騎士養成学校の、蒼あおい制服姿の顔顔顔。

「なんだ、セリオス」

　教壇からは、先生の声。

「え……ゆ、夢……あ、す、すみませんっ」

　つい居眠りしてしまったらしい。……昨夜、思い悩んでなかなか寝付けなかったせいだ。

「最近お前、勉強に身が入ってないぞ」

「……はい（目標が崩ほう壊かいしたからですっ）」

「しっかりしてくれよ。お前はクラス委員として、皆の模範とならねばならんのだから」

「……はい（だってもう夢も希望もぉぉ）」

　いっそ、夢の中の「二年前の世界」で時が止まってしまった方が幸せかも。とか思う。

　今や「尊敬する姉と共に母国を護る！」という壮そう大だいな夢は、完全に崩壊しているし。

　でも「成績優秀」の看かん板ばんを背負ってしまったせいで、周囲の期待だけはズズンと重いし。

「聞いているのか、セリオス？」

「……はい（うくぅぅっ）」

　へこ、とうな垂だれるセリオスであった。




　放課後。ホッブスは西の教会で警備当番なので、早々に教室を去った。セリオスは特に予定がないので、のろのろと教室を出る。

　そして、重く暗い顔で、廊下を歩いていく。

「おう、セリオス」

　と、後ろから歩いてきた大男が隣に並んだ。

「どうした？　元気ないな」

　セリオスに比べ、頭二つ分は背が高い。逞たくましい、巨岩のような体たい軀くを騎士団の制式鎧よろいに包んだこの男の名は、騎士団内務部隊第三小隊隊長、マホガニー＝チェアス。準騎士であるセリオスの直属上司で、見た目通り豪ごう快かい豪ごう傑けつ、豪ごう放ほう磊らい落らくを絵に描かいたような男である。

「そうそう、聞いたぞ。この前の剣術と格闘術の試験。また学年首位だったそうだな」

　我がことのように嬉しそうな、マホガニー。

「おかげで、上司の俺も鼻が高いってもんだ。……お前が、卒業して正式な騎士になるのを、俺も大隊長も期待して待ってるからなっ」

「ぇ……あ、は、はいっ」

　セリオスは、ぴし、と背せ筋すじを伸ばす。

　戦中、そして戦後の十年間、出世などには目もくれず、ただ人々を護る為に戦ってきたマホガニー。セリオスが実の兄のように敬けい愛あいしており、騎士としての目標でもある男性だ。

　そのマホガニーが、今。

『僕に……期待してくれている……』

　ついさっきまで「期待が重い」と思っていたのがウソのよう。胸に、何かが芽め吹ぶいた。

　憧あこがれている人の、素直な期待に応こたえられなくてどうする？　結果や成果はどうあれ、全力でそれに応えるのが人の道──いや、この場合に限り「騎士道」──ではないのか？

『……うん、そうだ！　頑張らなきゃっ！』

　セリオスは、上を向いて決意した。

「これでお前のお姉さんが、順当に王立魔術研究所に就しゆう職しよくしてくれてたらなあ」

　──セリオスの胸に、ぐさっ。

「ここんとこ【奴】に連敗しまくってるおかげで、騎士団のメンツも丸まる潰つぶれだし……」

　──セリオスの神経に、ぐさぐさっ。

「ははっ、お前は落ち込まなくていい。悪いのは、現場の指揮官たるこの俺なんだから」

　──セリオスの良心に、ぐさぐさぐさっ。

『……ぅぐぐ』

　セリオスは、下を向いて落ち込んだ。

「確かに【奴】のおかげで、最近の騎士団は惰だ弱じやくだ役立たずだ税金泥棒だと言われている。だが我々は……ん？　セリオス？」

　マホガニーの隣に、セリオスはいない。

　いつの間にやら、遥はるか後ろに、いた。
















「お、お～い。何で壁に向かってしゃがみ込んで、膝ひざを抱いて悲しげな顔してるんだ？」

「……そういう気分だからです」

　マホガニーのおかげで天まで回復した気分を、マホガニーのおかげで地じ獄ごくまで叩き落とされてしまったセリオスであった。

「ほらほら、いい物を見せてやるから立て。やっと手に入った、俺の最新最強の武器だ」

　どたどたと駆け寄ったマホガニーが、セリオスを引っ張り上げて立たせる。

　そして、腰の剣を少しだけ抜いて見せた。

「あ……それ、もしかして魔ま力りよく剣けんですか？」

「ほう、判わかるか。さすがだな」

　魔力剣──魔力を宿した武器には、用よう途と別に様々な種類がある。その中でも、魔術を使えない者（騎士など）に特に人気があるのは、敵の魔術を斬きり裂さくことのできるものである。

　強い魔力の宿る武器を、武術の熟じゆく練れん者しやが振るえば、魔術師の放つ火か炎えんも暴ぼう風ふうも斬り裂くことができる。対魔術師戦における「遠距離の不利」を完全になくしてしまえるのだ。

「相手が相手だ、粗そ悪あく品ひんを摑つかまされちゃ大変だろ。だから高級で強力なやつを注文したんだ。おかげで給料三か月分がぶっ飛んでしまったがな」

「高級で強力な魔力剣……ですか」

「ああ。これで当分、酒は飲めんし飯も半はん減げんだが、【奴】を逮捕できるなら安いもんだ」

　いえ、それはそれで同情しますが、それはそれとして──セリオスは、思った。

　魔力剣は何度か見たことがあるが、今マホガニーが持っている剣は、確かにモノが違う。刃の鋭するどさ、凄すごみ、そして魔術に関しては素人しろうとのセリオスにさえ感じ取れるほどの魔力──。

　騎士団内でもトップクラスの剣技を誇ほこるマホガニーが、こんな剣を振るえばおそらく、どんな魔術師のどんな術も一いつ刀とう両りよう断だんにできるだろう。つまり今のマホガニーは、メティアの魔術攻撃を全すべて封じたも同然なのだ。

「さ～てと。今度俺と出くわしたら、その日が【奴】の最期だ。引ひっ括くくってブタ箱にブチ込んで、然しかるべき刑けい罰ばつを受けさせてやる」

「……どれぐらいの刑になるんでしょう？」

　マホガニーは、一いつ瞬しゆんも考えずに即そく答とうする。

「そりゃもちろん、死し罪ざいだ」

「う。死罪、ですか」

「当然だろう？　あと、罪状から考えて間違いなく連れん座ざ制せい、一いち族ぞく郎ろう党とう皆みな殺ごろしだ」

「！　い、一族郎党皆殺し……っ」

　ということはつまり、弟たる自分も御ご一いつ緒しよに、処しよ刑けい場じようツアーご案内♪

「それに、多分絞こう首しゆ刑けいでは済まんぞ」

「……といいますと」

　マホガニーは、ずいっ、とセリオスに顔を寄せた。

「じっくりぐらぐら釜かま茹ゆでとか」

「ぐ、ぐらぐらっ？」

「ばちばちめらめら火あぶりとか」

「めらめら……火あぶり」

「そう、ぐらぐらとかめらめらだな。それぐらいしないと釣り合わんだろ。ああ、馬車で豪ごう快かいに八やつ裂ざきというのも捨すて難がたいな。確か、それで処刑された大盗賊というのが……ん？　どうしたセリオス。顔色悪いぞ」

　青い顔のセリオスが、ぽそぽそと小声で訴うつたえた。

「小隊長ぉ……あの、悪党といえど【奴】にも事情とかあるかもしれませんし……ぐらぐらめらめらは、少しやりすぎかな、と……」

　マホガニーは、武ぶ骨こつな顔に穏やかな笑顔を浮かべて、セリオスに言った。

「ったく、本当に優しいなお前は。あんな極悪犯罪者にまで情けをかけるなんて」

「え、いえ、僕はそんな」

「だがなセリオス」

　マホガニーは、キリっと表情を引き締める。

「騎士には、厳しさも必要だぞ。解るな？」

「……は、はあぁ」

　とは言え、姉（と自分）の釜茹で火あぶり八つ裂き姿を想像してしまった身としては。

　しかも、それを現実のものとする為の道具──魔術を斬り裂く剣──が今、眼前にある。

『うぅ～。魔術を封じられた姉さんと小隊長じゃ、全然勝負にならな……ん、まてよ？』

　セリオスは気付いた。魔力剣のことを、今すぐメティアに知らせてやったらどうか。

　もともと、金かね目当てか腕うで試だめしか単なる趣しゆ味みだ。命を賭かけてまでやらないだろう。……となるとこれは、絶好の「更こう生せい」の機会では？

　盗賊稼業ができなくなれば、本来の道（王立魔術研究所に就しゆう職しよく）に気持ちが動いてくれるかも。そうなれば……嗚呼ああ、夢よ再び！

「しょ、小隊長っ！　その剣は、僕の人生の失われた輝かがやきを取り戻してくれるかもっ！」

　歓かん喜き感かん激げきで、セリオスは目を潤うるませている。

「はは、大げさだな。だがまあ確かに、やっと宿しゆく敵てきを打倒できるわけだからなぁ」

　セリオスにつられて、喜んでしまうマホガニー。にこにこしている。

　が、セリオスが今考えているのは、その宿敵を逃がすことだったりする。

『……ごめんなさい、小隊長。今日、僕が家に帰れば、【奴】はもう二度と姿を見せなくなります。でも僕、他のことで手て柄がらを立てて、この分は絶対に埋うめ合あわせしますからっ』

「さて、喜んでくれたところで用件だが」

　マホガニーの大きな手が、がしっ、とセリオスの手首を摑んだ。

「実は、急病で警備に欠員が出てな。悪いが、今から一いつ緒しよに西の教会に行って欲しいんだ」

「……え。えっと、それは構いませんけど、一度帰らせて下さい。鞄かばん置いて来ますから」

「おっと、そりゃそうだな。すまん」

　手を放すマホガニー。

「じゃあ、お姉さんにもよろしくな」

「はいっ。そりゃもちろんっ！」

　と、セリオスの瞳が希望に燃えたその時、

「小隊長ぉぉっ！」

　慌てて呼ぶ声と共に、駆けて来た足音。

　マホガニーの部下、第三小隊所属の騎士だ。

「出ましたっ！　西の教会に【奴】が！」

「おおっ！」

「えぇっ!?」

　歓喜のマホガニー、驚きよう愕がくのセリオス。

「小隊長が来るまで待っててやる、と……」

「おぉ、そ～か！　その過信が命取りだ！」

　勝利を確信したマホガニーは、

「この俺の給料三か月分の力、思い知らせてくれるわ！　喜べセリオス、今から一緒に宿しゆく敵てきの打倒だ！　いくぞおおおおぉぉぉぉ！」

　がばっ、とセリオスを肩に担かつぎ上げ、

「ぅわっ!?」

　鼻息も荒く、暴れ馬のように走り出した。

　絶大な自信とアツい闘とう志しに満みち溢あふれたマホガニー。その顔を間近で見ながらセリオスは、

『ど……ど、どどどどうしようっ!?』

　身動きもできず、ただ困っていた。




　西の教会は墓はか守もりが主体なため町外れにあり、夕刻になると殆ほとんど人ひと気けはない。今ここにいるのは、本来の警備要員とその報告を受けて駆けつけた騎士、合わせて七～八名ほどだけだ。

　赤い夕焼け空を背負う、教会の建物。そのてっぺんに立っている、これまた赤い人物を騎士たちは見上げ、油断なく睨にらみつけている。

　女性──いやおそらくは少女、だ。貴族が仮面舞ぶ踏とう会かいの時に使うようなマスクで顔を隠し、大きな羽根のついた帽ぼう子しを被かぶり、背中のマントを風になびかせている。これら一式を深紅で統一しているため、丈の短いスカートとニーソックスの間に僅わずかに覗のぞく腿ももや、すっきりとした鼻や頰ほおなどの白さが際きわ立だっている。

　夕ゆう陽ひを浴あびて立つ、凜り々りしくも艶あでやかな姿。それは、緋ひ色いろの女神のよう……と、そこに。

「来てやったぞぉ、小娘ええええぇぇっ！」

　幻想的な夕焼け空も、そこに映はえる美しい少女の姿も、全てをぶっ飛ばすような絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。小柄な少年を担いだ、鎧の大男の声。

　魂が燃えてるマホガニーと、がっちり抱えられて逃げられないセリオスである。

『姉さん……ど～して来ちゃったのっ!?』

　教会の上に立つ少女──セリオスだけが知っている、あれはメティアの「怪盗姿」だ──を見上げて、セリオスは頭を抱えた。

　かくなる上は、「聞いて驚おどろけ！　小隊長は魔力剣を持ってるんだぞ！」とか叫んで……

「セリオス。魔力剣のことはくれぐれも口にするなよ。知られたら逃げられるからな」

「……はいぃ」

　セリオスの企たくらみはあえなく潰ついえた。この上ヘタなことを言えば、自分が疑われかねない。

　などなど、わらわら考えているセリオスの頭上から、聞き慣れた声が降ってきた。

「や～っと来て下さったのね、オ・ジ・サ・マ♪　待ち焦こがれてしまいましたわ」

　ウェーブのついた長い髪かみを搔かき上げながら、妖あやしい怪盗が挑ちよう発はつ的てきに艶つやっぽい声で言う。

　マホガニーは、挑戦的な怒ど声せいで返した。

「ああ、待たせて悪かったな！　その償つぐないに、今夜は豪ごう勢せいなホテルに泊めてやる！　鉄てつ格ごう子しつきの、冷たい地下のホテルにな！」

「ふふ♡　それはそれは、楽しみですこと」

　ぱちん、と怪盗が指を鳴らす。と、その周囲に緩ゆるやかなつむじ風がくるくると舞い始めた。同時に、その風の中に赤いバラの花びらが無数に出現し、風に舞って回り始める。

　見上げる騎士たちが、おぉ……と息を洩もらした。風を起こすのはまだしも、花びらを出現させる＝無から有を作り出す、というのはとてつもなく高度な術だ。おそらく、王宮魔術師首しゆ座ざクラスでないと不ふ可か能のうであろう。

「あ……あ、あ、あ、あ、」

　感かん嘆たんする騎士たちの中、ぶるぶると震ふるえる指で怪盗を指さしたのは、マホガニー。

「あ、相変わらず、自分をムダ使いしてる奴めっ！　ど～してそれほどの能力を、そんなムダなことにばっかり使う!?」

　と言われた怪盗は、軽～く憐あわれみの表情。

「その、ムダがいいんですのに。オジサマも、人生もっと余よ裕ゆうをもって、楽しみませんと」

　と言われたマホガニーは、かなり、怒った。

「余裕で楽しむなっっ！　こっちは仕事で、真しん剣けんに命いのち賭かけてここに来てるんだぞっ！」

「はい、毎度御苦労様です。……ちなみにこの花びら、こんなこともできるんですよ♪」

　怪盗が、踊おどるような仕し草ぐさで腕を振り上げ、振り下ろした。

　渦うず巻まく風に舞っていた無数の花びらが、その腕の向きに合わせて軌き道どうを変えて……一いつ斉せいに、騎士たちに向かって襲いかかって来た！

「うわわっ!?」

　立っているのがやっとの強い風に乗って、無数の花びらが吹き付けてくる。怪け我がこそしないものの、視し界かいが利きかず身動きが取れない。

　それでも必死に、マホガニー（と、まだ肩に担がれているセリオス）は上を見る。

「と────────っ！」

　怪盗が、跳んだ。まるで空に虹にじを描くかのように、騎士たちの頭上を大きく越えて……

「逃げる気か!?　全員追うぞ、こっちだ！」

「は、はっ！」

　騎士たち一同が、反はん転てんして走り出す。教会から離れるとすぐに風から脱することができ、不自由はなくなった。全員、全力で走る走る。

　赤いマントをはためかせ、降りてくる怪盗。

　その着地点を目指し、騎士たちは走る走る。

『……あれ？』

　その時、セリオスだけは気付いた。肉親だから判わかる、微妙な違い和わ感かん。あれは、メティアの背中ではない。メティアの腕や脚でもない。

　偽にせ者もの？　いや、さっきの声は間違いなくメティアだった。となると、今こうして騎士たちが集まって……集められてしまったことと、メティアの性格を合わせて考えると？

『！　ま、まさか姉さんは』

「ぃよ～し！　もう逃げられんぞっ！」

　先頭を走るマホガニーが、着地した怪盗の後姿を眼前に捉とらえ、剣を抜く。……その時、マホガニーも騎士たちも気付かなかった。怪盗の頭に生えている、ごく短い縄に。

　バチバチと火花を散らしながら短くなっていく、その縄の存在に気付かなかったのだ。

　気付いたのは、このオチに予よ測そくが付き始めていたセリオスだけ。

「しょしょ小隊長！　みんな！　逃げ──」

　怪盗が、ぽてん、と仰あお向むけに倒れた。

　その顔は、人間のものではなかった。白い布の袋に、砂か何かを詰め込んだものだった。

　目も鼻も口もなく、ただ字が書かれている。

　たった三文字、「ハズレ」と。




　ちゅどおおおおぉぉぉぉんっ！




　等身大の人形に目一杯詰め込んだ火薬が、景気よく大爆発。

　その威い力りよくは、鍛きたえ抜ぬいた騎士たちを一撃で行動不能とするに充じゆう分ぶんなものだった。




「むぅ。費ひ用ようと労ろう力りよくの割には今ひとつ、ね」

　教会の上に、緋ひ色いろい女神様が立っている。

　爆ばく煙えんを見ながらマントの裏から帳ちよう面めんと羽は根ねペンを取り出して、めもめも……と記録中。

「人形を必死に追いかける愚ぐ民みんどもを見るのは痛つう快かいなれど、コストパフォーマンス悪し……っと。『常勝者ソウエイル』の名で諸国の冒険者たちに恐れられてるこのわたしを、逮たい捕ほできると思ってるんだから……ホント愚おろかね。ふふ」

「ふふ、じゃなくてっっ！」

　下から、絶ぜつ叫きよう。見下ろしてみるとそれは、

「え、セリオス？　わたしの計算だと、あの距離であの爆発を受ければ、常人なら最低三日は足腰立たなくなるはずなんだけど？」

「……いろいろ言いたいことはあるけど、とりあえず置いとくよ。それより、姉さん！」

　全身コゲコゲのセリオスが、叫さけんだ。

「説明は後でするから、早く逃げ……」

「待った。黙っといた方がいいと思うわよ」

「どうしてっ!?」

　と、その時セリオスの背後から、ずどどどど～っと駆けて来る足音が。

「でかしたぞぉぉセリオス！　よくぞそいつを、足止めしといてくれたっ！」

　マホガニーだ。あっと言う間もなく土つち煙けむりを上げて急ブレーキをかけ、セリオスと並ぶ。

『ぅぐっ……も、もう言えないっっ』

　悲ひ愴そうな顔のセリオスは俯うつむき、闘とう志しに燃えた顔のマホガニーは上を向く。

　そして、余よ裕ゆうな顔のメティアは見下ろす。

「お目覚めですか、オジサマ♪　この、人呼んで『常勝者ソウエイル』様に本気で勝てると……」

「とっとと降りて来い、『赤いゴキブリ』略して赤ブリっ！」




　つるっ。ひるるるるぅ……どぼむっ！




　滑すべって、落下。

　見事に綺き麗れいに豪ごう快かいに、人型の穴が空いた。

　そこから、ぼこっ、と出てきて。

「そ・うぇ・い・るっ！　一体、何百回説明すれば憶おぼえて下さるのかしらっっ!?」

「うるさいっ！　どこにでも湧わいて出て四方八方に甚じん大だいな被ひ害がいをもたらす貴様には、『赤いゴキブリ』以上に似合う名などないっ！」

　更に略して『赤ブリ』にしてしまう辺りに、マホガニーの怒りと憎しみがこもっている。

「いいか赤ブリっ！　あの程度の爆弾如ごときで、この俺の執しゆう念ねんを焼き尽つくせると思うなよ！」

「あ～そ～ですか！　では、不ふ肖しようこのわたしが直じき々じきに、焼き尽くして差し上げますわ！」

　全身に、炎のような魔力を帯おびるメティア。精神を統一し、術の準備に入る。

「言っときますけど、さっきの爆弾程度では済みませんからね……オ・ジ・サ・マ」

　マホガニーも剣を構え、竜たつ巻まきのような気き迫はくを帯びる。寄よるもの全てを斬きる、刃やいばの結界だ。

「下がってろセリオス。この爆裂娘は俺が必ず、仕し留とめて引ひっ括くくって牢ろうにブチ込む」

　巨大な二つの闘とう気きがぶつかり合って、目に見えない渦うずを巻く。その威圧に文字通り息詰まったセリオスは、声も出せずに後ずさった。

『ぅぐぐ……ふ、二人とも凄すごいっっ』

　と、メティアが右手を振り上げた。魔力が集中し、炎へと変かわって一気に膨ぼう張ちようする。

「いきますわよっ！　燃えろぉぉ！」

　自身の身長より大きくなったそれを、メティアは放った。触れれば爆発し、対象物を爆炎と爆風で吹き飛ばす、魔術の火の玉だ。

　が、マホガニーはまっすぐ一歩踏み込んで、

「ぬおりゃああああぁぁぁぁっ！」

　気き合あい一いつ閃せん、一いつ刀とう両りよう断だん！　迫り来る巨大な火の玉を、真っ二つにしてしまった。

　火の玉は魔力を失い、あっけなく消しよう滅めつする。

「驚おどろいたか！　もうお前の術は通用せん！」

　びしっ！　と剣を構え直すマホガニー。

　が、メティアは微び笑しようすら浮かべて動かず、

「驚きましたわ。では、これはいかが？」

　と、両手を振り上げた。また魔力が発生して両手に集中・凝ぎよう縮しゆくされ、炎へと変わる。

　右と左、合わせて二つの、火の玉。

「！　りょ、両手で同時に二つっ!?」

「ふふん、そうです。驚きましたか？」

　笑うメティア、焦あせるマホガニー。そして、

『……さ、さすが姉さん、というか……』

　戦せん慄りつするセリオス。両手で同時に二つの術を使うなど、全然聞いたこともない。大国の王宮魔術師でも、有名な伝説的冒険者でもだ。

　ともあれ、これで一対二だ。いかに魔力剣でも、左右の同時攻撃は防ふせぎきれないだろう。

「いきま～す♪　燃えろぉぉ×かける２ぃ！」

　楽しそうな掛かけ声ごえと共に、巨大な火の玉が二つ同時に、マホガニーに襲いかかった。が、

「きっ……騎士団をなめるなああぁぁっ！」

　マホガニーの裂れつ帛ぱくの気合と共に、その剣がＶの字に閃ひらめく。──と、火の玉二つが、全く同時に斬り裂かれ、消滅してしまった！

『っっ！』

　セリオスが息を飲み、声なき悲鳴を上げる。

　もう、マホガニーを遮さえぎるものは、何もない。

「っしゃあ！　これで終わりだああぁぁ！」

　叫さけび声を上げ、一気に突進するマホガニー。

　が、それでもメティアは動かない。再び両手を振り上げ、二つの炎を発生させる。その表情には、焦あせりも恐怖もない。

　焦りと恐怖でパニクってるのは、

『ね、ね、ねねねね姉さんっ！』

　セリオスである。

　メティアの魔術は想像を超えていた。が、マホガニーの剣は更さらにその上をいっている。

『こ、このままじゃ姉さんが……くっ！』

　悲ひ壮そうな決意を固め、セリオスは走った。

　その目指す先で、

「燃えろぉぉ×２っ！」

「何発でも来い、全部斬り裂いてくれる！」

　先程の光景が、繰り返された。メティアの放った二つの火の玉が、津つ波なみのようにマホガニーに迫せまる。これを斬り裂けば後一歩、いや半歩でマホガニーの剣がメティアに届く。

　そして、それほどの至し近きん距きよ離りからの攻撃でありながらもマホガニーの反応は遅れない。気合と共に剣が閃き、火の玉二つが消滅する。

　その瞬間、セリオスはもう、マホガニーのすぐ後ろに来ていた。

　マホガニーの後こう頭とう部ぶが、手の届く距離にある。セリオスは固く目を閉じ、拳を振り上げ、




　ごげしっ！




　セリオスの騎士人生終しゆう焉えんを告げる、鐘かねの音。

『うぅっ……や、やってしまった……』

　セリオスは涙なみだ目めで、振り上げた拳を見る。

「……って、え？」

　拳はまだ、振り下ろされてはいない？

　じゃあ今の音は、と前に向き直ると。

「ぐ、ぐぉおぉお……っ」

　マホガニーの顔面に、豪快な跳とび蹴げりの踵かかとが、めり込んでいた。

　そのまま、ぐらり、と崩くずれ落ちていく。

「そこらの凄腕魔術師が相手なら、間違いなく大勝利でしたわねオジサマ。……でも」

　メティアは、倒れていくマホガニーを跳び越えるように着地して、

「生あい憎にくわたしは、図書館の本を全文暗記して、その上でケンカ慣れしてるヒトなもので」

　得意げに言いながら、つん、と目の前にいるセリオスの鼻をつついた。

「ありがとね、セリオス。こんなにお姉さん思いの優しい弟をもって、わたし幸せよ♪」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っっ」

　何と言うべきか、何も言えないというか。

　セリオスは、自分の姉の（いろんな意味での）スゴさを再さい認にん識しきしつつ、ついでに先程のの爆弾で負ったダメージもぶり返しつつ、

「あ、ちょっとセリオス？」

　ばたん、きゅう。

　気が抜けて、脱だつ力りよくして、ムリがたたって。

　セリオスは、気を失った。




　日が沈しずみ、夜も更ふけてから。

　意識を取り戻したマホガニーが見たものは、金目のものをごっそり盗とられた教会。そして、ご丁てい寧ねいに魔力を打ち消された魔力剣。

　おかげでもはや、ただの剣。給料三か月分をブチ込んだ、ただの剣。

「赤ブリぃぃっ！　憶おぼえてろよおおぉぉ！」

　空きっ腹を抱え、吠ほえる小隊長殿であった。




　翌日の夕ゆう刻こく、クルーロル家の二階。

　昨日きのうの今頃と同じく、メティアが紅い夕ゆう陽ひを浴あびている。但ただし今は、まん丸眼鏡めがねと三つ編みの姿。整せい理り整せい頓とんの行き届いた自室で、古ぼけた数枚の紙を見ている。
















　その目は何やら懐かしそうで、嬉しそう。

「……ふふっ」

　とその時、ドアがノックされた。

「ん、入って」

　メティアは紙を、さっと引き出しに隠した。

　ドアが開いて、入ってきたのはセリオス。

「あら、お帰りなさい」

「？　なんだか、幸しあわせそうな顔してるね」

「そういうあなたは、不ふ幸しあわせそうな顔ね」

「……。たった今、西の教会の被害報告を聞いてきたせいかな」

「ああ。結構ツブ揃ぞろいだったわ、あそこ」

　嬉しそうに、メティアは語る。

「いつもの盗とう品ひん屋やさんで、いい値をつけてくれたのよ。苦労したかいがあったわ」

「苦労って……」

「あら。いくらわたしでも、両手同時の魔術使用は充分苦労よ。国立図書館にすら資し料りようは全然なかったし、どれだけ苦労したことか」

「って、じゃあどうやって習得したの？」

　メティアは、誇ほこらしげに胸を張って言った。

「前に依い頼らいを受けて翻ほん訳やくした古こ文もん書じよに、少しだけ記き述じゆつがあったの。そこから独どく学がくで」

「!?　ま、待って。そんなことしたら……」

　先せん祖ぞ伝でん来らいの書物であれ発はつ掘くつされた石せき版ばんであれ、その内容に関する権利は持ち主のものだ。翻訳を依頼された者がそれを横取りすることは、法律違反であり立派な犯罪行為である。

　両手同時魔術の話は、まだ学会などに発表されていない。それを知っているのは……

「大丈夫よ。依頼人さんの家に、侵しん入にゆうの痕こん跡せきとソウェイル名めい義ぎの礼状出しといたから」

　さらりと言うメティア。

「有名な怪盗が忍び込んで、盗み見て、勝手に習得した。一介の翻訳家には関係ないわ」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]ね、姉さんっっ」

　国家の治ち安あんを、秩ちつ序じよを、そして正義を護まもるべき（準）騎士として、この人物を放置しておいていいものか、と真剣に悩むセリオス。

　が、何を言ってもどうせまた言いくるめられてしまう……そう予よ測そくできるのが情けない。

「……もういいよ。それより、そろそろ」

「おね～さん♪　お使い行って来ましたっ」

　階下から、ホッブスの元気な声が。

　メティアが本屋に注文していた翻訳用の資料を、受け取ってきてくれたのだ。

「ほら、来たよ」

「いつもよく働いてくれるわね。感かん謝しや感謝」

「……感謝してるんなら、また晩ごはんぐらいご馳ち走そうしてあげてよ。ホッブスは、姉さんのこと本当に好きなんだからねっ」

「了解♪」

　セリオスは部屋を出て、一階に降りて行く。

　一人になったメティアは引き出しを開けて、また先程の紙を取り出した。

　拝啓　姉上様──で始まる、留学中にセリオスから貰もらった手紙だ。その文面は徹てつ頭とう徹てつ尾び、丁てい寧ねいで勇ましい。国家を秩ちつ序じよを正義を護まもる、騎士のタマゴらしい手紙……だが、その行間からは寂さびしさがひしひしと伝わってくる。

　立派な騎士を目指して、頑張ってるからね姉さんっ！　と無理してる姿が、目に浮かぶ。

「セリオス……変わらないでね、あなたは」

　メティアは、机の上の大きな文ふみ箱ばこの中に、そっと手紙をしまった。

　セリオスからの手紙で一いつ杯ぱいになっている、ずっしりと重い文箱。二年間メティアを支ささえてくれた、セリオスの想おもいが詰まっている。

　その文箱を見つめて、メティアは呟つぶやいた。

「ごめんね、セリオス。そして父さん、母さん……もう少しだけ私は、」

「おねぇ～さぁぁ～んっ♡」

「姉さん、まだなの？」

　階下の二人の、催さい促そくの声。

「あ、ごめんごめん。今いくわ」

　文箱を棚たなに載のせて、メティアは部屋を出た。

　一度だけ振り返って、もう一度文箱を見て……それから、ぱたん、とドアを閉めた。
















第二話　洞どう窟くつと魔ま剣けんと姉上さま










　夜の街まちを駆かけ巡めぐる、十人ほどの男たち。

「そっちだ！」

「よし！　もう逃がさんぞ！」

　鎧よろいに身を包み、腰に剣を下げている彼らは、街の治ち安あん維い持じを任にん務むとする騎き士したち。当然、追いかけ回している相手は犯はん罪ざい者しやだ。

　月明かりの中に映はえる、緋ひ色いろのマントに緋色のスカート、緋色の帽ぼう子しには白い羽は根ね飾かざり。この街、グリンシティを主戦場にしている謎なぞの怪かい盗とう少女、『常勝者ソウエイル』である。

　今こ宵よいの獲え物ものは左手に抱いだいている絵かい画が一枚、彼女にしては比較的安物である。が、騎士団の士気はそれとは無関係に高い。

「待ぁてええええぇぇぇぇいっ！」

「今日こそは今日こそは今日こそはっ！」

　と、彼らの前を走っていたソウェイルが突然、振り向いた。

　そして、絵を抱いていない右手を振り上げ、「燃えろおおぉぉ！」




　ちゅどおおおおぉぉぉぉんっ！




　ソウェイルの放った魔ま術じゆつの火の玉が、騎士たちに命中、爆ばく発はつ。かわそうとした者も、両腕でガードしようとした者も、健けん闘とうむなしく豪ごう快かいに吹っ飛ばされてしまった。なんとか残ったのは、咄とつ嗟さに身を伏せた三人だけだ。

　が、そのうち二人は真上から火の玉の直ちよく撃げきを受け、地面に埋うめ込こまれてしまった。見るも無む残ざんにコゲコゲで、気を失っている。

「セリオス！　ホッブス！……おのれっ！」

　最後の一人となった騎士が、立ち上がった。

　その岩のような巨きよ体たいは、極きよく限げんまで鍛きたえ上げられた筋きん肉にくの塊かたまり。その顔の大きな傷は、歴れき戦せんの勇ゆう士しである証あかし。

　騎士団内務部隊第三小隊隊長、マホガニー＝チェアスである。

「今日という今日は、絶対に許ゆるさんぞっ！」

「わぁ。凄すごい闘とう志しですわねオジサマ」

　ソウェイルは全く臆おくせず、右手を上げて魔術の準備。手に魔力が集中し、火の玉と化す。

　それに対してマホガニーは、剣先をソウェイルに向けて一直線に突つっ込んでいった。だが魔力剣ならいざ知らず、ただの剣では魔術に対して何もできない。のだが、

「燃えろおおおおぉぉぉぉ！」

「根性おおおおぉぉぉぉっ！」

　命中！　爆発、爆ばく炎えん、爆ばく音おん、爆ばく煙えん。

　だが、マホガニーの足は止まらなかった。爆発の中を突き抜け、突とつ進しん速度を緩ゆるめない。

　己おのが身みと剣を、ただ一本の執しゆう念ねんの矢やと化して、術を放った直後のソウェイルに、今──

「覚かく悟ごしろおおぉぉぉぉ……うっ!?」

　ぴたっ、とマホガニーの突進が止まった。

　その剣先は、絵に触ふれるギリギリで止まっている。ソウェイルが盾たてのように突き出している、絵の寸前で。ピタリと。

「ひ、卑ひ怯きようなぶえっ！」

　跳はね上がったソウェイルの爪つま先さきが、マホガニーの顎あごを噴ふん火かのような勢いきおいで突き上げた。

　しなやかな脚あしを駆く使ししたパワフルなその蹴けりは、虚きよをついたせいもあり見事にキマって、

「わたし、心から信じてましたわオジサマの剣技。必ず、絵の寸前で止めて下さると♪」

　ソウェイルが脚を下ろしたのと、マホガニーが倒れたのとが、同時だった。

　こうして、ソウェイルは立ち去り騎士団はズタボロ。この街ではお馴な染じみの光景である。




　グリン王国の首都グリンシティは、世界でも指折りの大都市だ。魔ま王おう軍ぐんとの戦せん争そう終しゆう結けつから五年、都市の復ふつ興こうは順調に進んでいる。街の中心部では、戦争の爪つめ痕あともほぼ消えている。

　そこに、十五歳の準騎士セリオス＝クルーロルと翻ほん訳やく家かの姉メティアの家がある。戦争で両親を亡なくし、現在は姉弟きようだい二人暮らしだ。

「ただいまぁ……」

「おっはよ～ございま～す！」

　警けい備び、盗とう難なん、追つい跡せき、戦せん闘とう、敗はい北ぼくという苛か烈れつな夜や勤きん明あけのセリオスが、ホッブスを連れて帰ってきた。今朝は前からの約やく束そくで、ホッブスに朝食をご馳ち走そうすることになっている。

「お帰りなさい、二人とも」

　二人を出で迎むかえたのは、エプロン姿のメティア。まん丸眼鏡めがねと緩ゆるい三つ編み、そして柔やわらかな笑顔が、素そ朴ぼくで可愛かわいらしい。

　だがこのメティア、実は世界一の名門魔術学院で前ぜん人じん未み到とうの飛び級首しゆ席せき卒そつ業ぎようを成なし遂とげた超・才さい媛えん。にもかかわらず王立魔術研究所からの招しよう聘へいを辞じ退たいして、弟と慎つつましやかな二人暮らしをしているのである。

　その弟、セリオスは黒い髪に焦こげめをつけて、黒い目をジト～とさせて、姉を見ている。

「……夕べはひどいメに遭あったよ」

「そうみたいね。傷、ひどく痛む？」

「いや～、大したことはないですよっ」

　セリオスに代わって陽よう気きに答えたのは、同どう僚りようの準騎士ホッブス＝グロウサ。こちらも、ひとつに括くくった長い金髪が焦げているのだが、本人はすこぶる元気。

　メティアの前でなら、いつでも元気だ。

「とにかく、二人とも着き替がえていらっしゃい。朝ごはん、すぐ用意するから」

「はいっ！　ほらいくぞ、セリオスっ」

　ホッブスに引っ張られて、二階の自室に向かうセリオス。その目に映るメティアの姿は、どう見ても優やさしく家庭的なお姉さんだ。

　なのだが……




　着替えと傷の手当てを終えたセリオスとホッブスが降りてきて、三人で朝食を囲かこむ。

「夕べも惜おしかったんですよ。俺おれと小隊長が、必死に術をかわして反はん撃げきしたその時……」

　ホッブスはパンを齧かじりながら、手て柄がら未み遂すい話ばなし（脚きやく色しよく有あり）に華を咲さかせる。

「ふ～ん。凄かったのね、ホッブス君」

　笑顔を絶たやさず相あい槌づちを打つメティアと、何か言いたそうな顔で沈ちん黙もくしているセリオス。

「ねえホッブス君、次の任にん務むはどんなの？」

「ふっ。次の俺の活かつ躍やくの舞台はですね……」

「ホッブスっ！」

　セリオスが、いきなり叫さけんだ。ホッブスを強く咎とがめる目で、ギロりと睨にらんでいる。

「な、何だよセリオス、その目は。別に俺、騎士団の内部情報を犯罪者に洩もらしてるとか、そういうことしてるわけじゃねーぞ？」

「う。そ、そりゃ犯罪者に洩らしてるわけじゃないよ。でもほら、騎士団の規則で、部外者への情報漏ろう洩えいは禁きん止しされてるし」

「家族ぐらい、いいだろ。ね、おねーさん」

「いや、でもっ」

　二人が言い合いをしていると、

「やめて二人とも。次の任務のことなんかを軽けい率そつに聞いた、わたしが悪かったわ」

　メティアが割って入った。

「ごめんねホッブス君。わたし……どうしても心配なの。二人とも夕べは怪け我がで済んだけど、明日は命を落とすかもしれない。騎士はそういうお仕事だって、解わかってるけど……」

　メティアの声が、小さくなっていく。

「……ううん。我わが儘ままよね。ごめんなさい」

　と、ホッブスが身を乗り出して叫んだ。

「大丈夫！　大丈夫ですよ、おねーさん！」

　ホッブスは知っている。メティアの優しさと弱さを。たった一人の弟を失うことを、どれほど恐れているかを。

「安心して下さい、次の任務なんか全然大したことないんですっ。というのもですね、」

『……やられた……』

　セリオスが心の中だけで呟つぶやき、沈ちん黙もくする。

　そしてただひたすら、フォークで目玉焼きをつつくのであった。ざくざくと。

「西の方にゴーステン山っていうのがあるでしょ？　その頂ちよう上じよう付近に洞どう窟くつがあるんですけど、最近そこに悪あく霊りようが集まってるんですよ」

「悪霊？　やっぱり危き険けんな任務じゃ……」

「いえ、悪霊ごとき俺たちの手にかかったら楽勝ですって。ただ、妙みような噂うわさがありまして」

　事件を聞きつけて、好こう奇き心しんあるいは物ぶつ欲よくで入って行った冒ぼう険けん者しやたちの噂では、最深部に意い志しある魔ま剣けんがあるとのこと。そいつが悪霊を呼び集めているらしい。

「誰だれもその剣には近づけなかったらしいんですけどね。悪霊が凄すごいのと剣が凄いのとで」

「剣が凄い、って？」

「何でも、魔術で攻撃してくるんだそーで」

「え。でも、悪霊を集めてるって……」

　物に意志が宿やどる──一番多いのは、その物自体が持ち主の強い愛あい着ちやくに応こたえ、万ばん物ぶつに宿る力（主に精せい霊れいと呼ばれる）を源みなもとにして意志をもつというケースだ。魔術で植え付けることもできるが、その場合でも一度物体に定着し独どく立りつすれば、その「意志」は「魔力」を必要としない。「擬ぎ似じ魂たましい」と化すのだ。

　一般的な「魔力武器・道具」はそれとは別で、炎を発する杖、魔術を斬きり裂さく剣などを指す。これらは、道具に魔術的な機能（つまり魔力）を加えたものだ。だが意志を宿した物は半はん生せい物ぶつなので、普通の道具のように魔力を加えるのは難しい。順序が逆でも同様だ。

　一応不可能ではないので、「自分の意志で攻撃する武器」を創つくることはできる。しかしそれが、例えば炎を吐きつつ悪霊を呼び集めるとなると、話は全く違ってくる。

「二種類の機き能のうを併あわせ持った魔力武器、なんて聞いたことないわね。更さらに意志まで……」

「ですよね。だから俺は、実じつ態たいとはかけ離れた単なる噂話だと思ってます。で、その魔剣の回かい収しゆうか破は壊かい、が次の任務なんですけど」

　セリオスは相変わらず目玉焼きをつつき続けているが、ホッブスは気にしない。

「どうでしょう。おねーさんは魔術の専門家なんですし、いっそセリオスと一緒に、今度の任務に同行して下さるというわけには」

　セリオスが、ぴたりと手を止めた。恐る恐る、メティアの方を見る。

　ホッブスは「俺のカッコいいとこを見て欲しいっ」という顔をしているが、メティアは。

「認めてくれるのは嬉うれしいけど、わたしの魔術なんて机の上だけのものよ。騎士様と一緒に戦うだなんて、とてもとても」

　謙けん虚きよに参戦を辞じ退たいするメティア。

　セリオスはそれを聞いて、ますますフォークの手を速める。ぐさぐさぐさぐさっ。

「……さっきから何やってんだセリオス？」

「別に。姉さんに戦闘は無理だそうでっ」

「？　まあ確かに、俺が一緒とはいえ万一、おねーさんが怪我でもしたら大変だしなあ」

　ホッブスは、仕方なく諦あきらめた。




　おねーさんの笑顔と料理で、夜勤の疲れも吹っ飛びました～っとホッブスは帰宅して。

　セリオスの分だけが残っているテーブルで、メティアはセリオスと向かい合っている。

「さて、セ～リオスっ。お山の話、どうして教えてくれなかったのかしら？」

　食の進まないセリオスは、罪のない目玉焼きをつつき続けながら、言い返す。

「教えたら妨ぼう害がいするでしょっ！　例えば昨日きのう、僕を含めた警けい備び隊たいを壊かい滅めつさせたのは誰!?　ただの警備任務が追跡から戦闘に発展して、」

「あ。それならわたし、妨害してないわね」

「？」

「わたしのしてることは、仕事の妨害というより、むしろ仕事を増やしてるってことで」

「開き直るんじゃなああぁぁい！」

　毎度毎度、こんな調子で。

　騎士団の宿しゆく敵てきである怪かい盗とうソウェイルの正体は、セリオスの姉、メティアなのである。

「と・に・か・く！　妨害でも仕事増やしでも何でもいいから、山には来ないで！」

　叫ぶセリオスを、メティアはなだめる。

「落ち着きなさい。悪霊を集める剣だなんて、売り物にならないにきまってるでしょ」

　夕べの絵じゃあるまいし、ねえ？　と目で言っているメティア＝怪盗ソウェイル。

　難なん儀ぎな姉をもった弟が、その姉に念を押す。

「本当に、来ないでよっ」

「うん。できるだけあなたのご期待に沿そうよう、誠せい心しん誠せい意い検けん討とうしとくわ」
















　と言うメティアの、輝いている目を見て。

　セリオスは、確信した。

『……絶対、来る。売り物にならなくても、魔術の研究対象として狙ねらってる目だっっ』

　もはや原げん形けいの面おも影かげゼロとなった目玉焼きを、ただただつつき続けるセリオスであった。




　数日後。ゴーステン山の中ちゆう腹ふくの洞どう窟くつに、騎士団内務部隊第三小隊が赴おもむいた。

　第三小隊の構成は、小隊長と騎士九名とで十名、準騎士二名を加えて十二名。今回は騎士が三人一組で三組、隊長と準騎士二人で一組、都つ合ごう四組で手分けして探たん索さくしている。

　岩がん壁ぺきに群ぐん生せいしている光ひかり苔ごけのおかげで、明かりの心配はない。おかげで戦闘に専せん念ねんできる。

　洞窟内に集つどう、無数の悪霊相手の戦闘に。

「正義の輝きよ、邪じや悪あくを滅めつする力となれ！」

　眩まぶしい光を宿したセリオスの剣が、その刃が、横一文字に一いつ閃せん！　下半身を食いちぎられた男──の姿をした悪霊──が消しよう滅めつした。

　そして振り向けば、また同じ姿をした霊が一体、宙ちゆうを泳およいで襲おそい掛かかってきていて、

「ってええええぇぇぇぇいっ！」

　もう一閃！　今度は上から下まで一直線の一刀両断、真っ二つになって消え失うせた。

「ふうぅ」

　刃の光を消し、一息つくセリオス。その手にあるのは準騎士の制せい式しき装そう備び、模も造ぞう剣けん（刃はついていない）だ。が、王国騎士団の基本技である〈破邪の剣〉を使えば、悪霊の類たぐいには鋭するどい斬れ味を発はつ揮きする。悪あく想そう念ねんの塊かたまりと化した霊には、強い正義の心が武器となるのだ。

　騎士養成学校で一年生最強の座に君くん臨りんしているセリオスは、この技も大得意。なので、並の悪霊の十体や二十体は敵ではない。

「今ので三十七体め、か。噂通り多いなぁ」

　洞窟内の、少し広い部屋。壁は岩そのままだが、足下は人工的に、平らに磨みがかれている。

　ということは、ここは何かの遺い跡せきだろうか。

「結局、いくら調べてもここに関する資料は殆ほとんどなかったんですよね。高名な魔術師の研究所跡あととか、そういうことはないって」

　と、たった今七十八体めを斬り裂いたマホガニーに聞いてみるセリオス。

　正騎士のマホガニーは、セリオスのように模造剣と軽けい装そう鎧よろいではなく真しん剣けんと騎士団制式鎧で重じゆう武ぶ装そうしている。常人なら歩くのが精一杯の重さだが、マホガニーは平へい然ぜんと剣を振るう。

「うむ。魔物がすみ着いてただけらしいな」

　それを聞きながらホッブスが三十二体めを斬って、ようやく部屋の中は静かになった。

「でも最近は悪霊が増えすぎたせいで、魔物も冒険者も寄り付かなくなったそーですね」

　ホッブスは、三人が入ってきたのとは逆の、洞窟の奥へと続く方の通路を見た。

　人ならざる不気味な声が、胸に聞こえてくる。今斬った悪霊たちが目指していた方向だ。

「あれをどーにかしない限り、洞窟の外からいくらでも悪霊どもがやって来る、か。魔剣だか何だか知らねーけど、ハタ迷めい惑わくな話だ」

「それを解決するのが、僕らの任務だよ」

「へーいへい」

　三人は、洞窟の奥へと歩き出した。




　悪霊を呼ぶ声を頼りに、進んでいく三人。

　その行く手に、妙なものが見えてきた。先さき程ほどと同じような広い部屋の入口に、薄い光のカーテンがかかっている。

「ん、あれは……結界か？」

　近づいてみて、確信した。戦闘経験の豊富なマホガニーは、魔術を使えずとも知識はあるので解わかる。これは悪霊を阻はばむ為ためのものだ。

　そして、あの胸に聞こえる声──魔剣の声──は、このすぐ向こうから聞こえてくる。

　マホガニーから結界の説明を聞いて、ホッブスが首を捻ひねった。

「悪霊を呼びながら、悪霊を阻んでいる？」

「いや、この結界は人間の魔力によるものだ。術者が多分、向こう側にいて……」

　と言いかけて、マホガニーは気付いた。セリオスと、ホッブスも気付いた。

　術者がこの結界を張った目的は、おそらく魔剣を入手するのに悪霊が邪魔だからだろう。そしてその術者は、騎士団の者ではない。

　謎の魔剣を今正に手に入れようとしている謎の術者は、つまり在ざい野やの、無ぶ頼らいの冒ぼう険けん者しやだ。

「い、いかん！　突っ込めええぇぇっ！」

　結界は、魔力や呪じゆ力りよくを遮さえぎる類たぐいのものだから物や人には影響はない。三人は結界を、光のカーテンを易やす々やすと突き抜けて部屋に入った。

　そこは結界を張っているはずの術者の姿もない、がらんとした広い部屋。と思ったら、奥の方の床に一本の剣が突き立てられている。

　胸に聞こえる悪霊を呼ぶ声に加えて、普通に耳に聞こえる声も、聞こえてきた。

「タチサレ……クルナ……チカヅクナ……」

　間違いなく、あの剣から聞こえている。

「よし、確定！　あいつが意志ある魔剣とやらで、悪霊を呼び集めてるのもあいつだ！」

　ホッブスが、問答無用で突進した。

「おい、待てホッブス！　危険だぞ！」

「なんの！　今現在悪霊集めをやってる以上、それと同時に攻撃するなんて不可能……」

　その瞬間──白く眩まぶしい電でん撃げきが二本、剣から迸ほとばしってホッブスを捕らえた。

　双そう頭とうの蛇へびを思わせるそれは獰どう猛もうにホッブスの全身を焼やき焦こがし、そして弾はじき飛ばす！

「どぶぅええええぇぇぇぇっ！」

　剣に触れることもできず、コゲコゲのホッブス。セリオスもマホガニーも、戦せん慄りつした。

　信じ難がたい話だが、確かにこれでは……

「これでは、屈くつ強きような冒険者たちが誰も近づけなかったわけですわね。オ・ジ・サ・マ♪」

　横合いから、いきなり少女の声。

　見れば岩壁が、いや、岩壁の描かれた布が、パラリとめくれて。

　その下から、出てきた。大きな羽は根ねつき帽ぼう子しと仮面とマントが緋ひ色いろな少女。

「あ……赤いゴキブリ、略して赤ブリっ！」

「『常勝者ソウエイル』ですってばっ！」

　自じ称しようソウェイル他た称しよう赤ブリ、騎士団の宿しゆく敵てきである怪盗。しかしてその実態は、

『や、やっぱり来たっっ』

　歯は軋ぎしりしてるセリオスの姉上、メティア。

「……まあ、今日は特別です。赤ブリと呼ぶことを許ゆるして差さし上げましょう。それと、」

　メティアは、岩壁の描かれた布を畳たたんで、マントの裏のポケットに入れた。

　それから、ちらりとセリオスを見て言う。

「今日のわたしは、皆様のお邪魔をしに来たわけではありません。むしろ、この悪霊集結事件の解かい決けつに御協力致いたしたいと思いまして」

「協力などいらん。今すぐ逮たい捕ほされろ」

　一刀両断に言い切るマホガニー。が、メティアは涼しい顔で微笑ほほえみを返して、

「ねえオジサマ。この状況で、わたしの助力を拒こばむのは愚かではありませんか？」

　と、コゲコゲで倒れてるホッブスを指した。

「いいですか？　お聞きの通り、あの魔剣は絶え間なく悪霊を呼び続けています。同時に、ホッブス君を一いつ瞬しゆんでコゲコゲにしました。更さらに、警告のメッセージまで発してます」

　メティアは、びしっ、とマホガニーを指す。

「こんな多機能高性能武器を、見たことあります？　戦ったことは？　勝ったことは？」

「そ、それは……」

「この状況で、無策で突っ込むのは愚ぐ行こうというものです。ですが、騎士様の剣とわたしの魔術が一つになれば話は別」

　メティア（ソウェイル）の魔術の実力なら、マホガニーは嫌いやになるほど知っている。

「お前が、我々に魔術で協力すると？」

「ええ。何とかしてあの剣を抜いて、所有権は後ほど協きよう議ぎということでいかがでしょう」

「…………」

　マホガニーは、考えた。

　確かにあの剣は理解の域いきを超こえている。常じよう識しき的な手段で対たい処しよできる相手ではなさそうだ。

「……毒どくには毒、常識外はずれには常識外れか」

「どういう意味ですの、それは」

「そういう意味だ。……くっ、仕方ない」

　任務は、あの剣の回収もしくは破壊。

　渋しぶ々しぶ、マホガニーは手を組むことにした。




　一同は一時退たい却きやくし、部屋の外に出た。まずメティアが、独自の事前調査の報告をする。

「ボードンという男をご存じですか？」

「確か五百年ほど前の時代、我が国以前のこの辺りの領りよう主しゆだ。残ざん虐ぎやくな統とう治ちの末、暗殺されて滅ほろんだとか……って、それがどうしたんだ」

　マホガニーの問いに、メティアが答える。

「ここは、ボードンの研究所跡なんです」

「研究所？」

「はい。処しよ女じよの生いけ贄にえとか赤ちゃんの人体実験とかを専門にしていた、伝説的な凄すご腕うで残虐魔術師・ボードンの研究所です。よってあの剣は、彼の遺品であるとわたしは推すい察さつ……」

「ま、待て。何だその物ぶつ騒そう過ぎる話は」

　マホガニーが口を挟はさむ。

「そんな作り話みたいな話、俺たちは」

「知らなかった、でしょう？　魔術師ボードンは、こっちの業ぎよう界かいでの有名人ですから」

　裏社会での、という意味らしい。

「とはいえボードンの実力も残虐っぷりも、新国王が旧勢力を貶おとしめる為の物騒過ぎる作り話だ、なんて言われてましたけどね」

「そうじゃないのか？　ただの暴君ならまだしも、生け贄だの人体実験だのと、まともじゃなさ過ぎるぞ」

「あんな剣、まともな手段では創つくれません」

「……まともでなければ、か」

　[image: 辻]つじ褄つまが合って、マホガニーは納得した。

　そういえば、魔力武器の寿じゆ命みようは普通、長くても三百年ぐらいだ。五百年モノがあんなに元気なのは、確かにまともではない。

「ちなみにあの結界は、わたしが側そばにいる限りは消えません。でも離れたら消えます」

「ふむ。何にせよ、あの非常識な剣をどうにかしないと、悪霊の集結は……ん？」

　マホガニーは、一つ思い出した。

「そういえば赤ブリ。お前、いつぞや俺の魔力剣の魔力を消したことがあったな」

「ああ、あれですか。なかなか高級品でしたけど、オジサマ相当無理なさったのでは？」

「うむ。おかげで飯も酒も……って、そんなことはどうでもいいっ！」

「はいはい。でも、魔力を消すのはダメですよ。剣の価値が下がります。ただの骨こつ董とう品ひんとしても、そこそこの値はつくでしょうけど」

「お、お前、この状況でそんなことをっっ」

　歯軋りするマホガニー、なだめるメティア。

「大丈夫ですよ。剣に宿っている意志だけを消せばいいんです。そうすれば、あの電でん撃げきを操あやつれるのは剣の使用者のみ、となります」

「ほう。お前にできるのか、それは」

「もちろん。一人では無理ですけど……」

　メティアは、丁てい寧ねいにホッブスの介かい抱ほうをしているセリオスの肩に手を置いた。

「この子が手伝ってくれれば♪」




　セリオスの後ろに、メティアが立つ。そして、セリオスの背に手を当てた。

　すると……セリオスの体が、淡あわい光に包まれた。戸と惑まどうセリオスと、マホガニー、ホッブスに向かってメティアが説明する。

「わたしの魔力を、直じかに送り込んでるんです。こうやってわたしが触ふれている限り、この子は魔術攻撃に対して強い耐たい性せいを得ます」

「それはいいが、なぜセリオスなんだ？」

「被術者が小こ柄がらな方が、魔力の密度が濃くなるからですよ」

　とメティアは答えて、セリオスの背を押して歩かせた。結界を潜くぐって、部屋に入る。

　するとすぐに、

「タチサレ……タチサラネバッ！」

　二本の電撃が、セリオスに襲おそい掛かかった。

　セリオスは反射的に剣を抜き応戦する。と、

「あっ？」

　重い手て応ごたえと激しい火花が散ったものの、見事に打ち払えた。強力な魔術攻撃に、ただの模造剣で対抗できたのだ。

　セリオスの後ろで、メティアが満足そう。

「うんうん、うまくいったわ。やっぱり姉弟きようだい、魔力の波長がよく合うわね」

「……もしかして僕、単に盾たてにされてる？」

「あ。また来るわよ」

　魔剣が、ぶるぶると震えている。

「オノレ……コザカシイマネヲ！」

　バリバリィッ！　と空気を引き裂くような音と共に、無数の電撃がセリオスを襲った。

「う、うわわわわっ！」

　魔力を宿した剣で、必死に電撃を斬り払うセリオス。だが電撃の数はあまりにも多く、動きも不規則で予測がつかない。更さらに、後ろにいるメティアから離れるわけにはいかないので、こちらの動きは制限されてしまう。

　結局、セリオスは魔剣の攻撃を受けきれず、胸や脇わき腹ばらに何発か喰くらってしまった。焼けるような痛いたみが全身に走るが、メティアの魔力のおかげか、衝しよう撃げきで飛ばされたりはしない。

「ほら、頑がん張ばってセリオス。もうちょっと」

「ぅぐ、ぐ、ぐくっ……！」

　剣を振るい、電撃をその身に受け、苦く痛つうに呻うめきながら、少しずつ前進するセリオス。

　あと五歩、あと四歩、

「クルナ……クルナ……チカヨルナッ！」

　電撃がますます強まってくる。が、セリオスも根性を振り絞って歩みを止めない。

　あと三歩、二歩、一歩！

「今よっ！」

「てぇぇいっ！」

　二人が、同時に跳とんだ。

　セリオスは右手に剣を握ったまま左手で、メティアは左手をセリオスの背に当てたまま右手で、魔剣の柄つかに手をかけた。セリオスは全力で魔剣を引っ張り、メティアも引っ張りながら魔力を送り込み、剣の意志を打ち消そうとする。

「ヤ、ヤメロ！　ヤメロオオォォ！」

『……っ？』

　魔剣の柄にかけた手を通じて、何かが二人に流れ込んできた。映えい像ぞうを伴ともない音声を伴い、更さらには肌はだに感じる風や熱までも伴って。

　今いるこの場所とは別の、この場所が見える。聞こえる。感じ取れる。

『ね、姉さん、これは』

『剣の記憶……？　とすると五百年前の？』

　だんだん、全すべてが、はっきりしてきた。

　──何人もの魔術師が、魔力と共に気力を、精神力を、根ねこそぎ奪うばわれて絶命していく。男はそれによって力を強め、剣を振るう戦士たちを、容よう赦しやのない魔術で惨ざん殺さつしていく。

　仲間たちの悲ひ鳴めいと返り血に塗まみれながら、最後の一人となった戦士が叫ぶ。ボードン、と。

　その戦士の渾こん身しんの一撃が、男を斬り裂いた。その手の剣は、どこかで見たような……

「うわぅっ！」

　剣から発した強大な魔力の波動に、セリオスが突き飛ばされた。剣から手が離れ、勢いよくゴロゴロ転がって、一気に部屋の外に。

「セリオスっ!?」

　マホガニーとホッブスが、駆け寄ってきた。

「いたた……だ、大丈夫です」

「大丈夫ってお前、顔色悪いぞ」

「それはその、今怖いものを見てしまって」

「怖いもの？　一体……おっと！」

　結界を突き破って吹っ飛んできたメティアを、反射的に抱きとめるマホガニー。

「あ、オジサマ。どうもです」

　ぴっ、と片手を上げて感かん謝しやの意を示すメティア。珍しく、顔に汗の滴しずくが浮かんでいる。

「何なんだ、二人とも。何があった？」

「……まあ、一言で言えば」

　よろ、と地面に降り立つメティア。

「五百歳のお年とし寄よりから、歴史のお勉強を」




　再び部屋の外で作戦会議。セリオスが先さき程ほどの映像を二人に説明した。

　ホッブスが、腕を組んで唸うなる。

「凄すげぇ奴やつだったんだな……ボードンって」

　マホガニーが、メティアに訊きいた。

「お前たちが見たのは、ボードンの最さい期ごか」

「ですね」

「で、どうなんだ。お前はセリオスより長く、五百年前の記憶とやらを覗のぞいていたようだったが。あの魔剣の意い志しは、消せないのか？」

　メティアは、少しだけ考えて答える。

「……消せませんね。こうなれば方法は一つ、人じん類るいの英えい知ちをもって騙だましましょう」

「だ、騙す？　あの非常識の化け身しんをか？」

「心配はいりませんよ。相手は五百年間、手入れもされずに放置されてた剣ですし、」

　と言ってメティアは、マントの裏のポケットに手を入れた。

　そして取り出したのは化粧道具、変装用品。

「幸い、ちょっと似てましたしね」

　セリオスの肩に、メティアが手を置いた。




　再び、結界を潜くぐって部屋に入るセリオス。今度は一人だ。

　いろいろぺたぺた塗ぬったくったその顔は、随ずい分ぶんと大人びている。セリオスとメティアが魔剣を通して見た、五百年前の戦士の顔だ。

『これで騙すってことは、やっぱりあの剣、あの戦士のものなのかな。でも悪霊を集めてるし……ほ、本当に大丈夫なの、姉さん？』

　先程のように体に魔力を帯おびていないので、今、魔剣の攻撃を受ければかなりヤバい。メティアは、絶対安全だと言っていたが。

　こわごわ、魔剣に近づいていくセリオス。魔剣がまた、ぶるぶると震ふるえる。

「……アッ？　ゴ……ゴ、ゴ、ご、ごしゅ」

『ん？』

　魔剣の声が何だか、変わって来た。

「ご……ご、御主人様ああぁぁっ！」

　魔剣が叫んだ、その声は。

　長年冷たい雨に打たれ続けた子犬が、やっと飼い主に会えたような……そんな声だった。

「わ、私、ずっとずっと、信じてました！　御主人様は必ず、帰って来て下さると！」

「えっ……その、えと、」

　魔剣が、ふるふると震えながら涙ながらに（そんな雰囲気）叫んでいる。電撃は来ない。

　戸惑うセリオスが救いを求めて振り向くと、結界の向こうでメティアが、「さっさとやんなさいっ」と身振り手振りで指し示じしている。

　事じ態たいは把は握あくできないが、セリオスはとりあえず、先の作戦会議で言われた行動に移った。

「えっと、な、長い間、御苦労だった。もう大丈夫だから（って、何が大丈夫？）」

　言いながら、セリオスはそ～っと魔剣の柄に手をかけた。……電撃も波動も来ない。

　力を込めて、ぐっと剣を引っ張る。

「よっ……と！」

　あっけなく、抜けた。簡単に。すると、

「よぉし！」

　メティアが、部屋に駆け込んできた。

　そしてパチン、と指を鳴らす。部屋の入口の光のカーテンが、結界が、消えた。

「赤ブリっ？　おい、何をする気だ！」

　マホガニーとホッブスも、部屋に入ってきた。同時に、その二人の脇わきをすり抜けて、無数の悪霊たちが部屋に流れ込んでくる。

　その悪霊たちは、まるでエサに群むらがる蟻ありのように、セリオスが魔剣を抜いた跡の、穴の中に集まっていった。そして……

「オオオオォォッ！　地上カアアァァ！」

　穴の中から、悪霊たちと入いれ違ちがいに、一ひと際きわ巨大な霊れいが飛び出してきた。

　ドス黒いローブを纏まとった、やせ細った男の霊。その声は、胸に響く悪霊を呼ぶ声だ。そしてその顔は、セリオスには憶おぼえのある顔だ。

「さ、さっきの……ボードンっ!?」

　その声に、一瞬だけその霊──ボードンは反応したが、しかし一瞬だけだった。その飢うえた獣けもののような目は、獲え物ものの匂においを嗅かぎつけたかのごとく、メティアの方に向けられた。

　そして、正にその通り、ボードンは獲物に喰くらいついた。自分の全身で、メティアの体に喰らいついたのだ。

　その様はまるで、餌えさを取り込み消化する、液体生物スライムのよう。

「あ、赤ブリっ！」

　マホガニーが、ホッブスが、そして思わず「姉さんっ！」と叫びそうになって慌てて口をつぐんだセリオスが、一いつ斉せいに剣に光を灯ともした。対悪霊用の技、〈破邪の剣〉だ。

　が、ボードンはメティアの全身を包み込んでいるので、ヘタに斬りかかれば模造剣といえど、メティアの華きや奢しやな手足を打ち砕いてしまう。セリオスとホッブスが逡しゆん巡じゆんしていると、

「う、動くなよ！　今削そぎ落おとしてやる！」

　マホガニーが剣を振り上げた。が、ボードンはそれに気付き、逃げ込んだ。

　メティアの体内に、潜り込んだ。

「うぐっ！　ぐくぅ……っ！」

　呻うめきながら、片かた膝ひざをつくメティア。その顔からはあっと言う間に血の気が失うせ、まるで紙のように真っ白になっていく。

　が、そんな顔をしながらも、メティアは拳こぶしを握って真上に突き上げた。そして目を閉じ、何かを念じている。

「抵てい抗こうスルナ。余よ計けいニ苦シムダケダゾ」

　メティアの中で、メティアの魔力を貪むさぼりながら、ボードンが囁ささやきかける。

「世界一ノ大魔術師タル、コノボードン様ト一ツニナレルノダ。光栄ダロウ？」

　メティアは少しだけ目を開け、言い返した。

　汗あせ塗まみれの白い顔に、熱い闘とう志しを漲みなぎらせて。

「……今の今まで昼ひる寝ねしてた、時代遅れの御ご隠いん居きよ様に、世界一ヅラして欲しくないわね」

「ナ、何ィ？」

「例えばこれ、五百年前にあったかしら？」

　と、メティアは拳を広げながら振り下ろした。手中の魔力を、地面に叩たたきつけたのだ。

　それは、強力無比な対悪霊用攻撃魔術！

「逝いけええぇぇ！」

　メティアの足下に、黒い炎で描かれた魔法陣──地上ではない場所への扉が、開かれた。

　この世に彷徨さまよう霊を、無理矢理引きずり込む暗くら闇やみの穴。この世ならざる、底無し沼。

「ヌ、ヌオオオオォォッ!?」

　冥めい界かいからの強きよう烈れつな吸引力に、ボードンはメティアの体から引きずり出されそうになる。

　が、メティアの足下の魔法陣から離れさえすれば、そして即、メティアを攻撃すれば！

「キ、キ、キサマアアァァ！　許ゆるサンゾ！」

　ボードンは斜め上に上昇して、メティアの体から離れ魔法陣の影えい響きよう圏けん外がいに出た。

　そしてメティアを攻撃しようとした、が、

「今だああぁぁ！」

「はいっ！」

「喰らえっ！」

　三方向から同時に斬りかかってきた、三人の騎士の輝く刃がボードンに食い込んだ。

　正義の心を宿した刃は、邪悪な思念の塊である悪霊に、強烈なダメージを与える！

「ギアアアアァァァァッ！」

　セリオスの、ホッブスの、マホガニーの〈破邪の剣〉を受け、苦しみ悶もだえるボードン。

　メティアが、自分の足下の魔法陣を消した。そして一歩踏み出し、再び拳を振り上げる。

「トドメよ」

「！　マ、マ、待テ！　待テエエェェッ！」

「だ・め。……すぅ……逝けええぇぇっ！」

　再びメティアの足下に出現した魔法陣に、深手を負ったボードンは悲ひ鳴めいもろとも、為なす術すべもなく吸い込まれてしまった。




「はああぁぁ……」

　ふらっ、と倒れかけたメティアを、たまたま側そばにいたホッブスが慌てて抱きとめ、支えた。

「あ、ありがとぉ……ホッブス君」

　顔色が極ごく悪あくなだけでなく、心なしかやつれてしまったようにさえ見える。やはり相当、ボードンに魔力を奪うばわれてしまったらしい。

　その上、冥界への扉を開けるなどという大技を使ったのだ。衰すい弱じやくしない方が、おかしい。

「大丈夫かよ。別人みたいだぞ、お前」

「んむ……まあ、死にはしないと思う」

　そんなメティアを見て、マホガニーは、

「こうなることが解ってて結界を解いたな？　五百年前ボードンが封ふう印いんされたのを、さっきの剣の記憶とやらで見たんだろう？」

　メティアは、弱々しく強がって答える。

「まあ……そうです。一応伝説の魔術師ですから、どんなものか興味があって」

　結局、ボードンが自分の復活の為、その糧かてとする為に悪霊を呼び集めていたのだ。

　そのボードンを抑おさえていたのが、あの剣。

「お前は、ボードンがどんな奴か知っていたのだろう？　なのにあんな危険な真似まねを」

「いえ、彼は長い封印生活で、魔力に飢うえてましたから。わたしに喰らいつくと確信してましたよ。オジサマたちは安全です。で、」

　ぴっ、と人差し指を立てるメティア。

「所しよ詮せん、五百年も前の古ふる臭くさい術しか知らない相手です。勝つ自信はありましたから」

　マホガニーは、心しん底そこ呆あきれた顔で言った。

「全く、あんな剣を創る奴相手に……ん？」

　魔剣は、戦士の変へん装そうをしたセリオスを「御主人様」と呼んだ。ボードンを封印していた。

　ということはボードンの作ではない？　が、普通の魔力武器が五百年も保もつはずはない。

「……強力な意志と魔力を秘めた謎の剣、か。これはぜひとも王立魔術研究所で解かい析せき・量りよう産さんして、国家の役に立てねばな」

「あ、そのことなんですけど」

「ん？」

　と、その時マホガニーは気付いた。

　メティアのマントの裏から薄い煙けむりが溢あふれ出し、どんどん広がっている。そして本人は、何やら薬やく草そうらしき葉っぱをもぐもぐしている。

「ごめんなさい、オジサマ。わたしが洞窟内の遺い品ひんを搔かき集め終えた頃には、第三小隊の皆さんは爽さわやかにお目覚めになりますから」

「っ！」

「剣の所有権についての協議は、オジサマたちが眠ってしまった為中止ということで」

「き、きききき貴様……っ！」

　マホガニーは一歩、踏み出したがそこまでだった。強きよう烈れつな睡すい魔まに敗れて、両りよう膝ひざをつく。

　セリオスとホッブスも倒れ、眠りについた。マホガニーももう、目が霞かすんできている。

　何ともないのは、薬草もぐもぐの一人だけ。

「ひ、卑ひ怯きよう……だ……ぞ……」

　マホガニーの意識は、無む念ねんの内に消失した。




　セリオスたちが目を覚さますと、洞窟内に多数存在していたであろう、ボードンの遺品は悉ことごとく漁あさられていた。もちろん、あの魔剣も。

　第三小隊は無念のホゾを嚙かみつつシティへと引き上げて、事の次し第だいを上司に報告。一応悪霊の事件は解決したので、解散した。

　で夜中になってセリオスは帰宅した。

「あ、お帰りなさい」

「小隊長、いつにも増して怒ってたよ」

　剣を外して、居間のソファに腰掛けるセリオス。メティアは悪びれもせず、

「あはは。ちょっと悪かったかしらね」

「ちょっとじゃないよ。約束を破るなんて」

　憮ぶ然ぜんとしているセリオス。

「ま、いろいろ事情があってね」

　メティアが、立ち上がった。足下に置いていた棒ぼう状じようの包みを抱えて。

「何なら、今から一緒に来る？」

「え」

「気になるでしょ、あの剣のこと」




　メティアに連れられ、セリオスが辿たどり着いたのはゴーステン山。あの洞窟の前だ。

　首を傾かしげるセリオスの前で、メティアが包みを解といた。中身はあの剣だった。

「御主人様……どこ……？　見えない……」

　弱々しい。というか、苦しそうな声。

「あれ？　どうしちゃったのその剣」

「知らなかったの？　普通の魔力武器は、五百年も保たないの。弱って当たり前でしょ」

「普通って、ボードンの遺い品ひん……あ、いや」

　違う。あの戦士の手にあった、戦士の剣だ。

　セリオスは剣の記憶で見たし、何よりあの変装で「御主人様」と言われたのだ。

「ボードンが倒されたのを見て、気が緩んだのね。もう殆ほとんどの感覚が麻ま痺ひしかかってる」

「ま、待ってよ。じゃあなんで、五百年？」

　セリオスは事じ態たいが飲み込こめず、混こん乱らんする。

　メティアは、剣に向かって優やさしく言った。

「ボードンは今度こそ、完全に倒されたわ。山の風と、悪霊の気配が消えたの、解る？」

　剣が、少しだけ、ふるふると震えた。

「……あぁ……お、終わったんですね……御主人様も、みんなも、もう悲しまない……」

「そうよ。あなたの戦いも、もう終わったの。だから帰りなさい。御主人様のところに」

　メティアが、剣に手を翳かざす。すると、その手から魔力の光が発せられて剣を包み込み、

「あっ？」

　セリオスの見ている前で、刃も鍔つばも柄つかも、全てがさらさら……と崩くずれていく。

　文字通りあっと言う間に、メティアの手にあるのは灰はいだけとなった。

「この子は自分が封ふう印いんとなってから、ずっと待ってたのよ。御主人様がボードンを完全に倒せる方法を見つけて、帰ってくるのをね」

「え。待ってたって、五百年？」

「そう。想おもいだけを支ささえに、五百年もね」

　五百年も前に、悪霊を消しよう滅めつさせ得る術などない。結局御主人様は帰って来なかったのだ。

　それでも、信じて待っていた。力が弱まって、ボードンが悪霊を集める声を防げなくなっても。自分を手に入れようとする侵しん入にゆう者しやと戦い、封印を守り続けた。

「し、信じられないような話だね。でも姉さん、それを研究するつもりだったんじゃ？」

　セリオスの問いに、メティアは首を振る。

「いくら擬ぎ似じでも、意志……いえ、『心』を持ってる子だもの。研究材料にすることなんて出来ないわ。それに、どうせわたしにも魔術研究所にも、解析とか量産とかは、できやしないわ。だってこれは、」

　メティアは、手の灰を全て、風に飛ばして。

　夜空を見上げて、言った。

「本物の奇き蹟せきだから……ね」
















第三話　愛と拳こぶしの遺い跡せき発はつ掘くつ










　とある山さん中ちゆうの、洞どう窟くつの奥おく深ふかく。

　迷めい路ろも罠わなもない、ただただ広い大だい空くう洞どうで、

「大変だなあ、発はつ掘くつ作さ業ぎようっていうのも」

　黒いぼさぼさ髪と黒いどんぐり目の小こ柄がらな少年が、ぽつりと呟つぶやいた。その身に纏まとっているのはここグリン王国の騎士団所属、『準騎士』の制式装備、模も造ぞう剣けんと軽けい装そう鎧よろい。

　少年の名は、セリオス＝クルーロル。十五歳にしては幼いその顔立ちに似に合あわず、騎士養成学校では学年最強と名高い。腕うでは華きや奢しやでも、腕っぷしは強いのである。

　今ここでは、魔術研究所の発掘チームが十数名、作業着姿で発掘作業中。その全員が、小さな金かな槌づちのような物を携けい帯たいしている。これは微かすかな魔力でも探せる探たん知ち器きである。

　何の目め印じるしもない洞窟の壁かべを、地面を、少しずつ少しずつ探知器でなぞっていく。反はん応のうがあれば少し掘り、また探知器をかざして角かく度どを確認し、また少し掘る。頼たよりない篝かがり火びの明かりの中、ひたすら同じ作業の繰り返し。

「う～む。俺おれには無理だな、こんな作業は」

　セリオスの隣で、同じく準騎士のホッブス＝グロウサも同どう意いした。右と左を見渡すと、一つに括くくった長い金髪が、しっぽのように揺れる。

　二人は今、この発掘現場の警けい備びに来ている。なにしろ魔術研究所の発掘となると、単に古い食器や住じゆう居きよ跡あとを掘り出すのではない。失われた知識・技術による強力な魔術の道具など、他者の手に渡れば危険なものばかりだ。

　そこで、発掘と運うん搬ぱんの安全の為ために、騎士団から警備要員が派は遣けんされたという訳である。

「見ろセリオス。岩がん盤ばんの向こう側ってことも多いみたいだぜ。あれ、切り出した岩だろ」

　ホッブスが指さした先には、体たい積せきでホッブスの四～五倍、重じゆう量りように至っては想像もつかないような巨きよ岩がんがいくつも並んでいる。

「魔術研究所の人が、土ど木ぼく作さ業ぎようやってるとはな。研究室に閉じこもりきりだと思ってた」

「まあ、部署にもよるんだろうけどね」

「だな。いや、我が心の姫君もこういう風に泥どろ塗まみれになるのか、とか考えてしまって」

「…………」

「おねーさん、やっぱ将しよう来らい的てきには、魔術研究所に勤つとめる可能性あるからな」

　ホッブスの心の姫君＝おねーさん、とはセリオスの姉、メティアのこと。世界一の名門魔術学院を飛とび級きゆう首しゆ席せき卒そつ業ぎようした才さい媛えんである。

　だが魔術研究所での出しゆつ世せ街かい道どうには背せを向むけ、現在は翻ほん訳やく家かをしつつセリオスと二人暮らし。戦争で両親を失った姉弟が、仲良く慎つつましく支え合って……と、絵えに描かいた美び談だんのような生活をしている。

　メティアはそんな背はい景けいに加え、セリオスに似た優やさしげな顔立ちをしており、物もの腰ごし丁てい寧ねいで人当たりもいい。なので、なかなかにファンが多かったりする。ホッブスもその一人だ。

　だが、しかし。

『ホッブスもみんなも、姉さんの実じつ態たいを知らないからな……はぅ』

　セリオスが、小さく溜ため息いきをついたその時、

「くぉのバカモンがぁ！」




　ごちぃぃん！




　大空洞の奥の方から、老人の声と、何やら大きな音が聞こえた。

　その音。戦せん闘とうのプロであるセリオスたちには判わかった。相そう当とうな力で人の頭を殴なぐった音だ。

「トネイル！　貴き様さま一体何万回ドツかれれば解わかるのじゃっ！　そんな雑ざつな掘ほり方をして、大切な発掘品に傷きずでもついたらどうする！」

「す、すすすすみません、教きよう授じゆっ」

　トネイル、という若者が老人に叱しかられているようだ。遠いのと、作業中の研究員たちに遮さえぎられているのとで声しか聞こえないが。

「セリオス。今の、かなりいい音だったな」

「うん。トネイルって人、泣いてると思う」

　と二人が少し恐おそれつつ感想を述のべていると、

「おーい、二人とも。早く来い」

　丁ちよう度どそっちの方から、男が呼んだ。

　セリオスたちのものとは違ちがう、騎士団制式鎧に身を包つつみ、真剣を携たずさえた大男。筋きん肉にくの塊かたまりのような体たい軀くと顔の大きな傷は、夜中に出くわしたら誰でも悲鳴を上げそうな迫はく力りよくがある。

　セリオスたちの上司、マホガニー＝チェアスだ。

「おっと。行こうぜ」

「あ、うん」

　二人が連れ立って行くと、広げられた帆はん布ぷの上にいくつもの発掘品が並ならべられていた。弓ゆみ矢や、鎧、槍やりなど、全すべて武ぶ具ぐらしい。

　そしてそれらを眺ながめつつ、メモを取っている老人がいる。老人、と言っても体たい格かくはマホガニーと大差ない巨きよ漢かん。一番大きなサイズであろう作業着が、厚い筋肉で窮きゆう屈くつそうだ。

　二人に気付くとメモから顔を上げて、

「おお、来てくれたか。ご苦労さん」

　にこやかに挨あい拶さつしてきた。その声は間違いなく、先程の「バカモンが」の声だ。

「魔術研究所のエンデント＝カーバスじゃ」

　差し出された、エンデントの手。ホッブス、セリオスの順で自じ己こ紹しよう介かいしつつ、握あく手しゆをする。

　その手の平は硬かたいタコだらけで、まるで石のよう。ツルハシやスコップを振るう発掘作業を、おそらく何十年も続けてきたのだろう。

　学者・老人らしからぬ体格を見て、またその手に触ふれて、セリオスもホッブスも先程の分ぶん析せきが間ま違ちがっていなかったことを確かく信しんした。

　この人に殴なぐられたらかなり痛いたそうだ、と。

「ところで教授、どうですかここの発掘の成果は？　いろいろ出てきたようですが」

　マホガニーが、並べられた発掘品を見ながらエンデントに質しつ問もんした。

「おう。ここはかなり優秀な魔術師の研究所跡らしくての。多彩且かつ強力な道具が、次々と出てきよる。どれもこれも凄すごいぞ」

　エンデントは並べられた発掘品の中の一つ、錆さびきった短剣を指差した。

「例えば、これじゃ。これは、触ふれた金属を瞬しゆん時じに錆びつかせる力を持っておる。敵と斬きり結むすんだ、その一いつ瞬しゆんで充じゆう分ぶん。魔力が浸しん透とうして、敵の武器は錆さびの塊と化す」

「え？　ほ、本当なんですかそれ？」

　セリオスは、思わず耳を疑うたがってしまった。

「それって、相手を傷つけずに抵てい抗こう力りよくだけを大おお幅はばに下げられる訳ですよね。犯罪者を逮たい捕ほするのには、理想的な武器ですよ！」

「こんなボロい短剣に、そんな力が……」

　ホッブスも感心しながら、短剣に手を伸ばして柄つかを摑つかんだ。その瞬間、

「ぬわっ!?」

　めぎっ、と音がして、ホッブスが錆の塊と化した。いや正確には、ホッブスの纏っている軽装鎧が錆の塊になった。

「な、何だこりゃっ!?」

「だから言うたじゃろうに」

「何も言われてませんよっ！」

「『触れた金属を瞬時に錆び付かせる』と言うたじゃろうが」

「だ、だって俺は普通に柄を摑んだだけで」

　触れた金属を瞬時に錆びつかせる短剣。

　但ただし、それは刃に限らず。

「いろいろ試ためしてみたんじゃがの。柄だけ布で巻いてみたりとか。が、こいつの暴走魔力は、その程てい度どでは防ふせげんらしい。ほれ」

　エンデントは、自分のベルトのバックルを見せた。見事に錆びついている。もしこれが鎧だったら、今のホッブスのように全身が錆の塊になっていた訳で。

　セリオスは、考えた。鎧を身に着けずに、武装した相手の前に出るのは自殺行こう為いだ。そして相手が武装していないのなら、錆びさせる能力は意味がない。ということは、

「ぜ、全然使えないじゃないですかっ？」

「慌あわてるな。今後研究すれば、実用化できる日も来よう。多分」

「多分、って……」

　錆の塊となった鎧を、ホッブスが苦労して脱ぬいでいる。その間にも、教授はいろいろと発掘品を説明してくれた。

・自ら追おい風かぜを創つくり、威い力りよくを増ます弓ゆみ矢や[image: ↓]急に向かい風になり、射しや手しゆ目め掛がけて飛ぶこと有り。

・瞬時に着ちやく脱だつできる鎧[image: ↓]使用中に勝手に変へん形けいすることがある。捻ねん挫ざで済めば幸こう運うん。

・伸しん縮しゆく可か能のうの槍やり[image: ↓]いつどの方向に伸縮するか判わからない。持ってる本人が一番危険。

「どれもこれも、試ためした連中は入院しとる。どうじゃ、凄かろう。恐れ入ったか」

「……あの、もしかしてここは研究所跡なんかじゃなくって、」

　セリオスが、辺りを見渡しながら言った。

「失しつ敗ぱい作さくを捨てる場所だったのでは……」

「何ぃぃっ!?」

　ずい、とエンデントが顔を突つき出だした。

「貴き様さま！　偉い大だいなる発掘品をバカにしたな？　古こ人じんの英えい知ちを、軽かろんじておるなっ？」

　ずずい、とエンデントが詰つめ寄よった。

　迫力に押されて、セリオスは一歩下がる。

「い、いえ、そんなことは。ただ、その」

「ったく、最近の若い者は、大いなる歴れき史しに触ふれることの悦よろこびを知らん。なぜもっと、過去に目を向けんのじゃ過去に。嘆なげかわしい」

「だけどその結果、入にゆう院いん患かん者じやが続出したのでしょう？」

「そうじゃ。が、誰一人として後こう悔かいしておらんぞ。古きものを探たん究きゆうする学徒として、恍こう惚こつとした顔で担たん架かに乗のり、ここを去った」

「ですからそれに何の意味が」

「黙だまれ。こういう、悠ゆう久きゆうの時を超こえた品々を前にしておると、何かこう……」

　エンデントは、先程の短剣の柄を両手でそっと、包み込むようにして持った。

　そして、刃の腹はらを優やさしく頰ほおに当あてる。

「尾び骶てい骨こつから背せ骨ぼねを経へて首くび筋すじに、何かが走らんか？　んで、こう……ならんか……？」

　そのまま目を閉じ……刃にそっと、キス。

　エンデントの顔に、安らぎと幸せが浮かぶ。

「ふぅ～……っ♡」

　錆びた剣を愛めでる、喜き色しよく満まん面めんの筋きん肉にく老ろう人じん。

　セリオスは、また一歩下がる。

『こ、これは、ちょっと、変へん態たい……かも』

　やがてエンデントは目を開けて、言った。

「良いか、若人わこうどよ。お前たちにはまだ解らんかも知れんが、古いものを敬うやまう気持ちを忘れてはならんぞ。進歩も大切じゃろうが、何事も温おん故こ知ち新しんじゃ。しかと心こころ得えい」

「……はあ」

　言ってることは間違ってないと思う。が、何も発掘したての錆びた剣にキスしなくても。

「む？　まだ不満げな顔しとるな」

「ふ、不満とかそういう問題では」

「ならば、一つとっておきを見せてやろう」

　エンデントは、発掘品の一つであるガントレットを手に取った。見たところこれは、まだ左手部分しか発掘されていないらしい。

　指先から手、そして手首より少し上までを保護するようになっているガントレット。が、普通のものとは少々異ことなっている。

　表面に無数の小さな金属板が重かさなり連つらなっており、まるで魚の鱗うろこのよう。全すべてが少しずつ違ちがう色をしており、それらが篝火のゆらめく光に照らされて、複ふく雑ざつな輝かがやきを放はなっている。

　金属板は蛇じや腹ばら状じようの針はり金がね、つまりバネで繫つながれている。これなら伸のび縮ちぢみができ、使い手のサイズを問わないだろう。

　が、こんな造りでは耐たい久きゆう力りよくに問題がありそうだ。綺き麗れいだが、実じつ戦せんで使えるとは思えない。

「どうじゃ。実じつ用よう性せいの乏とぼしい、ただの装飾品に見えるじゃろう」

「……そう思います」

　セリオスは、正しよう直じきに感かん想そうを漏もらした。

　するとエンデントは、

「実はな、この金属板一枚一枚には微妙～な調ちよう整せいを施ほどこされた魔力が込められておるのじゃ。それらが相そう互ごに作用し合うことによって、」
















　えへん、と胸むねを張って言った。

「驚おどろくがいい。なんと、使用者の左手の筋力を、二十倍にまで高めるのじゃ！」

「にっ……！」

「にじゅうばい!?」

　セリオスも、ホッブスも、耳を疑った。

「そ、それじゃあ、これをつければ二十人力になれるっていうことなんですか？」

　いくらなんでも、という顔のセリオス。

　ちなみにホッブスの顔は、「んで、今度はどんな副作用が？」と語っている。

　だがエンデントは不ふ敵てきに笑って、

「ふっ。わしはそもそもこいつの為に、ここの発掘を始めたのじゃ。いわば大本命……」

　エンデントは、ガントレットを持ったまま、いきなり走り出した。

　何事？　と思ってセリオスたちが目で追うと、エンデントは走って走って、

「ええい、何度言えば解るんじゃっ！」

「お、お許ゆるしおおぉぉ！」

　トネイル氏の頭に、ごちぃぃん！　と一撃。

　セリオスは、マホガニーに質問した。

「あの、小隊長。魔術研究所の教授さんって、みんなあんな風なんですか？」

「いや。あの人は、研究所内でも有名な変わり者でな。理り論ろんより先に拳こぶしを飛ばし、発掘品には尋じん常じようならざる愛を注そそぐ、拳と愛の発掘道探究者なんだそうだ。自じ称しようだが」

「……世の中、いろんな人がいるんですね」

　とか言ってる間にエンデントが帰ってきた。

「さてと。いいかお前たち、よく見ておれ」

　エンデントは左手にガントレットを嵌はめると、壁かべ際ぎわにスタスタ歩いて行った。そこには、洞窟から切り出された巨岩がある。エンデント自身の四倍、いや五倍はある大きさの岩だ。

　それをエンデントは、セリオスたちが見ている前で……ガントレットを嵌めた左手一本で、ひょいっと持ち上げてしまった！

　そして何度も何度も、上げ下げしてみせる。

「ほ～れほれほれ、っと。どうじゃ？」

「…………！」

　セリオスたちは、絶句した。

　何の副作用もなくただ単純に、巨大な岩を左手一本で持ち上げているのだ。これはもう、暴走する錆など問題ではない。

　セリオスたちの顔を見て満足したのか、エンデントは岩を降おろすと上じよう機き嫌げんで戻ってきた。

　ガントレットを外はずして、得とく意いげに語る。

「凄すごかろう？　しかもこいつは、筋力二十倍化だけではなく、魔術に対しても強い耐たい性せいを持っておる。更さらに、こいつの開発者は後二十年長生きして研究・改良すれば、筋力百倍化を可能にした、とも言われておるのじゃ」

「百倍……ですか」

　二十倍に続いて、今度は百倍ときた。

　エンデントは力強く頷うなずいて、

「改かい良りよう方ほう法ほうはまだ不明じゃがな。しかし右手の方も発掘し、完全な形にして研究すれば、いずれ完成させられるじゃろう。古こ人じんの遣やり残した研究を受うけ継つぎ、これを成なし遂とげる。研究者として、これ以上の栄えい誉よはないっ！」

　そうなれば後は、大量生産するだけだ。グリン王国騎士団は百倍筋力軍団と化し、犯罪者だろうが他国軍だろうが、はたまた魔界の連中が再さい来らいしようが、怖こわくも何ともなくなる。

『百倍……百人力……』

　さすがに想そう像ぞうがつかないセリオス。実現すれば凄すごい話だ、というのは解るが。

　マホガニーが、う～むぅと唸うなった。

「こうなると、今回は特に厳げん重じゆうに、赤ブリの奴やつを警けい戒かいせねばならんな」

　赤いゴキブリ、略りやくして赤ブリ。魔術と格かく闘とう術じゆつに長たけた、謎なぞの怪かい盗とう少女。マホガニーたちを毎度毎度焼やいたり蹴けったりでボロクソにしている、騎士団の宿しゆく敵てきである。ちなみに彼女の自称は『常勝者ソウエイル』。赤ブリ、と名付けたのはマホガニーだ。

　ホッブスは、ちょっと想像して身み震ぶるいした。

「確かに、あいつが筋力二十倍だの百倍だのなんてことになったら、シャレになりませんね。素すでも連れん敗ぱいしてる俺たちとしては」

「……まあ、そういうことだな」

　連敗、という言葉にマホガニーは、悔くやしそうに歯は嚙がみする。

「いいか二人とも。絶対に、絶っっ対に、ガントレットを奴に奪われてはならんぞ！」

「はい！」

　ぴしっ、と背せ筋すじを伸ばして返事をする二人。

　が、セリオスは知っている。今回ここには赤ブリ、ことソウェイルは来ない。

　この遺跡が発見され、発掘が始まったのは三日前。セリオスの姉、メティアは五日前から資し料りよう探さがしの旅に出ている。この洞窟のことは知らないはず。だから、来るはずはない。

　そう──騎士団の宿敵・ソウェイルの正体は、セリオスの姉、メティアなのである。

『今回は大丈夫ですから……いつもいつも本当にすみません、小隊長っ』

　心の中で、マホガニーに頭を下げるセリオスであった。いつものことだが。

「というわけで、じゃ。騎士団の戦力向上に間違いなく貢こう献けんすると理解できたところで、お前さんたちにやって貰もらうことがある」




　大空洞の奥には、更に奥へと続く通路がある。が、少し進むと行き止まりになっている。

　構こう造ぞうから考えると遺跡はまだ先があるはず。つまり、通路が埋うまってしまっているのだ。

　岩のように硬かたく詰つまった、土によって。

「……警けい備びの名目で、力仕事要員を騎士団から引っ張ってきたんだな、よーするに」

　ツルハシを振ふるいながらぶつぶつ言ってるホッブスを、隣にいるマホガニーがなだめる。

「こらこら。気持ちは解るが、我が慢まんしろ。あのガントレットは本物だっただろう？」

　発掘チーム一の力持ちである教授と、警備に来た騎士たち三人が、並んでトンネルを掘っている。遺跡の深しん部ぶに向かって。

　教授が手を休めず、一同に声をかけた。

「いい若い者が、この程てい度どで音ねを上げるでない。わしなど、こうしとると至し高こうの幸しあわせに包まれるぞ。どうじゃ、お前らも何か、背筋を走るモノを感じんか？　ん？」

　セリオスは困りつつ、答える。

「えっと……未熟者なので、感じません」

「つーか、未熟者のままでいいです」

　とホッブスが唇くちびるを尖とがらせて答えたその時。

　一同の耳に、悲鳴が飛び込んだ。

　背後から、つまり発掘現場の大空洞からだ。

「！　もしや、赤ブリかっ!?」

　慌あわてて走り出すマホガニー、続いてセリオス、ホッブス、エンデント。

　四人が通路を抜けて発掘現場に出てみると、研究員たちは全員、累るい々るいと横たわっていた。

　たった一人、左手にガントレットを嵌めて立っているトネイルを除いて。

「ト、トネイル！　これは一体!?」

「ああ教授、待ってましたよ。全員気絶はしてますが、軽傷です。ご心配なく。重傷を負う人は、これから出るんですよ。俺の手で」

「何っ？」

　トネイルは、薄うす笑わらいを浮うかべて言った。

「今まで、随ずい分ぶんと可愛かわいがってくれましたねえ。今日はたっぷりと、お礼れいさせて頂いただきますよ」

「き、貴様……」

　青ざめるエンデント。

　セリオスたちにも緊きん張ちようが走った。あのガントレットの力は既すでに証しよう明めい済ずみだ。あれで、今まで殴なぐられたお返しをするとなると……！

「フフ。こいつを手に入れた以上、あんたに殴られる日々ともオサラバです。あんたの大好きな発掘品で、地じ獄ごくを見せてあげますよ」

　トネイルは、左手のガントレットを突つき出して見せつけながら、叫さけんだ。

「人間を軽かろんじ発掘品を重おもんじてきた罪つみ、今こそ思い知るがいいっ！　うぉりゃああ！」

　トネイルは吼ほえながら、ガントレットを嵌めた左手の平に、優しく頰ほお擦ずりをした！

　そしてそのまま、指先にそっとキスを！

「……え？」

　緊張して身み構がまえたセリオスたちが、別の意味で固まってしまった。

　だがその隣ではエンデントが、

「や、やめてくれぇぇ！　その子はちゃんと左右とも発掘してから、ゆっくり可愛がってあげようと思っておったんじゃああぁぁ！」

　泣ないて喚わめいて叫さけんでいた。

　それを見て、トネイルは笑う。

「はっはっはっ！　その顔が見たかったんですよ教授。……で、言っとくがそこの三人」

　トネイルは、セリオスたちに目を向けた。

「これは、この教授への効こう果か的てきな復ふく讐しゆうとしてやっていることだからな。俺自身には、妙みようなシュミはない。そこんとこ、誤ご解かいするなよ」

　ちょっと赤くなっているトネイル。

　エンデントが、ぴくっとした。

「妙なシュミ、じゃと？」

「ああ。はっきり言うと変へん態たいだ。俺は普ふ通つうに発掘と研究をしたかった。なのに、あんたも他のメンバーも、意味不明なモノばかり掘って喜んでる。で、不満そうな態度を見せれば鉄てつ拳けん制せい裁さい。なあ、これが発掘か、研究か？」

　トネイルの目がセリオスたちに向けられて、

『う。確かに』

　つい同意してしまうセリオスたち。

　が、エンデントは怒いかりに身みを震ふるわせている。

「……貴き様さまは、魔術研究所の汚お点てんじゃ」

「あんたは人じん類るいの汚点だ」

「黙だまれいっ！　わしのこの手で、貴様をこの世から消してくれる！　燃えろおおぉぉ！」

　エンデントが、魔術の火の玉を放った。トネイル目め掛がけて、一いつ直ちよく線せんに飛んでいく。

　が、トネイルはその場を動かず、向かってくる火の玉を、左の拳で突き上げた。

　火の玉はあっさり弾はじかれ、天てん井じように向かって飛んでいき……命めい中ちゆう、爆ばく発はつ。

　天井にひびが入り、瓦が礫れきが少し降ふり注そそいだ。

「このガントレット、魔術にも強い耐性があるってこと忘れましたか教授？　今後は控ひかえて下さいね。生いき埋うめになりますんで」

　へらへらしているトネイル。

「さて、まともな復讐にかからせて貰もらいましょうか。この二十倍の力であんたを……おっと、邪じや魔まをするならお前らもぶちのめすぞ」

　トネイルが、セリオスたちに言った。

　ホッブスが、頭を搔かきつつセリオスを見る。

「……だとよ、セリオス」

　セリオスもホッブスを見返して言う。

「僕たち、一応準騎士なんだけどね」

　二人同時に頷うなずいて、

「二十倍の力だけで、勝てると思うなっ！」

　二人並んで、腰の模造剣を抜きながらトネイルに飛び掛かった。

　連日、盗とう賊ぞくや自称冒険者を打ち倒しているこの剣。ただバカ力を得ただけ、それも左手だけの学者などに、防ふせげるはずはない。

　が、トネイルは、

「フッ。いいだろう、相手してやる！」

　素す早ばやく数歩下がって、その場所にあった物を左手で持ち上げた。

　洞窟から切り出された、トネイル自身より遥はるかに大きな巨岩。それを片手で持ち上げて、

「矢やナイフなら、叩たたき落とせもするだろう。しかし、これはどうだあっ！」

　ホッブス目掛けて、思いっきり投げつけた。

　意い表ひようを突かれたホッブスは反はん応のうが遅おくれて、

「ぁぐっ！」

　正面からまともに受けてしまった。圧あつ倒とう的てきな重じゆう量りよう差さで、為なす術すべもなく弾き飛ばされる。

　セリオスがそれに気を取られた瞬間、トネイルはあっという間に間ま合あいを詰めていた。

　セリオスは慌てて剣を繰くり出だす、が、トネイルは左手で軽かる々がると弾き飛ばした。その二十倍の力は剣を飛ばしただけではなく、セリオスの手を強つよく痺しびれさせる。

　痛みと痺れで動きが止まり、ガードも空あいたセリオスに、トネイルの拳が襲おそい掛かかる！

『か、かわせない！』

　セリオスは咄とつ嗟さに額ひたいで拳を受けつつ、自ら後方に跳とんで衝しよう撃げきを和やわらげた。

　が、それでもやはり二十倍の力は尋常のものではなかった。セリオスは自分の脚あしで跳んだ力より遥はるかに強い勢いで、殴なぐり飛ばされる。

「……っ！」

　セリオスの脳のうが激はげしく揺ゆらされ、平へい衡こう感かん覚かくが失うしなわれる。自分が飛んでいるのも判わからない。

　意い識しきは辛かろうじてあるものの、体が……

「しっかりしろっ、セリオス！」

「……ぁ……」

　感覚が麻ま痺ひしていたので気付かなかったが、セリオスは抱だきとめられていた。

　太い腕、大きな手の、マホガニーに。

「しばらく、ここでじっとしてろ」

　マホガニーは、セリオスをそっと地面に横たえた。そしてトネイルを睨にらみつける。

　あっと言う間に二人を倒したトネイルは、自信たっぷり余よ裕ゆう綽しやく々しやく。マホガニーの後ろにいるエンデントへと視線を送って、言った。

「復讐の日の為にと、格かく闘とう術じゆつを齧かじってたんですよ俺は。もちろん、まともにやって騎士さんたちに勝てるほどではありませんがね」

　既に魔術を弾かれているエンデントは、動けなかった。力で勝てないのは解り切っているし、これではもう、手の出しようがない。

　そんなエンデントの悔くやしそうな顔を見て、トネイルは高らかに笑い出した。

「ふははははっ！　もはや魔術でも武術でも、誰だれも俺には勝てやしなぁい！」

「ほう。盗ぬすんだ道具に力を借かりて、強くなったつもりなのか。ならばこの俺が、」

　マホガニーが、静かに剣を抜いて、

「その身に、しかと教えてやろう……弛たゆまぬ訓くん練れんと実じつ戦せんとで培つちかった、本物の強さをな！」

　トネイルに向かって、突とつ進しんした。

「ふっ、来い！　今の俺は地ち上じよう最さい強きようだ！」

　トネイルは落おち着ついて、先程と同じように左手で岩を持ち上げ、投なげた。

　岩の軌き道どうが低ひくめだ。マホガニーがそれに合わせ、剣を下ろす。が、それよりまだ低い。

「はまったぁ！」

　トネイルの声と同時に、岩はマホガニーの足下に激げき突とつして砕くだけ散ちった。そのあまりの衝しよう撃げき力りよくに、破は片へんが噴ふん水すいのように舞まい上あがる。

　マホガニーは一いつ瞬しゆん、視し界かいを塞ふさがれた。その一瞬にトネイルは突つっ込こんでくる。

　ガントレットの左手が、拳ではなく広げられた状態で伸びてきた。狙ねらいは頭部ではなく、頸けい部ぶ。マホガニーのノドを握にぎり潰つぶす気だ。

　下げきった剣を上げていては、間に合わない。マホガニーは剣を手放し、両手でガントレットを受け止めた。

「しょ、小隊長っ！」

　ガントレットの力を知っているセリオスが、青ざめて叫んだ。

　ガントレットの力に自信満々のトネイルは、笑みを浮かべる。

「ふん。何が本物の強さ、だって？　結局こうやって、真正面から捻ひねり潰つぶされ……え？」

　トネイルの顔から、急に笑みが抜けていく。

「あ、あれ？　な、なななな何だ!?」

「誰が……バカだと？」

　マホガニーは息を詰つめて、押している。

　二十人力の、二十倍筋力のガントレットを相手に、少しずつだが押おし勝っている。

「う、噓うそだ!?　こ、こんな、こんな！」

　トネイルは必死に、眼前の現実を否定した。

　人間離れした怪かい力りきを授さずけてくれるガントレットを、今身につけている。なのに、生身の人間相手に、押し負けている。

「あ、あり得んっ！……く、くそぉっ！」

　トネイルは右手で、マホガニーの顔面に殴なぐりかかった。

　が、マホガニーは鋭するどく額を突き出して、トネイルの拳に頭突きを喰くらわせる。

「ぅぎああぁぁっ！」

　あっけなく、トネイルの拳は砕くだけた。

「気が済んだか。そろそろ終わりにするぞ」

　マホガニーが、右手を離す。これで左手対左手、一対一だ。但ただしトネイルの方には、筋力二十倍のガントレット付き。

　それでやっと、互ご角かくの押し合いになる。

　その様子を、ホッブスは驚きよう愕がくの目で、セリオスは感かん動どうの目で、倒れたまま見つめていた。

「い、いくら何でもウソだろ、おい？」

「凄すごい……小隊長、凄い凄いっ！」

　そしてトネイルは、悔くやし涙なみだを浮かべていた。

「くそくそくそっ！　バケモノかこいつ!?」

　トネイル言うところのバケモノは、右拳をぐぐ～っと、思いっきり後ろに引いて、

「殺す訳にはいかんから、頭ず蓋がいを砕いたりはせん。が、その範はん囲い内ないで強めに殴るぞ」

「…………！」

　トネイルの顔面に、強きよう烈れつ無む比ひな拳の一いち撃げき。

　その一撃でトネイルは一直線にぶっ飛ばされ、壁かべに叩たたきつけられ、そして地面に落ちた。

「やったぁぁ！　さすが小隊長っ！」

　身を起こしながら、歓かん声せいを上げるセリオス。が、マホガニーはまだ、構かまえを解かない。

「小隊長？……あっ」

　トネイルは壁にもたれながら、よろよろと立ち上がった。マホガニーが、声をかける。

「俺が保ほ証しようする、重じゆう傷しようだ。もう動くな」

「黙だまれ黙れっ！　こ、こ、こうなったら！」

　トネイルはクルリと振り向き、壁に向かってガントレットの左拳を振り上げた。

「この洞窟を叩たたいて崩くずして、全員生き埋めにしてくれる！　うおおおおぉぉぉぉっ！」




　ばごおおおおぉぉぉぉん！




　トネイルの正面の壁が、突とつ如じよ爆ばく発はつした。

　マホガニーの拳で吹っ飛ばされたトネイルが、今度は壁の爆発に突き飛ばされて、帰ってきた。測ったようにマホガニーの足下へと、

「がふっ！」

　落下。今度こそ、完全に気絶したようだ。

　それを素す早ばやく確認したマホガニー、そしてセリオスたちは、謎の爆発を起こした壁の方に注目した。爆ばく煙えんと土つち煙けむりの中に、目めを凝こらす。

　壁に空いた穴の向こうに、広い空間が見える。どうやら向こうにもここと同じような空洞があり、そこから壁を破やぶったらしい。

　煙の中には他に、白い羽根も見えた。薄暗いこの場所でも目に鮮あざやかな、濃こい赤……緋ひ色いろの帽子に付けられている、白い羽根飾りだ。

「悲鳴が聞こえたような……気のせいかな」

　穴を越こえてこちら側にやってきたのは、帽子を被かぶった少女。緋色の仮面とワンピース、そして緋色のマントに身を包んだ少女だ。

「なっ……」

　その姿は、この場の騎士たちは全員、嫌になるほど見知っている。自称『常勝者ソウエイル』、赤いゴキブリ略りやくして赤ブリだ。

　そしてセリオスだけが知っている、その正体は姉のメティア。

「な、な、なななななんでっ!?」

　ずざざざさっ！　と後ずさるセリオス。

　対してメティアは、あっけらかん。

「あら皆みな様さま。奇き遇ぐうですね」

　メティアは、きょろきょろ辺りを見回すと、

「ここに、筋力を二十倍化するガントレットがあると聞いたんですが……既に発掘を始めて下さっているのでしたら、もう結けつ構こうです」

「け、結構です、って？」

　恐る恐る、セリオスが訊たずねる。

「今日は大人しく帰りますから。ご安心を」

「えっ。本当に、何もしないで帰る？」

「ええ」

　メティアは微笑ほほえみを浮かべつつ、回れ右。

「後日、発掘作業が全て終わった後で、改めて頂ちよう戴だいしに参りますから♪」

　セリオスは涙なみだを浮かべつつ、叫ぶ。

「参らなくていいっ！」

「そうだ！　参る必要はないぞ赤ブリっ！」

　マホガニーの叫び声と共に、メティアの頭上を大きな岩が飛び越えた。

　岩は勢いよく天井に激突し、天井もろとも砕け、崩れる。あっと言う間に、メティアがやってきた穴は塞ふさがれてしまった。

「あ。これって、もしかして」

　メティアが、振り向く。

　そこには、左手にガントレットを嵌はめたマホガニーがいた。宿敵の登場により闘とう志し満まん々まん、疲ひ労ろうなんて消え失うせました♪　という顔で。

「……もう発掘されてたんですね」

「ああ。これが欲しければ、今、俺から奪ってみるがいい。できるものならなっ！」

　マホガニーが、メティアに向かって走った。

　その左手には、筋力二十倍化ガントレットがある。使い手がマホガニーとなると、当然その威い力りよくはトネイルの比ひではない。

　迎むかえ撃うつメティアは、右手を振り上げた。その手に魔力が集中して炎に変わる。

「燃えろおおおおぉぉっ！」

「甘いわああああぁぁっ！」

　メティアが放った魔術の火の玉を、マホガニーは豪ごう快かいに打うち払はらった。先程エンデントが放ったものより遥はるかに強力な術が、トネイルより遥かに強い力で弾かれたのだ。

　火の玉は壁に激突して、




　どぐおおおおぉぉぉぉん！




　凄まじい音を響かせて爆発した。

　すかさず再度、マホガニーは突進する。メティアはメティアで、身をかわしながら術を連れん発ぱつする。魔術の炎が弾かれ、打ち上げられ、薙なぎ払はらわれ。壁で、床で、天井で、爆発する。

　熱と光と風と音、そして大だい地じ震しんのような振しん動どうが荒れ狂った。超ちよう人じん二人の繰り広げる壮そう絶ぜつな攻こう防ぼうの中、セリオスたち三人は、

「ふ、二人ともちょっと、危ないっ」

「ムダだ。聞こえてねーぞ、あの二人」

「う～む。あれほどの術を受けて傷一つつかんとは。さすがじゃの、あのガントレット」

　逃げることもできず、仕方なく身を伏ふせているしかない状態。

　そうこうしている間に、既に壁にも天井にもヒビが走り、土ど砂しやがパラパラと降って来た。このままではトネイルが狙っていた通り、洞窟が崩れて生き埋めになってしまいそうだ。

　が、二人はそんなことは気にせず、豪快に戦っている。そして……少しずつだが、マホガニーの方が押してきた。

『うっ。こ、このままじゃ……』

　セリオスの額に、汗が一ひと筋すじ流れる。

　このままメティアの攻撃のペースが落ちて、マホガニーに踏ふみ込こまれたら最後だ。魔術は弾かれるし、力で対抗するのは不可能だし。

　しかも今は、ホッブスもエンデントもいる。この状況でメティアに手助けはできない。

『ど、どうしよう……どうしようっ』

　セリオスが頭を抱かかえていると、

「うおりゃああああぁぁっ！」

　大きく踏み込んだマホガニーの蹴けりが、メティアのマントを掠かすめた。

　風圧に引かれ、メティアの体勢が少し崩くずれる。すぐに立て直そうとしたが、その時その足下に、狙ったように土ど砂しやの塊が落ちてきた。

「っ！」

　踏んで、滑すべって、転てん倒とう。ものの見事に、メティアは尻しりもちをついてしまった。そこに、

「これで最後だああああぁぁっ！」

　マホガニーが、地面という壁を背負ったメティアに、ガントレットの拳を振り下ろす。

『ね、姉さんっっ！』

　セリオスが、声にならない悲鳴を上げた、その時。メティアは、素早くマントの裏地のポケットに右手を入れて、突き出した。

　マホガニーの左拳に、自分の右拳を──




　ガキイイィィン！




　一いつ瞬しゆんの閃せん光こうと、鋭するどい金きん属ぞく音おん。二十倍筋力のマホガニーの左拳が、弾かれた。

　メティアの、右拳によって。

「な……何っ!?」

　押されて、体勢を崩すマホガニー。

　その間に、メティアは立ち上がった。その右手には、ガントレットが嵌められている。マホガニーのものと同じデザインの、細かい金属板が連なっているガントレットだ。

　右手、ということはあのガントレットの片割れだろうか。ということは二十倍筋力だ。

　が、二十倍なのはマホガニーも同じ。ならば、メティアの拳に弾かれるはずなどない。

　マホガニーが混こん乱らんしていると、エンデントが立ち上がり、メティアに訊たずねた。

「お、おい。まさか百倍筋力……なのか？」

　こくん、とメティアは頷く。

「そうです。さっき一瞬光ったでしょう？　使用者自身が魔力を加えることで、ガントレットの筋力強化機能を瞬しゆん間かん的てきに向上させるよう、改良したんです」

「な、なぜお前が」

「以前、よその遺い跡せきで発掘しましてね。このガントレットは、長い間奪い合われてきましたから、左右バラバラになってたんですよ。ご存じなかったようですけど」

　むっ、とエンデントが前に出て反はん論ろんする。

「こら待てい！　お前がいつ発掘したか知らんが、そのガントレットの改良には最低二十年かかるはずじゃぞ！……あ、もしやお前、そんなナリしとるが実は、」

　今度はメティアが、むっとして答えた。

「わたしはまだ二十歳はたち前です！　こんな改造、わたしにかかれば二か月ぐらいで軽く……」

　と力りき説せつしているところに突然マホガニーが、

「百倍でも何でも、砕くだけば同じことだっ！」

　二十倍ガントレットの拳を繰くり出した。

　が、メティアも右のガントレットで応おうじ、

「百と二十の差、教えて差し上げます！」

　二人の拳が、激しく激しよう突とつ！　すると双そう方ほうのガントレットが威い勢せい良よく、砕け散った。

「きゃうっ!?」

「うおっ！」

　ガントレットを構こう成せいしていた鱗のような金属板が、見事にバラバラになってしまった。

「そ、そんなっ？　二か月の苦労が……」

　どうやら、マホガニーの二十倍の力とメティアの百倍の力が、丁ちよう度ど互ご角かくだったらしい。珍めずらしく、メティアが呆ぼう然ぜんとしている。

　その隙すきを、マホガニーは逃のがさない。

「貰もらったぁ！　今度こそお前の負けだっ！」

　地面の土を蹴け立たて、ガントレットの破は片へんを蹴散らし、猛もう然ぜんとメティアに襲おそい掛かかった。

　普ふ段だんの、魔術で戦う間合いではない。拳が触れ合う、至し近きん距きよ離りからのマホガニーの突撃だ。純じゆん粋すいな格かく闘とうではメティアに勝ち目はないし、術じゆつの準じゆん備びをするような暇ひまはない。

『だ、だめだっ！』

　セリオスでは距離があって間に合わない。誰か、誰でもいい誰か、助けて……とセリオスが祈いのった、その時！

「くぉのバカモンがぁ！」

　マホガニーの頭に、ごちぃぃん！　と一撃。

　エンデントである。

「貴重な発掘品を粉々にした上、足あし蹴げにするとは何事かっ！　これ以上壊こわれて、もし復ふく元げんできなくなったらどう責任を取る気じゃ！」

「し、しかし教授っ」

「えぇい黙れ黙れっ！　自分であれだけ使っておいて、その態度は何じゃっ！」

「その話は後で……あっ！」

　メティアの姿は、もう消えていた。

　ガントレットの破片だけを残して。

「ぅ、ぐぐぐぐ……ま、またしてもっっ」

　千せん載ざい一いち遇ぐうの好機を逃してしまい、悔くやしがるマホガニー。

　セリオスが、密ひそかにほっとしながら、声をかけた。

「あの、今回は何も盗まれず、むしろ奪ったわけですから。小隊長の勝ちですよ」

　ホッブスも、

「あれを使えばかなり有利に戦えるって解りましたし、復元すれば左さ右ゆう揃そろいますし」

「……そうだな。次こそは、左右揃えたガントレットで奴やつを必ず、」

「こらお前らっ！　ごちゃごちゃ言っとらんで、破片を拾ひろい集めるのを手伝わんかっ！」




　翌よく日じつ。

　スゴい形ぎよう相そうのマホガニーが、ふらふらと街の巡じゆん回かいをしている。これぐらいで寝込むわけにはいかん、と必死に歯を食くい縛しばっている。

　だがやはり限界が来て、倒れ……かけたところを、ホッブスが駆かけ寄よって支えた。

「ムチャなパワーを引き出したせいで全身筋きん肉にく痛つう、ですか。こんなもん大量生産された日にゃ、騎士団は壊かい滅めつしますよ」

「根こん性じようで耐えれば……と言いたいが、確かにこれは、ちょっとキツい……ぅぐっ！」

「やれやれ。結局あの教授の発掘品は、こうなるってことか」

　脂あぶら汗あせ塗まみれのマホガニーを、よいしょ、よいしょとホッブスが支えて歩く。

「こんな時に赤ブリが出たら……って、あいつも同じ目に遭あってる訳か。今頃どこかで、寝込んで唸うなってるんだろーな、あいつ」

　空を見上げて、呟くホッブスであった。




　その頃セリオスは、メティアの看かん病びようの為に仕事を休んでいた。

「二十年かかるはずの改良を、たった二か月で成なし遂とげて。でもそれをバラバラにしてしまった挙あげ句く、寝込んで唸ってる。……一体、何やってるの姉さん？」

「い、言わないで。あ～、腕が痛い胸が痛い腹筋が痛い背筋が痛いふくらはぎが痛いぃ」

　寝込んで唸ってる、赤ブリこと怪盗ソウェイル様であった。




　で、あの発掘現場はというと。

　マホガニーとメティアの戦いでかなり岩盤が傷いたんでいたらしく、二日後に突然崩ほう落らく。研究員たちはどうにか這はい出たものの、ガントレットも含めて発掘物は全て、深い地の底に沈しずんでしまった。




　結局──勝利者なき戦い、であった。
















第四話　炎ほのおのダイエットと姉上さま










　魔ま界かいの軍ぐん勢ぜいとの、壮そう絶ぜつな戦争が終わって五年。都市の復ふつ興こうは進みつつあるものの、やはり戦せん乱らんの傷きず跡あとはあちこちに深く残っている。壊れた建物、潰つぶれた田畑、そして乱れた治ち安あん。

　ここグリン王国の首都、グリンシティも例外ではない。世界的に見ればかなり平和だが、やはり都市の内外で犯罪は絶えない。

　それに立ち向かうのが、正せい義ぎと秩ちつ序じよを護まもる為ために戦う者たち。王おう国こく騎き士し団だんである。




　グリンシティからほど近い山さん中ちゆう。ここに、大だい規き模ぼな隊商キヤラバンを専門に襲おそう、百人からの盗とう賊ぞく団だんがあった。騎士団の情報を密ひそかに入手して巧たくみに逃げ回る、政治性も持ち合わせた強力な奴やつらである。

　が。そんな彼らに、突然滅めつ亡ぼうの日が訪おとずれた。

「よーし、終わった。ケガはないか？」

　騎士団内務部隊第三小隊隊長、マホガニー＝チェアスが部下たちに言った。その巨きよ軀くは厚い筋肉に覆おおわれ、顔には大きな傷が走っている。思いっきり盗賊団のボスっぽいが、身に纏まとっているのは紛まぎれもなく騎士団制せい式しき鎧よろいだ。

　昼なお暗い山中に呻うめき転ころがる、盗賊たち。その数は総勢百十六人。対してマホガニーの部下は、僅わずかに騎士見習い〈準じゆん騎き士し〉が二人。

　旅人からの情報でこのアジトを知ったマホガニーが、逃げられる前にと慌あわてて駆かけつけたのだ。なにしろ急いでいたので、たまたま側そばにいた準騎士を二人、連れてきただけ。

　その二人は汗まみれで息を切らし、準騎士の制式装備である模も造ぞう剣けんを杖つえ代がわりにして何とか立っている。二人とも歳としはマホガニーの半分以下、十五歳ぐらい。その身の軽装鎧は傷だらけだが、体には大したケガはない。が、

「ケ……ケガはないか？　じゃないでしょ、小隊長っ。……し、し、死ぬかと思った～」

　長い金髪を一つに括くくった準騎士、ホッブス＝グロウサが満面に疲ひ労ろう困こん憊ぱいを浮かべて言う。

「今日は……俺おれもセリオスも、街の巡回だけの、はず……だったのに、いきなり引っ張って、来られたかと……思ったら、こんな」

「こ、これも修しゆ行ぎようだよ、ホッブス」

　黒髪黒目のセリオス＝クルーロルが、同じく汗だく疲労困憊な顔でホッブスに言った。

「街を、そして国を護る騎士として、僕らは、いついかなる、突とつ発ぱつ的てきな事態にも、」

「はいはい、解わかった解ったっ。もういい」

　ひらひらと手を振るホッブス。

　そんな二人を、マホガニーは満足そうに見ている。

「二人とも元気そうで何よりだ。お前たちを信しん頼らいしているからこそ、連れて来たんだぞ」

「は、はい。光栄ですっ」

「……ったく。成績優秀でいるのも考えもんだぜ」

　ムリに背筋を伸ばすセリオスと、ますますダレるホッブス。

　マホガニーは、とりあえず頭とう目もくを縛しばった縄を摑つかんで、城の方を見た。

「じきに本隊が来る。こいつらは当分寝てるだろうから、お前たちも休んでいいぞ」

　と言われるなり、セリオスもホッブスもへたり込んだ。弓矢や投とう石せきや戦せん斧ぷや長剣をかいくぐり、二人合わせて五十人ほどぶっ倒したのだ。さすがに、もう限界である。街でゴロツキを叩たたきのめすのとは訳が違う。

　背中合わせに座って、ぜ～は～ぜ～は～。

「まあ……これでまた、おねーさんに俺の活かつ躍やく話ばなしができるってもんだな。後は、」

「後は？」

　ふう～、と息を吐くホッブス。

「奴の逮たい捕ほってのが加われば完かん璧ぺきなんだが」

「……奴って」

「決まってるだろ。赤いゴキブリ略して赤ブリ。自称『常勝者ソウエイル』の、あいつだよ」

　赤ブリ＝常勝者ソウエイル。最近になってグリンシティに現れた怪盗で、赤い衣い装しように身を包み夜空を駆かける謎なぞの少女。……というと華か麗れいっぽいが、実際は毎回毎回騎士団をズタボロにしている、魔ま術じゆつと格闘術に秀ひいでた猛も者さである。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつでどこにでも現れ、周囲に甚じん大だいな被害をふりまく。まるでゴキブリのような奴だ、とマホガニーが付けた名が赤いゴキブリ略して赤ブリ。本人は『常勝者ソウエイル』と名乗っているが、マホガニーは絶対にそうは呼ばない。

「そういえば、最近見ないな。赤ブリの奴」

　マホガニーが、話に加わった。

「何か、壮そう大だいな悪わる巧だくみでもしてなければいいんだが。出てきてくれないと、こっちとしては手の打ちようがないからな」

「そーですね。なにしろ正体不明の怪盗少女……って、最近はこのフレーズで徐じよ々じよにファンが増えてるとか何とか」

「それは聞いてる。けしからん話だな」

　むっ、とするマホガニー。

「国家の治ち安あんを乱す存在に憧あこがれるなど、言ごん語ご道どう断だんだ。これ以上人々の心を乱されぬよう、我々は早そう急きゆうに奴を逮捕せねばならん」

　強く言い切るマホガニーの姿は、正義の心に燃える騎士そのものだ。

　そんなマホガニーに、心から憧れているのがセリオス。……なのだが、

『ご、ごめんなさい小隊長っっ』

　今はマホガニーの姿をまともに見ることができず、顔を伏せて心の中で、謝あやまっていた。




　日が沈んで、夜。セリオスはグリンシティの自宅に帰ってきた。

　二階建ての、こぢんまりとした家。セリオスはここから騎士養成学校に通っている一年生だ。ホッブス共々成績優秀なので準騎士の資し格かくを取しゆ得とく、騎士団の任務に携たずさわっている。

「ただいまぁ」

　セリオスは、まず二階の自室に行って装そう備びを外し、平へい服ふくに着替えた。それから一階の台だい所どころに降り、夕食の仕し度たくにかかる。

　家か事じ一般は幼い頃ころからよくやっているので、手て馴なれたものだ。さほどかからずに野や菜さい炒いためやハンバーグなどが出来上がり、皿に盛り付けていく。

　セリオスはそれらを食堂に運びながら、

「姉さぁぁん。晩ごはんできたよ」

　二階に呼びかけた。すると、

「……お帰り、セリオス」

　まん丸まる眼鏡めがねと緩ゆるい三つ編み、そして白いワンピースの少女が降りてきた。ちょっと疲れた顔をしていて、髪も数本ほつれている。

　セリオスの姉、メティアである。セリオスは両親を戦争で亡なくしたので、今はこのメティアと二人暮らしだ。

　メティアは世界一の名門魔術学院を飛び級首席卒業した才さい媛えんで、今は家で翻ほん訳やく家かをしている。いつもは、ずっと家にいて時間の自由が利きくメティアが家か事じをしているのだが、たまにメティアが忙いそがしい時はセリオスが代わる。

　なにしろ『国一番の高学歴少女』と噂うわさに高いメティアのこと、時々山のように仕事が舞い込むことがある。今が正にそれで、メティアはかれこれ一週間、部へ屋やに籠こもりっきりで仕事仕事の毎日なのだ。

「ごめんね。セリオスだって疲れてるのに、またごはんの用意させちゃって」

「ううん、いいよそんなの。さ、座って」

　席について、「いただきます」をして食べ始める二人。

　疲れた様子のメティアを見て、セリオスは密ひそかに思う。

『一いち応おう……悪わる巧だくみはしてません、小隊長』

　このまま、次から次に絶え間なく、翻訳の仕事が来てくれれば。家事なんかいくらでも引き受けるから、いつまでもこのままで……

「明日は、わたしが朝ごはん作るからね」

　ぴた、とセリオスの手が止まった。

「さっき、やっと片付いたのよ、仕事。あ～ほんと、肩が凝こったわ」

「片付いた……ってことは、もしかして」

　聞くまでもないことだが、聞いてしまう。

　聞かれたメティアは、疲れをどこかに吹っ飛ばしたかのような笑え顔がおで言った。

「そうね、早さつ速そく今こん夜やあたり。マホガニーのオジサマも寂さびしがってるかな～、なんて♪」

　メティアのにこにこ顔を見て、セリオスは落ち込む。……この一週間、短い平和だった。これでまた、謎の怪盗少女によって騎士団のメンツがゲシゲシと踏ふみ潰つぶされることになる。

　そう。怪盗ソウェイル（赤ブリ）とは、セリオスの姉、メティアその人なのである。

「ん、ごちそうさま。明日はわたしがやるから、今日のところは後片付け、お願いね」

　そんなことはどうでもいいんだよっ、とセリオスが言いかけたときにはもう、メティアはご機き嫌げんで二階に上がっていった。手早く着き替がえて、ご出しゆつ陣じん～♪　なのだろう。

　ここで追いかけて説得しても、軽く言いくるめられる。といって、実じつ力りよく行こう使しで止められる相手でもない。なにせあの怪盗少女は、マホガニーにすら何度か勝っているのだ。

「……はあっ……」

　仕方なく、セリオスは食しよつ器きを片付け始めた。

　今は亡き父さん母さんのように、この国を護れる人間になろう、と誓ちかい合ったはずなのに。今や、国中にその名を轟とどろかせる犯はん罪ざい者しやだ。

　誰が何を言ってもやっても、止められないメティア。一体どうすれば……

「きぃああああぁぁぁぁっ！」

　突然、二階からメティアの悲ひ鳴めいが聞こえた。

「ね、姉さん？」

　セリオスは慌あわてて、包ほう丁ちようを握にぎったまま台所を飛び出した。

　階段を駆け上り、メティアの部へ屋やへと突っ走る。部屋のドアにはいつも鍵かぎがかかっているが、小こ柄がらでも華きや奢しやでも準騎士のセリオスには通じない。ばぁん！　と軽く蹴け破やぶって、

「どうしたの、姉さんっ!?」

　包丁を構かまえながら、部屋に突とつ入にゆうする。

　そこにいたのは着替え中のメティアだった。眼鏡は外して机の上に、髪は解いてふんわり広がり、白いワンピースは脱いで緋ひ色いろのワンピース……を着かけているところ。

　背せ中なかをしめれば着終わる、というところでメティアは固まっている。

「こ……んな……ことが……」

「姉さん？」

「……ぅくっ……あ……夢じゃ、ない……」

　背中をしめようとして、やめて、手を震わせて。目が虚うつろ。言葉が変。どうしたのか？

「わたしの、肉が……？　肉が……そんな」

「にく？　ちょっと姉さん、姉さんってば」

　セリオスが、メティアの目の前まで行って、その剝むき出だしの肩を摑つかんで揺ゆさぶった。

　すると、

「……あ、セリオ……ス!?」

　しゅばっ！　とメティアは後ずさった。

「み、み、見たの？」

「え。あ、その、ごめん。着替え中の部屋に飛び込んだのは悪かったよ。でも悲鳴が」

「……それだけなのね？　あなた、この事じ態たいを何も理解してないわね？」

　メティアの様子が、変だ。それもかなり。

「事態って何？　どうしちゃったの姉さん」

　一歩、前に出たセリオスを、メティアは強く押し返した。

「な、何でもないのっ。何でもないから、とにかく出ていってっ」

「いや、でも……」

「早くっ！」

　結局セリオスは、押し出され閉め出された。

「？　何なんだろ」

　ただ首を傾かしげるセリオスであった。

　──結局この夜、セリオスが覚かく悟ごしていた怪盗ソウェイルの出陣はなかった。




　翌朝。メティアが心配なセリオスは早く目が覚めたので、とりあえず朝食の用意をした。

「……おはよう、セリオス」

　いつもより少し遅れて、メティアが降りて来た。なんだか、打ちひしがれた様子で。

　青い顔をして席に着いたメティアは、どうも食しよく欲よくがなさそう。テーブルの上に並ぶ料理を、怖がっているような。

　そんなメティアを見て、セリオスは考えた。

『う～ん……昨日のあれは、着替え中だった。着替え中に起こり得る事態、といえば？』

「ごめんなさい、セリオス。わたし、今日は朝ごはんいらないわ」

『食べない？　これは……あ、もしかして』

　一口も食べずに、席を立つメティア。その後ろ姿、そしてその腰こし回まわりを見て、セリオスは確かく信しんを持った。

　騎士養成学校、準騎士の仕事、自じ己こ鍛たん錬れん、家事。それらに忙しくて女の子と付き合ったりなんかしたことのないセリオスだが、女性に関する知識がゼロというわけではない。

　メティアほどの自信家が、あんなに悲鳴を上げてあれほど取り乱す事態とは何か。そしてそれが着替え中のことで、翌日食事を抜くとなれば。

　導みちびき出される答えは、一つだ。

「……姉さん。もしかしてソウェイルの衣い装しよう、きつくなってて着れなかったとか？」

　ぴし！　とメティアの体が硬こう直ちよくした。

「な、なななな何のことかしら、セリオス」

「女の人は、そういうのを凄すごく気にするって時々聞くんだけど、」

「だ、だから、何のことよっ」

「僕が見たところ、姉さんは……」

「い、衣装が着れないなんてことないのっ」

「別に、太ってないよ」

「──っ！」

　セリオスの、何気ない口調の中に含まれた「太って」という文字列を聞いて。

　メティアの頭の中で、何かが弾はじけた。

　ちゅどおおおおぉぉぉぉん！　と、豪ごう快かいに。

「ふ、ふ、太ってなんかないのっ！　そんな、そんなこと、わたしに限ってっ」

　メティアは、ずかずかと大おお股またで食堂を出て行った。そのまま階段を上がり、ばたんっ！　とドアを閉めて自室に閉とじ籠こもってしまう。

　二人分の朝食と共に一人残されたセリオスは、う～むっと考え込む。

「太ってない、って言ったのに。姉さん、どうしてあんなに怒ったのかな」

　それはともかく。突つき抜ぬけた自信家ではあるが、決して慢まん心しんに浸ひたらないのがメティアだ。誰にどんなに褒ほめ称たたえられようと、常に魔術の研究を怠おこたらないという（その資金源が問題なのだが）、熱心な姿勢からもそれは明らか。

　多分、これからダイエットに精せいを出すのだろう。そして並々ならぬ努力を重ね、遠とおからず自みずからの望む体たい型けいを手に入れるに違いない。

　そうすれば、またあの衣装を着ることに。
















「……あっ！　そうか！」

　セリオスは気づいた。メティアはダイエットを成功させない限り、あの衣装で人前には出ない＝ソウェイルにならない。すなわち、怪盗をしないということだ。

　メティアの性格上、（女性一般もそうらしいと噂うわさに聞くが）服の方のサイズを変えたりはしないだろう。それは「敗はい北ぼく」だからだ。

「姉さんを止められる。もしかしたらこれを機に改心して、昔の姉さんに戻ってくれるかもしれないっ！」

　思わず興こう奮ふんして、セリオスは立ち上がった。

　メティアがダイエットに失敗すれば、いや、いっそのことどんどん太ってしまえば！

「そう、姉さんがどんどん太っ……」

　想像して──へた、と座り込むセリオス。

　微び妙みような微妙な、弟心であった。




　メティアのダイエット作戦が始まった。

　とにもかくにも食事を減らして、運動しまくる。それが基本。と言うよりそれしかない。

　立ちはだかる敵なら、ドラゴンでも悪あく霊りようでも騎士でも冒険者でも何でも来いのメティアだが、これは自分が敵なのだ。

『そう、自分との戦い……』

　全身汗だくのメティアが、心の中で呟つぶやいた。

　夜のグリンシティ。タンクトップ姿のメティアが、街を走っている。表通りなら騎士団が頻ひん繁ぱんに巡回しているので、メティアのような女の子が夜一人で出歩いても心配はない。

　実際にメティアが走り始めて驚いたのは、案外こうして走っている人が多いということ。

『みんな、努力してるのよね。わたしは今まで、太りにくいっていう体たい質しつに甘えてたんだわ。これからは……あっ？』

　風に乗って、なにやらおいしそうな匂においが漂ただよってきていると思ったら。

　前方に、焼き鳥屋の屋や台たいがあった。

「あ、あ、ああああ」

　朝も昼も夜も、ず～っとロクに食べていないメティア。そこに焼き鳥の匂い。

　タレのかかった鶏とり肉にくが、炭火でこんがりと焼かれて、コゲめがついて。肉と一緒にタレもコゲて、タレのコゲる匂いがまた何とも。実はメティア、焼き鳥って結構好きなのだ。

　いや、好きでなくても、今は食事制限による空くう腹ふく感かんとジョギングによる疲労感とに包まれている。空腹は最良のソース、運動の後の食事はおいしい。

「う……くくっ」

　屋台のそばで、メティアの足が止まった。思わず、ポケットに手がいく。

　が、ジョギング中だ。財さい布ふは持っていない。

　これでは食べられない。

「あっ……あ、あはは。そりゃあそうよね」

　メティアが、残念と安あん堵どの混じった弱々しい笑いを浮かべていると、

「おお、メティアちゃんじゃないか」

　焼き鳥屋のおやっさんが暖簾のれんから顔を出した。昼間も営業しているので、近所付き合いのいいメティアとは顔見知りなのだ。

「どうだい、焼き鳥。いやいや、金なんかいらねえよ」

「え？」

「いつも弟さんの面めん倒どうみてる優やさしいお姉ちゃんに、おじさんからのご褒ほう美びってことで」

「そ、そ、そんなっ!?」

　おいしそうな匂い。焼き鳥の匂い。おいしそうな焼き鳥の……で、結局。

「──あ、明日あすからはっ」

　口の周りにタレを付けたメティアが、屋台から走り去っていった。




　次の日の夜、メティアはジョギングコースを変えてみた。……なのに、

「ど、どうしてなのっ？」

　またしても屋台。今度はラーメン屋だ。

　ラーメン。種類はいろいろあるが、メティアはとんこつ味が好きだ。豚ガラから取った白く濃のう厚こうなダシのスープに、コシのある麵めん。

　麵は細過ぎてはいけない。濃いめのスープがよく絡からむ、太めのがいい。やはり太いのが、

「──はっ！」

　その言葉で、理性を取り戻したメティア。

　気がつけばいつの間にか、屋台の目の前まで吸い寄せられている。

「ふ、ふっ。どうせわたしはお金持ってないんだから、どんなに誘ゆう惑わくされても」

「おお、メティアちゃん」

　ラーメン屋のおやっさんが、暖簾から顔を出した。昼間も営業しているので、近所付き合いのいいメティアとは顔見知りなのだ。

「頑がん張ばってるねえ。どうだい、ラーメン一杯。いやいや、金なんかいらねえよ」

「え？」

「いつも弟さんの面倒みてる優しいお姉ちゃんに、おじさんからのご褒美ってことで」

「な、何で？　どうして？」

「？　単におじさんの好意だよ。ほら」

　おいしそうな匂におい。とんこつラーメンの匂い。おいしそうなとんこつの……で、結局。

「──明日！　明日こそは絶対っ！」

　口の周りをとんこつスープで湿しめらせたメティアが、屋台から走り去っていった。




　また次の日の夜。またコースを変えて、メティアは走る。

『日頃の行いが良過ぎるのも考えものだわ』

　まさかの無料サービス二連発。誘惑に負けたのは自分だが、ちょっと不ふ自し然ぜんな話だ。

「……ちょっと？　ちょっと不自然、で済む話かしらこれって」

　と、その時。

　疑惑も疑念も吹き飛ばす、心こころ躍おどる匂いが！

「っっ！」

　もはや息を吞のむだけ、声など出ない。

　今度は焼き鳥屋とラーメン屋、そして焼き芋いも屋やとが三軒、並んでいる。

　焼き芋……熱くて甘くてほくほくの、焼き芋。古こ来らいより、特に女性に人気が高いおやつ。

「おっ、メティアちゃん」

　焼き芋屋のおやっさんが、足を止めたメティアに声をかけた。

「どうだい、焼き芋。家事と仕事にご苦労さん、の意味を込めて、タダにしとくよ」

　串くしに刺された焼き芋が、差し出された。

「待った、焼き芋屋さん。屋台といえば焼き鳥が王道だぜ。というわけで、どうだい？」

　こちらの串は、タレがたらりと滴したたってる。

「王道を言うなら、夜食の王道はラーメンに決まってる。てことで、メティアちゃん」

　丼どんぶりから溢あふれんばかりの、とんこつスープ。

「…………」

　メティアの意識が、ぼやけてきた。

　食事制限を始めて、もう何日経たったのか。毎夜のジョギングだって、かなり辛つらい。

　体力の低下は、思考力の低下に直結する。所しよ詮せん、脳も筋肉と同じ、肉体の一部なのだ。

　慢性の空腹と疲労。そんな時、目の前に並べられた、好こう物ぶつの数々。

　魔術学院のエリートだって、騎士団を手玉に取る怪盗だって、人間なのである……




「ご苦労さまでした」

　メティアが去った後。軒を連ねる三軒の屋台に、セリオスが顔を出した。そして今まで通り、メティアが食べた分のお金を払う。

　おやっさんたちは顔を見合わせて、複雑な表情をしている。

「なあセリオス君よ。これ、本当にメティアちゃんの為ためなのかい？」

「なんだかメティアちゃん、猛もう然ぜんと食べてたけど……その後、妙に落ち込んでたぞ」

「メティアちゃんのあんな顔、もう見たくないぜ。こっちが辛つらくなっちまうよ」

　セリオスも、こっそりと見ていた。立ち去るメティアの、肩を落とした様子を。

　今夜は、走り去りはしなかった。とぼとぼと歩いていた。……ちょっと痛いた々いたしかった。

　しかし、これでメティアがソウェイル活動をしなくなれば。それは街の平和の為、そして間違いなくメティア自身の為でもあるのだ。

「気にしないで下さい。ムリ言って、すみませんでした」

　少し胸を痛めながら、セリオスはおやっさんたちに、ぺこりとお辞じ儀ぎをした。

『ごめんね、姉さん……』




　次の日の朝。セリオスが食堂に行ってみると、そこにはセリオスの食器とセリオスの分の朝食だけが並んでいた。

　メティアは、台だい所どころに立っている。いつものエプロンの後ろ姿だ。

「あれ、姉さんの朝ごはんは？」

「いらない」

　包丁を洗いながら、メティアが言った。

「わたし、もう食べないから」

　フライパンも洗いながら、言った。

「あなただけ食べなさい。わたしは、もう絶対に食べないから」

「え。ぜ、絶対食べないって？」

「絶食するってことよ」

　振り向いたメティアの顔。それは、青ざめつつも目つき鋭く、鬼き気き迫せまるモノがあった。

「夕べ、ね。ちょっと……帰ってから試してみたら、前よりも……その」

「もしかして、前よりきつくなってたの？」

　ぴしぃぃ！　とメティアの顔が凍こおりついた。

　さすがに、マズいことを言ったかとセリオスは悟さとったが時既すでに遅く。

「ふ、ふふふふ……隠してもムダみたいね。考えてみれば、体を見れば判わかることよね」

「あ、いや、そんな、見た感じはそんなに」

「いいのよ、気き遣づかってくれなくても。とにかく、わたしはもう、食べないから。お皿の後片付けは、自分でやっといてね」

　メティアは、ふら～っと台所を出て、そのまま自室に向かう。

「ちょっと待って、姉さん！　絶食だなんて、いくらなんでもやり過ぎだよ！」

　セリオスは慌てて席を立ち、メティアを追いかけた。が、そのセリオスの声は、もはやメティアの耳には届かなかった。

　修しゆう繕ぜんしたばかりのメティアの部屋のドアが、ぱたん、と閉とじられて。

　セリオスには、蹴破ることはできなかった。




　一日、二日、三日、四日、五日。

　本当にメティアは、水以外何も口にしなくなった。ジョギングはやめたが、それも誘惑を断ち切る為だ。家の中で、暇ひまさえあれば腕うで立たて伏ふせや腹ふつ筋きん運うん動どうに励んでいる。

　確かに、目に見えて瘦やせてきた。が同時に、目に見えて顔色が悪くなってきた。

　口数も減ったし、表情も固まった。家の中でも外でも、誰に対しても無口無表情。

「ご、ごめんなさい、姉さんっ！」

　六日目。堪たまらなくなったセリオスは、涙を流して土ど下げ座ざした。今のメティアを、もうこれ以上見ていられないから。

　メティアは自室で、翻ほん訳やく作さ業ぎよう中。ノックして入ってくるなり土下座したセリオスにも、関心はない様子だ。黙もく々もくと作業を続けている。

「ジョギングコースを追いかけるように屋台が来てたの、あれ、全部僕の仕し業わざだったの！　姉さんがダイエットに失敗すれば、もうソウェイルにならないと思って、それで」

「謝らなくていいわよ、別に」

　メティアは机に向かったまま、振り向きもせずに答えた。

　怒っている、というのとは違う。が、声も口調も態度も、ひんやりと冷つめたい。慢まん性せい的てき不ふ機き嫌げんとでも言うか、もうずっとこんな調子だ。

「最初のは、あなたに関係ないことですもの。あの衣い装しようがきつくなってたのは」

「で、でも、僕、まさかこんなことになるなんて思わなくて、」

「……もしかして、わたしのこと心配してるの？　別に餓が死しするつもりはないわよ。満足したら絶食はやめるから、安心しなさい」

「満足するって、いつ？」

「それはわたしが決めることでしょ。今いま忙いそがしいから、出て行ってくれる？」

　慢性的不機嫌は、崩くずれなかった。

　セリオスは泣く泣く、部屋を出て行く。

「姉さん……その、ちょっとでいいから食べてくれない？」

「嫌いや」

　即答、言い切るメティア。だがその声には、以前のような自信に溢あふれた断言っぷりは皆かい無む。

　むしろメティアは今、怯おびえている。食べること、太ることに対して、心の底から恐怖に震えている。




　絶食生活が、七日を数えた時。

　緋ひ色いろのワンピースの腰回りが、メティアには緩ゆるすぎるほどになった。

　メティアの、望み通りに。




　その夜、博はく物ぶつ館かんは阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれた。

　久々に現れた怪盗ソウェイルを相手に、警備の騎士たちは奮ふん戦せんした。たまたま当番だったマホガニーも、先頭に立って戦った。

　が、今日のソウェイルは一味違った。ワンピースと羽は根ね付つき帽ぼう子し、そしてマントに仮か面めん、を緋色で統一したいつもの出で立ちなのだが、何かが違う。

「な、何だ？　何怒ってるんだ、あいつ？」

　修しゆ羅ら場ばと化し、炎の嵐あらしに襲われた博物館内。床も壁も柱も、まるでネズミに齧かじられたチーズのように欠けまくっている。

　そして情なさけ容よう赦しやなく念ねん入いりに、焼かれ吹っ飛ばされた騎士たちがあちこちに転がっている。何とかまだ立っているのは、コゲコゲの体を根性で支えているマホガニーのみ。

　全すべて、狂ったように魔術を乱発したソウェイルの仕し業わざだ。

「しょ、小隊長……今のあいつは、怒っているというより……何か、変です……」

　倒れ伏している騎士が、ソウェイルを見た。ソウェイルは今、マントの裏うら地じのポケットに、ほいほいと展てん示じ品ひんを投げ込んでいる。

　よく見ると、時々妙にこちらの視線を意識しているような素振りを見せる。そして勝ち誇ったような笑みを浮かべては、作業を再開する。その繰り返しだ。

　確かに何だか、いつもとノリが違う。

　いや、ノリを気にしている場合ではない。

「あ、赤ブリいいぃぃっ！」

　マホガニーが、剣を振りかざして走った。並の騎士なら立てない程の重じゆう傷しようを既すでに負っているのだが、そんなことはどうでもいい。

　ソウェイルは、くるりと振り向いて。

「ふふっ。より美しくなったわたしの姿を、もっと見ていたいとお思いですのね」

「？　訳の解わからんことをほざくなっ！」

「そう照れなくても、じっくり見せて差し上げますわ。例えばこの……脚きやく線せん美びっ！」

　ソウェイルの長い脚が、自身の頭より右上に素早く上昇。そこから、左下に迅じん速そくに下か降こう。

　向かってきたマホガニーの首筋を、鋭く激しく、打ちつけた。

「ぅぐっ！」

　体が痺しびれて剣が止まり足が止まり、マホガニーは一瞬、動きが固まる。ソウェイルは脚を引きながら跳び退いて、右手を振り上げた。

　そこに魔力が集中し、火の玉へと変わる。

「では、ご機き嫌げんよう……燃えろおおぉぉ！」

　ソウェイルの放った火の玉が、マホガニーに命中、炸さく裂れつ。至し近きん距きよ離りで、しかも爆風ではなく直接喰くらったのでさすがにひとたまりもない。マホガニーは、焼かれ吹っ飛ばされた。

　壁に激突して、落下して、床に衝しよう突とつした。

「おしまい、ですわね。ではまたお会いしましょう、騎士の皆様方。……飛ぶっ！」

　一礼したソウェイルは、ひゅん！　と、風の魔術で窓から飛び去った。

　倒れたまま辛かろうじて意識だけ保たもっているマホガニーには、それを見送ることもできない。

　が、一つだけ、考えていた。

『……おかしい……あいつの蹴けりは、こんなものじゃないはずだが……？』




　博物館の轟ごう音おんを聞いて、街を巡回していた騎士たちが集まってきた。ヤジ馬も大勢、集まってきた。

　大勢の人間が博物館に向かう。それを見下ろしながら、メティアは空を飛んでいる。

　夜空をバックに、マントをはためかせて飛ぶその姿は、幻想的なまでに美しい。と自覚しているので、メティアは逃げ隠れしない。あくまでも優ゆう雅がに飛び続ける。

『今夜は特に、ね。お披ひ露ろ目めですから♪』

　何人かがメティアに気づき、追跡を始めた。が、気にしない。撒まく自信はある。今までもずっと、そうしてきたのだから。

　最近はその成せい果か（？）で、ファンも出て来たというし。涙ぐましい苦労の日々を思い出しつつ、ちょっと多めに勝利の味を嚙かみ締しめても、バチは当たるまい。

「辛つらかったなぁ……さ、とくとご覧あれ皆様方。わたしの、この美しい姿……を？」

　ふら、とメティアの体が揺ゆらめいた。術の制御がうまくいかず、不安定になったのだ。

　同時に、手足の指先が痺しびれてきた。と思ったら肘ひじと膝ひざ、そして腕と足の付け根へと、痺れはどんどん広がり、這はい上あがってくる。

「？　こ、これは……あ、あれっ、地面が上……わたし、回ってる？　え、そんな、わたしが、こんな術を、しくじるはずはっ」

　必死に体勢を立て直そうとするメティア。が、あっと言う間に痺れは全身を埋うめ尽つくし、筋肉も神経も思うようにならなくなった。

　もちろんこんな状態で、術の制御などできるはずがない。高度はどんどん落ちてくる。

　追跡する人数はどんどん、増えてくる。

「こ、こ、こんな、こんなはずはっっ」

　じたばたじたばた暴れながら、メティアは何とかマントの裾すそを摑つかんで、振り回した。博物館での戦せん利り品ひんを、バラバラとバラまく。

　地上の追跡者たちはそれを受け止めるため右う往おう左さ往おう、メティアの加重も軽減された。

　が、それでも体の痺れと天てん地ち逆ぎやく転てんは収まらず、高度はどんどん落ち続ける。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　た、助けてっセリオ……」

　メティアは、とうとう完全に術を消失させてしまい一直線に墜つい落らく。路地裏の、ゴミの山に突っ込んだ。

『……っ……』

　指一本動かせなくなったメティアの鼻に、酸っぱいゴミの臭においが入ってくる。そして耳には、どかどかと足音が突き刺さってくる。

　前方から、大勢の足音。後方から、たった一人の足音。つまり、挟はさみ撃うちだ。そんなことしなくても、どうせ動けやしないのに。

『……ぅくっ……』

　意識が途切れる寸前、メティアは後方から、セリオスの声を聞いたような気がした……




　背中にマントの感かん触しよくがない。頭に帽子の感触がない。何より、顔に仮か面めんの感触がない。

　ということは素顔を晒さらしているわけで、ということは……

『あ、あれっ……？』

　牢ろうにいるにしては、寝ね心地ごこちがいい。柔らかくて、暖かい。

　不審に思ったメティアは、がばっ！　と起き上がりたかったが体が動かない。仕方ないので、とにかく瞼まぶただけ持ち上げた。

　まず目に飛び込んできたのは、見み慣なれた天てん井じよう。自分の部屋の天井だ。

　ずしりと重く、痺れも残っている首を回して、周囲を見てみる。……間違いなく、自分の部屋だ。

「わ、わたし……？」

　と、メティアのその呟つぶやきを待っていたかのように、かちゃっ、とドアが開いて、

「あ、姉さん。起きたんだね」

　セリオスが入ってきた。ベッドの側そばまで来て、静かに両りよう膝ひざをつく。

「良かった。心配したんだよ」

「……助けて、くれたの？」

「う、うん。巡回中に、偶然、見つけて」

　何となく、気まずい雰囲気の中で。

　先に口を開いたのは、メティアだった。

「あ……ありがとう。それから、ごめんね。何だかわたし、このところイライラしてて」

「待って、姉さん。そのことなら」

　メティアの言葉を遮さえぎって、セリオスはメティアの手を取った。

　そしてその手の、爪つめをメティアに見せる。

「？……あっ」

　メティアは、今、気づいた。そして驚いた。

　白く細長く真しん珠じゆのようだった爪が、くすんで色あせている。しかも、まるで茶畑のように段々になっている。

　続いてセリオスは、机の上に置いてあった鏡を取ってきた。そしてメティアに見せる。

　またまたメティアは、今、気づいて驚いた。滑なめらかだった頰ほおに、吹き出物ができている。ぶつぶつ、ぶつぶつと。

「な、何なのこれ。どうしてこんな」

　鏡を見せたまま、セリオスが言った。

「姉さんは……ううん、女の人は誰だって、『綺き麗れいに』なりたいんでしょ？　でも、無む闇やみやたらに体と心を削ったって、綺麗にはならないんだよ。それに、あの、ほら」

　ちょっと、顔を赤くするセリオス。

「学校で習ったけど……女の人の体は、大人になっていく時、丸く柔らかくなるものだって。それが大人っぽくなること、綺麗になること、じゃないの？」

「で、でも……服が着られないのは……」

「あ。それは、その、僕が悪かったよ。今思い出してみれば、無む神しん経けいなことを言っちゃったと思ってる。……ごめんなさい」

　ぺこり、とセリオスは頭を下げて、

「でもね、姉さん。今度のことは、姉さんともあろう者が、研究を怠おこたったからだよ」

「研究？」

「そう、研究。僕、昨日図書館に行って調べたんだ。……ちょっと待ってて。もう、用意はできてるから」

　セリオスは立ち上がり、部屋を出て行った。

　……しばらくして、湯気と共に戻ってきた。

「はい、お待たせ」

　とセリオスが持ってきたトレイの上には、熱々のシチューとスプーン。

　セリオスは一いつ旦たんトレイを机の上に置いて、椅子をベッドの側に寄せた。自分はそこに座り、トレイを膝の上に置く。

　スプーンでシチューを掬すくって、ふ～ふ～吹いて、少し冷まして。

「はい、あーん」

「ま、待って。わたしは……」

　言いかけたメティアの口を、セリオスはスプーンで塞ふさいだ。思わずメティアは、はむ、と口を閉じてしまう。
















　口の中に広がる、シチューの味。久しぶりの、おいしい味。熱くて、温かくて。

「どう？　姉さんほど上じよう手ずじゃないけど……でもほら、具は野菜しか入ってないでしょ。それに塩分は控ひかえたけど、ちゃんと時間をかけてダシを取ったから、味も薄くないし」

「…………」

　セリオスはもう一杯、スプーンでシチューを掬いながら言った。

「本に書いてあったよ。体を引き締めたいなら、こういう風に料理を工く夫ふうするのがいいって。食べ過ぎは良くないけど、食べなさ過ぎだって同じくらい……姉さん？」

　ぽろぽろ、とメティアの頰に雫しずくが伝つたい落ちていった。

　潤うるんだ瞳ひとみから、次々と涙の雫が溢れてくる。

「……セリオス……ありがとう」

「や、やだな姉さん。そんな、泣かないで。ほら、あーん」

「……うん」

　はむ、とメティアは口を閉じた。

　シチューは、とってもおいしかった。




　体力を回復したメティアは、反省して研究して、生活態度を改めた。

　するとその結果、騎士団の仕事が前にも増して大幅に増えた。マホガニーたちの傷も。

「……つまり」

　クルーロル家の食堂、夕食の席で。

　ぴ、と人差し指を立てたメティアが、得意げに説明した。

「わたしの調査によると、魔術の使用というのは非常ぉ～に、エネルギー消費が大きいの。ヘタな運動よりよっぽど」

「……で？」

「最近、翻訳の仕事が忙いそがしかったでしょ？　そのせいでわたしは、精強なる騎士の皆様方を相手に、力一杯魔術を使ってなかった。だから太っちゃったのよ」

　メティアが何を言いたいのか、セリオスには解ってきた。次に来るのは、多分……

「美容と健康の為、そして何より可愛かわいい弟に心配かけない為、これから頑張るからね♡」

『や、やっぱりっっ』

　フォークを握り締めた手を、ふるふる震わせるセリオス。

　今のメティアは、元気一杯で前向きで明るい。あの絶食七日間と同一人物とは思えないぐらいに……何というか、綺麗だ。

　だが、その代だい償しようも大きくて。

『ぼ、僕は、街の平和の為に何を……？』

「愛してるわよ、セリオス♡」

　つん、とセリオスの鼻をつつくメティアであった。
















第五話　クルーロル家の新しい家族










　地上界の覇は権けんを賭かけ、魔ま界かい人じんと地上人とが壮そう絶ぜつな戦争を繰くり広げた。

　勝利は地上人のものとなり、敗れた魔界の軍勢は魔界へと引き上げていった。それが、今から五年前のこと。

　そう、たったの五年だ。地上にはまだ、戦争の傷きず跡あとが深く残っているのである。




　先の戦争で活かつ躍やくした世界有数の大国、グリン王国。その首都、グリンシティ近くの山中。

　ぼさぼさ黒くろ髪かみどんぐり黒目の小柄な少年が、昼なお暗い山道を必ひつ死しに走っている。

　模も造ぞう剣けんと軽けい装そう鎧よろいの『準じゆん騎き士し』装そう備びに身を包んでいる彼の名は、セリオス＝クルーロル。今日は自じ主しゆ訓くん練れんをするべくここに来たのだが、今走っているのは訓練ではない。

　いつもの広場に到着して、さて剣の素す振ぶりでも始めようか……としたところで、悲鳴が聞こえたのだ。

　訓練転じて、いきなり実戦である。

「あっ、あれだ！」

　道の向こう、真ま正しよう面めんに若い旅人の姿が見えた。背後を気にしながらも、恐怖に引きつった顔でこちらに向かって駆かけてきている。

　セリオスと同じ、十五歳くらいの少年だ。腰には剣があるが、おそらく殆ほとんど抜いたことはないのだろう。身のこなしを見れば判わかる。

　と、向こうもセリオスに気付いたらしい。助けを求めつつ、更さらに走るペースを上げる。

「き、騎士さんですね？　助けて下さい！」

「どうしました？」

　セリオスは駆け寄よっていきながら、腰の模造剣を抜く。

　旅人はセリオスの脇わきを駆け抜ぬけ背はい後ごに廻まわって、自分が走ってきた方を指差した。

「あ、あいつがいきなり襲おそってきて……」

「ミグゥワアアアアァァァァ！」

　奇き妙みような鳴なき声ごえ、白しろく鋭するどい牙きば、長く赤い舌した。

　セリオスの視し界かいに飛び込んで来たのは、途と方ほうもなく巨大な猛もう獣じゆうの口だった。あまりにそれが大きいので、体の方は目に入らない。この口ならセリオスの上じよう半はん身しんぐらい、一口で喰くいちぎりそうだ。

「くっ！」

　セリオスは後ろの旅人を突き飛ばしながら、自分は横に身をかわした。ばぐっ！　と巨大な口は空を嚙かみ締しめる。

　すかさずセリオスは剣をまっすぐ振り上げて、獣けものの頭部に強きよう烈れつな一いち撃げき！

「ミガァハッ……！」

　頭ず蓋がい骨こつを、確かに砕くだいた手て応ごたえ。それを感じてから、セリオスは相手の正体を見た。

「……こ、これは」

　熊くまでも狼おおかみでもない、ドラゴンでもグリフォンでもない。セリオスが砕いたのは、古い塔や地下迷宮などに置かれている、宝箱。

　確かに、どう見ても宝箱だ。が、しかしその中には、巨大な口がある。今は全体がひび割れ、泡あわを吹ふいて痙けい攣れんしているが、今さっきまでこいつはセリオスを食べようとしていた。

　旅人が、セリオスの後ろから恐る恐る覗のぞき見る。宝箱は、ぶるぶるっ、と震ふるえて……やがて、完全に動かなくなった。死んだらしい。

「な、何なんですか、一体？」

「確かこれは……ミミックっていう魔ま物ものです。僕も、本物は初めて見ました」

　セリオスは、騎士養よう成せい学がつ校こうの授業で学んだことを旅人に説明した。

　ミミックは、宝箱に擬ぎ態たいして人を襲う魔物である。普通は古い塔や地下迷宮などにおり、こんな山の中で見かけることなどないのだが。

「獲え物ものがなくなって、仕方なく出てきたとかかな……あ、それじゃこれをどうぞ」

　セリオスは、旅人に小さな笛ふえを渡した。

「騎士団で使われている呼よび子こです。もう少し山を下れば、何かあっても城じよう壁へきを警けい備びしてる騎士にこれの音が聞こえて、助けが来ますから。すみませんが街まで行って、ここのことを伝えて貰もらいたいのですが」

「あなたはどうするんです？」

「僕は、しばらくここにいます。こいつの仲間が来るかもしれませんから」

　というセリオスの言葉に旅人は震え上がり、

「わ、解わかりましたっ！」

　どひゅううぅぅん、と駆け下りていった。あの調子なら、すぐ街に着くだろう。

　セリオスは改めて、ミミックを見下ろした。

「大きいなあ。教科書に出てた資料には、こんなに大きいとは書いてなかったけど」

　セリオスの上半身を、一口で食べられるサイズの口。もしこんなのを本物の宝箱だと勘かん違ちがいして、近づいて不意打ちされれば、ひとたまりもないだろう。

　だが、ミミックがそこまで恐ろしい魔物だとは聞かない。

「とにかく、他ほかにも同じようなのがいるかもしれないし。今の内に退たい治じしておかないと」

　不意打ちされれば恐ろしいが、逆に不意討ちされなければ恐れるに足りない。ただ口を開けて向かってくるだけの相手だ。

　セリオスは、油ゆ断だんなく周囲に気を巡めぐらせた。鳥の声、獣の咆ほう哮こう、虫の羽は音おとなどが聞こえる。今のところ殺気は……

「……来た！」

　ミミックに似た気配の接近を感じ、セリオスは剣を握り締めて振り返った。

　が、そこにいたのは、

「ミミ～」

　ぴょん、ぴょん、とウサギのように跳はねてくる、手の平サイズの小さな宝箱。

　ミミックの死し骸がいに擦すり寄よって、

「ミ……ミミ～……」

　鳴いている。いや、泣いているような。

「？……あ、もしかしてこいつの子？」

「ミミ～、ミミ～」

　痛々しく、物悲しい鳴き声。

　どうやら、間違いなさそうだ。大ミミックに縋すがって泣いている小ミミック。親が殺されて泣いている、幼おさない子。

　人間にもドラゴンにも、親と子がいる。ミミックにだって、親子がいてもおかしくない。

　だが、今この瞬間までセリオスは、ミミックの親子なんて考えたこともなかった。

「……うっ」

　セリオスは剣を降ろした。つい先程「退治しておかないと」と言ったばかりだが。

　今は、胸が痛い。自分はこんな幼おさな子ごの親を殺してしまったのだ。

「ご、ごめん……」

　剣を収めたセリオスは、その場に膝ひざをついた。そして小ミミックを撫なでようとしたが、

「っ！」

　指を嚙かまれた。が、まだ殆ほとんど牙が生えていないらしく、大して痛くない。血も出ない。

　しばらく嚙むに任せていると、やがて嚙み疲れたのか小ミミックは口を離した。だがまだセリオスを警けい戒かいしており、大ミミックを背にしてじりじりと間合いを計っている。

「……そうだ」

　セリオスは、装そう備びの一つとして持ち歩いている保ほ存ぞん食しよくの、干ほし肉にくを一切れ取り出した。

　じりじりしている小ミミックの前に、一切れちぎって置いてみる。

「ミミ……？」

　小ミミックは、そ～っと近づいて匂においを嗅かいだ。セリオスと見比べて、何度も見比べて。

　それから、ぱくっ、と嚙み付いた。

「あは、食べてくれた」

　セリオスは干し肉を少しずつちぎって、小ミミックに与えていく。小ミミックは徐じよ々じよに警戒心をなくしていき、セリオスの手から直接肉を与えられ、食べていく。

　こうしていると子犬や子猫と変わらない。微笑ほほえましいというか、可愛かわいい。

　お腹なか空すいてたのかな、とかセリオスは思う。

『あ……僕が親を殺したから？　子供にエサを持ち帰ろうとした親を？』

　そしてその子は、今エサをくれている相手が、親の仇かたきだということを知らない。

　などと考えている内に、干し肉はなくなった。小ミミックは、「もうないの？」と言いたげにセリオスを見上げている。

「……僕は、君の親を……」

「ミミ？」

　小ミミックをまともに見ることができなくなって、セリオスは目を伏せた。

　と、うな垂だれているセリオスの指の傷を、小ミミックがぺろぺろと舐なめ始めた。

　さっき、この子自身が嚙んだ傷だ。

「えっ……」

「ミミ」

「ゆ、許して、くれるの？」

「ミミ～」

　もちろん、言葉が通じるはずはない。第一、セリオスが仇だとこの子に解るはずもない。

　だが、そんなことはどうでも良かった。

「ありがとう……ありがとうっ」

　セリオスは、小ミミックを撫でた。小ミミックはされるがまま、懐なついている。

　その姿を見て、そして死んでいる大ミミックを見て、セリオスは決意した。

「よ～し。僕がこの子を、立派に育てる！」




　セリオスは小ミミックをポケットに隠かくし、旅人が連れてきた騎士団には「一匹だけでした」と噓うそをついた。

　そして無事、連れ帰ることに成功。

「で、これがその子なのね」

　グリンシティ内の、小さな二階建てのクルーロル家。セリオスと姉のメティアが向かい合って夕食中。そのテーブルの下で、小さなミミックが骨付き肉に齧かじり付いている。

　メティアはセリオスより二つ年上の十七歳。まん丸まる眼鏡めがねに緩ゆるい三つ編み、質しつ素そな白いワンピースといった出で立ちだ。

　だがその地じ味みな装よそおいに似に合あわず、世界一の名門魔術学院を飛び級首席卒業した才さい媛えん。だがその輝かしい学歴に似合わず、『常勝者ソウエイル』と名乗って怪かい盗とうなんかしてたりする、ちょっと困ったお姉さんである。

　そんなメティアが、今ではセリオスに懐ききっているミミックを見て言った。

「まさか、飼う気じゃないでしょうね？」

「もちろん飼うよ」

「……あのね。この子はミミックよ。人間を食べる魔物」

「うん」

「で、ここは大だい都と会かい。人間がたくさんいる、人口密集地帯。そのど真ん中」

「そうだけど」

　何か問題でも？　な顔をしているセリオス。

　メティアは、努つとめて冷れい静せいに話しかけた。

「先に言っておくけど、ミミックを飼っちゃだめって法ほう律りつはないわ。だけど、世の中には一般常識とか公衆道徳とかいうものが」

　セリオスは、ちょっとムッとした。

「はっきり言ってよ。この子が誰かに迷惑をかけるって言いたいの？」

「はっきり言うと、この子が誰かを食べるってことなんだけど」

　そもそも、セリオスとミミック親子の出会いが、正にそのものだった訳で。

　それをセリオスの口から説明されているからこその、今のメティアの言い分なのだが。

「あなたは騎士、人間を護まもって戦うのが仕事よ。だからミミック相手に幼おさな子ごの親を殺した、なんて罪の意い識しきを感じる必要はないの。ましてミミックの子を引き取ろうだなんて……」

「そんなの関係ない！」

　キッ、とセリオスはメティアの目を見返して、宣言した。

「こんなに幼い、無力な子が僕を頼っているんだよ？　それを突き放すなんてことは、僕にはできない！」

　それは猛もう獣じゆうの子を餌え付づけしてるだけなんだけど、とメティアは言いたかったが、やめた。

　セリオスの目は今、愛と正義に燃えている。

　どうやら止められそうにない。

『はぁ、仕方ないわね。こうなったら……』




　何かの建築予定地だったのか、資し材ざいだけが置き去りになっていてあまり人の来ない広場。今では、ゴミ捨て場も兼ねられている。

　そんな広場を、一人の少年が歩いている。セリオスよりは背が高く、顔つきも少し大人びている。長い金髪を一つに括くくり、手には木箱を抱えている。

　彼の名はホッブス＝グロウサ。セリオスとは騎士養成学校の同級生で、準騎士としての同どう僚りようでもある。だが今は鎧も制服も着ておらず、丸まる腰ごしの私服姿だ。

　と、ホッブスは広場の中央で立ち止まった。そして、箱を抱えたまま、その蓋ふたを開ける。

　中には、買って来たばかりの肉の塊かたまりがある。

　肉の匂いが風に乗って、漂ただよう。すると、

「ミミ～！」

　いきなり、資材の陰かげからミミックが飛び出してホッブスに襲い掛かった。ホッブスは箱を地面に置いて身をかわすが、それでもミミックは執しつ拗ようにホッブスを追ってくる。

　小さいが素早く、そして小さいだけに捕まえるのが難しい。

「こ、こいつっ」

　ホッブスが苦戦していると、

「こらっ！」

　セリオスが、ミミックが飛び出したのと同じ場所から出てきて、ぺちっと叩たたいた。

　途と端たんに、ミミックは大人しくなる。

「武装してない人間を攻撃しちゃだめ、って教えただろ？」

「ミミ……」

　しゅん、としているミミック。

「ごめんホッブス、もう一度」

「……いいけどよ」

　ホッブスは木箱の蓋を閉め、抱え上げた。

　これは、ミミックが無む闇やみに人を襲ったりしないようにする為ための練習である。セリオスのことはもう親として憶おぼえ込んでしまったらしく、どうやっても襲わないので、ホッブスに協力を求めたのだ。

「でもやっぱ、凶きよう暴ぼうだよなこいつ。俺が肉から離れても、まだ追いかけてくるなんて」

「敵を完全に排はい除じよして、安全を確保してから食べる気なんだよ。頭がいい証しよう拠こだと思う」

　ホッブスはちょっと、首を傾かしげる。

「ま、そういう見方もあるだろうが……」

「ホッブスも、ミミックは危き険けんだって言いたいの？　人を襲うからって」

「いや、だって、実際そうだろ。こいつの親も、こいつ自身も見ての通り」

　するとセリオスは、ちょっと肩を落とした。

「姉さんと同じことを言うんだね」

「普通、誰でもそう言うぞ。子犬だって人に嚙みつくことが珍めずらしくないのに、子ミミックをどうやったら弁べん護ごできるんだ。本来、人を喰うのが本ほん職しよくなんだぞ、こいつらは」

「じゃあどうして、今こんな練習に付き合ってくれてるの」

「そりゃお前、この俺がおねーさんの頼みを断れるはずが……あ」

　ホッブスは口ごもったが、時既すでに遅し。

　セリオスの顔に、喜びが広がっていく。

「そうだったのか。姉さん、口ではあんなこと言っても、本心ではこの子のことを……」

「いや、口で言ってることもちゃんと本心だと思うけどな。仕方なく次じ善ぜんの策さくというか」

　というホッブスの冷静な意見は、感動に震えて感涙にむせぶセリオスの耳には入らない。

「うぅ……さ、さあホッブス、姉さんの優しい心を無駄にしない為にも、頑がん張ばろう！」

　セリオスの目は今、希望に燃えている。

　どうやら止められそうにない。

「ま、何にせよ俺は最後まで付き合うつもりだけどな。おねーさんに頼まれた以上は」

「うん。本当に、ありがとうっ！」

「解ったから、もう涙浮かべるな。こっちが恥ずかしい。……あ、そういやセリオス」

　ホッブスは、ミミックを見て言った。

「こいつの名前は何ていうんだ？」

「ああ、ごめん。まだ教えてなかったっけ。ミミ～って鳴くから、『ミミ』だよ」

　少しの間だけ、ホッブスは無言になった。

「……。んじゃ、練習続けようぜ。ミミ」

「ミミ～」

「？　変なホッブス」

　服装や状況を変えて、二人と一匹は練習を繰り返した。また、ミミックであるというだけで無条件で恐れ、忌いみ嫌きらい、迫はく害がいする人もいるかもしれない。そう考えたセリオスは、更さらに一歩、上を目指してみた。

　そうして、半月程が過ぎた。




「行けっ！」

「ミミ～っ！」

　街がい路ろで、自称冒ぼう険けん者しやなゴロツキに絡からまれている少女をセリオスが発見した。

　人も多く、遠かったので、まずセリオスは小さな箱を投げた。手の平サイズのその箱は、まっすぐ飛んでゴロツキの顔に当たり、

「いてっ！　何しやがる！」

　ゴロツキは、セリオスの方を向いた。

　だがその時、顔に当たって地面に落ちたはずの箱が、跳び上がって再度顔に当たった。

「なっ!?　な、何だこりゃ？」

　箱はぴょんぴょん跳びはねている。ゴロツキは、気味悪がりつつも剣を抜いた。

　そして箱に斬きりかかる、と、箱はパカッと開いてその中の口を見せた。短いながらも鋭い牙が、ズラリと並んでいる。それをゴロツキが見た次の瞬間にはもう、その牙はゴロツキの指に食い込んでいた。

「いててててっ！」

　痛みに耐えかねて、ゴロツキが剣を落とす。すると箱も、指から離れた。

　箱は口を開けて牙を見せ、ゴロツキを威い嚇かくしている。それを見て、ようやくゴロツキは、この箱の正体に気付いた。

「ミ、ミミックの子供か？　なんでこんなところにこんなのが!?」

「ミミ～！」

「くそっ、チビの分ぶん際ざいで！」

　拳こぶしを振りかざして、ゴロツキはミミックを叩たたき壊こわそうとした、が、

「そこまでだっ！」

　駆けつけたセリオスの、模造剣の一撃が側頭部に炸裂！

「あごっっ！」

　ゴロツキは、あっけなく昏こん倒とうした。

　セリオスが剣を収める。と、ミミがその肩に乗ってきた。

「ミミ～」

「ん、ご苦労さま」

　わあっ、とヤジ馬たちから歓かん声せいが上がった。

　絡まれていた少女も、セリオスにお礼を言ってから、

「あなたも、ありがと♡」

　セリオスの肩の、ミミを撫なでた。ミミは子猫のように大人しく、子犬のように従じゆう順じゆんに、撫でられている。

「ふふ、可愛いですねこの子。それに、とっても強いし、賢かしこいし」

「ミミックはもともと、頭いいんですよ」

　セリオスも、以前は一般的に思われている通り、ミミックは獰どう猛もう、凶暴だというイメージが強かった。

　だが実際、ミミとこうしていると、とてもそうは思えない。外見が恐ろしげだから、また誰も飼い慣らそうとしないから、偏へん見けんだけが広まってしまったに違いない。

「おおセリオス、また相あい棒ぼうとやったな」

　ヤジ馬の通報で、詰つめ所しよから騎士たちがやってきた。ゴロツキを捕ほ縛ばくして、連行する為だ。

　セリオスの肩の、ミミにも声をかける。

「お前もどんどん、強くなっていくみたいだな。これからも頑張ってくれよ」

「ミミ～」

　セリオスの肩の上で、ぴ、と一瞬伸び上がるミミ。敬礼のつもりらしい。

　はははは、と笑いながら騎士たちはゴロツキを連れて行った。

　セリオスは、肩のミミを見て、思う。

『相棒っていうのは、ちょっと違うかな。もちろんペットでもない。友達……う～ん』




　夜のクルーロル家の、食卓。

　もうミミのいる食事風景にはすっかり馴な染じんだが、メティアは一つ、気にしていた。

「成長が遅すぎるわ。親はあんなに大きいのに、この子は牙こそ生えたけど、体はまだこんなに小さい。ミミックの子としては普通の大きさだけど、親との比較で考えると……」

　セリオスは食事の手を止めて、訊たずねた。

「親はあんなに大きい、って実物見たの？」

「あなたが倒したこの子の親の死体、今魔ま術じゆつ研けん究きゆう所じよが引き取って調べてるのよ。ちょっと体や牙の大きさが異常だからって」

「突然変異とか？　そんなもの調べたってどうしようも……って姉さん！　また魔術研究所に忍び込んだのっ？」

「何も盗んでないわよ。ほんのちょっと、研究所の秘密研究を見に行っただけで」

　メティアがやたらと気にしているので、セリオスは言った。

「親がどうでも、この子は親と違って普通なんでしょ？　だったら気にしなくても」

「……う～ん。何かこう、気になるのよ」

　などと言っている間に、食事は終わった。

　さて後片付けを、と思ってメティアが立ち上がると、

「ミミ～」

　ぴょん、とミミがテーブルの上に乗って、皿を咥くわえた。

　そしてぴょん、ぴょん、と流し台の方に持っていく。

「え？」

　メティアとセリオスが見ている前で、ミミはぴょんぴょん往復して、二人の食器を運んでいく。

　メティアは目をぱちくりさせて、

「い、いつの間にこんなこと仕込んだの」

「何もしてないよ。きっと、毎日僕らの生活を見てる間に、自分で憶おぼえたんだね。頭いいでしょ？」

「頭いいというより、これは……」

　やがて食器の運うん搬ぱんを終えたミミが戻ってきた。ちょこん、とテーブルの上に乗って、メティアを見上げている。

「……可愛かわいい♡」

　思わずメティアは抱き上げて、撫でてあげる。するとミミは、メティアのほっぺたをぺろぺろと舐なめた。

「あはっ、くすぐったい」

　何だかんだいいつつ、メティアもミミのことを悪く思っている訳ではなさそうだ。

　セリオスは今、気付いた。ミミは相棒でもなく友達でもない。もっと、もっとな存在だ。

「何だか、家族が増えたみたいだよね」

「え？」

「僕の……その、弟みたいってこと」

　さすがにちょっと、赤くなりながら、セリオスは言った。

　ミミは相変わらず、「ミミ～」としている。




　街にも、騎士団内にも、ミミの活躍が噂うわさになってきた、ある日のこと。空はどんよりと曇っていたが、セリオスはいつものように、元気一杯なミミと一緒に街で戦っていた。

　だがその日の相手は、いつもと違っていた──いや、セリオスにとっては大して強くも珍しくもない相手だが、たまたまミミと当たるのは初めてだったのだ。

「燃えろおおぉぉっ！」




　ちゅどぉぉん！




　それは、メティア辺りがやるのとはケタ違いに弱いものだった。だがそれでも魔術の火の玉が、ミミの小さな体に命中し、爆発した。

　ミミの体は炎に包まれ、宙を舞う。

「ミ、ミミっ！」

　セリオスは躊ちゆう躇ちよせずミミを受け止め、抱き締め包み込んで火を消した。

　あちこち焦こげているミミは、ぴくぴくと震えている。呻うめき声すら出せないようだ。

　息を飲むセリオス。その視界の隅で、今がチャンスとばかりに犯人が逃げていく。

「……よ・く・もおおおおぉぉぉぉっ！」

　ミミを片手に抱いたまま、もう片方の手で模造剣を抜き放ったセリオスは、怒りも露あらわに犯人に打ちかかった。この時のセリオスの力と速さと技は、あるいは騎士団内で最さい強きようと噂されるマホガニー＝チェアスに迫ったかもしれない。

　とにかく、セリオスが我に返った時には、何十か所かを粉ふん砕さい骨こつ折せつした犯人が、息も絶え絶えに横たわっていた。

「ととっ、こんなことしてる場合じゃない。早く手当てしないと」

　そう言って、セリオスが手の中のミミを見た、その時だった。

「ミ、ミガ……ミグゥワアアアアァァ！」

　ミミが、奇声を発してセリオスの手から飛び出した。

　地面に降り立ち、ぶるぶると……いや、ガタガタと震えている。そして、

「ミ、ミミっ？」

　信じ難がたい光景が、目の前に繰り広げられた。セリオスの見ている前で、ミミの体がどんどん大きくなっていくのだ。

　それも、シャボン玉が膨ふくらむようにとか、脱だつ皮ぴして新しい体が、とかならまだ解る。だが、今のミミはそうではない。例えるなら皮袋の中に閉じ込められた人間が、何とか突き破って脱出しようと、もがいているような。

　上が、下が、右が、左が、内側からムリヤリ引き伸ばすようにして、大きくなっていく。

「…………」

　何が起こっているのか解らず、セリオスは動けなかった。昨日までミミを撫でて一緒に遊んだりしていた近所の子が、今、怖がって逃げていく。泣きだす子までいる。

　やがてミミの変化、いや巨大化が止まった。

　今のミミは、山中でセリオスが殺したミミの親と同等の大きさになっている。

「ミグゥワ……」

　口を開けるミミ。そこには白く鋭い牙と、長く赤い舌がある。……親と同じものだ。
















「ミグゥワアアアアァァァァ！」

　恐ろしげな咆哮を上げて、ミミは暴れだした。セリオスの上半身を喰いちぎる大きさの口を開けて、街の人たちの真まっ只ただ中なかに！

「ミ、ミミっ！」

　咄とつ嗟さにセリオスは、模造剣を投げつけた。

　ミミに命中し、ミミは動きを止める。

　振り向いて、セリオスと向かい合った。

「ミ……グ……」

「ミミ、僕だよ、ミミ！」

「ミ……ミガァ！」

　ミミは、大きく跳ちよう躍やくしてセリオスの頭上を越えると、

「ま、待って、ミミっ！」

　そのまま、街がい路ろを駆け抜けていった。




　事態はすぐに騎士団へと伝わり、辺り一帯に警けい戒かい態たい勢せいが敷かれた。騎士団の詰所では小隊長マホガニーがセリオスやホッブスたち部下一同を集め、捜そう索さくの指示をしている。

　セリオスは聞いているのかいないのか、今にも泣きだしそうな顔でずっと俯うつむいたまま。

　一通り騎士たちに担たん当とう区く域いきを指示したところで、マホガニーがセリオスに言った。

「先日、魔術研究所から報告があった。以前お前が山の中で倒したミミックの検査結果なんだが……ミミはどうも、あいつの子供らしいんだが？」

　ぴく、とセリオスが顔を上げる。

「さ、さあ。僕はただ、山の中であの子を拾っただけですから。それが何か？」

「実はな……」




　雨が、強く降ってきた。

　セリオスの前まえ髪がみが雨に濡ぬれて、額に張り付く。そこから雫しずくが滴したたって、瞼まぶたから睫まつ毛げに流れ、目め尻じりから頰ほおを濡らしていく。

　が、今のセリオスの頰には、雨以外の雫も流れている。

『ミミが……そんな……そんな！』

　雨の中、セリオスが走って走ってやって来たのは、あまり人の来ない広場。何かの建築予定地だったのか、資材だけ置き去りになっていて、ゴミ捨て場も兼ねられている。

　その、ゴミ捨て場で、野良犬が何匹か食い殺されていた。そしてただ一匹、ミミがゴミを漁あさっている。

　セリオスが近づくと、ミミは振り向いた。

「ミグゥ……？」

　魔術研究所からの報告によると、あの巨大ミミックは戦争時に魔界の軍が捕ほ獲かく・改かい造ぞうしてバラ撒まいた、兵器生物だった。つまりミミはその二世。魔ま力りよくを浴びたことによって、親の能力と凶きよう暴ぼう性せいに目覚めた……というのが魔術研究所の出した結論である。

　今のミミは、人間を喰い殺すことしか考えていない。らしい。

　だが今のセリオスは、魔術研究所の言うことなんか信じない。

「思い出して、ミミ！　君は兵器なんかじゃない！　ずっと僕や姉さんと一緒に、」

「ミグゥワアアァァァァ！」

　新鮮なエサだ、と思ったのだろうか。ミミは、大きな口から血と涎よだれを流して襲ってきた。

「……っ。僕も判らなくなったのか……」

　これでは、この先誰でも襲うだろう。結局、最初にミミを拾ってきた時、メティアが言った通りになってしまった。

　このままでは、やがて、狩られる。

「なら……それならせめて、僕の手で！」

　セリオスは意を決し、模造剣を抜いてミミに打ちかかっていった。

　が、どうしても手て加か減げんしてしまう。ミミの親は一撃で仕留められたのに、ミミには二発、三発当てても全くダメージにならない。

　しかしミミの方は、容よう赦しやなく白い牙をギラつかせて、襲ってくる。

「ミグゥワァ！」

「……くっ」

　一方的に押されるセリオス。そこに、

「何してんだセリオス！　そいつはもうミミじゃない！　しっかりしろっ！」

　ホッブスが割り込んで来て、模造剣でミミに一撃を加えた。が、利きかない。

「くそ、強いな。さすがにデカくなっただけはあるってことか」

「……人のこと言えないじゃないか。ホッブスだって」

「う、うるさいっ」

　土ど砂しや降ぶりの雨の中、二人は苦戦した。姿も声も変わり果て、殺気を剝むき出だしにしてはいても、やはりミミはミミなのだ。

　そうして二人が攻せめあぐねていると、

「ミグワァァァァ！」

　苛いら立だったミミが、体当たりを仕掛けてきた。

　セリオスがまともに受け、突き飛ばされる。雨に濡れた地面で滑り、そのまま転倒した。

　すかさず、ミミは追い打ちをかけてきた。覆おおい被かぶさるように口を大きく開けて、セリオスを喰いちぎろうと……

「セリオス！　剣だ！」

　ホッブスが叫んだ。転倒はしたがセリオスは剣を飛ばされた訳ではない。まだ手にある。

　ミミの親で証明済みだ。セリオスさえその気になれば、ミミを一撃で砕けるだろう。が、

　──僕の……その、弟みたいってこと──

『や、やっぱりできないっっ』

「ミグゥワアアァァ！」

「燃えろおおおおぉぉぉぉ！」




　ちゅどおおぉぉん！




　セリオスの後ろから頭上越しに火の玉が飛んできてミミに命中、爆発した。ミミは焼かれ吹っ飛ばされ、広場の隅へと転がっていく。

　ミミを巨大化凶暴化させた時のものより、遥はるかに強力な爆ばく炎えんだった。だがそれでも、今のミミには大して利かないらしい。

　すぐに体勢を立て直し、再びセリオスに向かってきた。

「決着つけなさい、セリオス！　あなた自身の手で！」

　セリオスの後ろから、メティアの声がする。

　メティアの術なら、ミミを仕留めることなど造作もないだろう。だがそれはせず、セリオスにミミを殺せと言っている。

　残ざん酷こくだ。だがメティアは、セリオスのしたことに対して自分で責任を取らせようと。あるいは騎士の使命の、厳きびしさを教えようと。

「……違う」

　セリオスは立ち上がった。

　牙を剝き出して襲いくる巨大ミミックに向かって、剣を振り上げる。そして、

「僕が、やらなきゃいけないんだ……」

　力いっぱい、剣を振り下ろした。




　グリンシティ近くの、山の中。

　セリオスがミミの親を殺し、そしてミミと出会った場所。

　ここには今、木を組んで作った小さな墓がある。そこに跪ひざまずいて花を捧ささげるセリオスがいる。

　そしてその後ろに、メティアが立っている。

「ごめんね、セリオス。結局わたしは、あなたに一番辛つらいことを押し付けてしまった」

　元々大きくはないセリオスの背中が、今は小さいどころか弱々しくさえ見える。

　セリオスは振り返らず、でも優しく答えた。

「……解ってるよ。姉さんの気持ちは」

　メティアも、セリオスと同じだったのだ。だからこそ、ミミを殺せなかった。

　家族を、慕したってくれる弟を手にかける、ということができなかったのだ。

「わたしには、まだあなたがいてくれる。今のあなたの気持ちを、本当には理解してあげられないだろうけど……ごめんね」

「…………」

　セリオスは、目を閉じて祈っている。

　今の自分には、弟ミミの冥めい福ふくを祈ることしかできない。弱々しい背中が、そう言っている。

「姉さん……ミミも、ミミの親も、僕たち人間の戦争に巻き込まれて、たくさん傷つけられたけど……でも、でも、もう、」

　セリオスの肩が、震えている。

「もう、誰にも、傷つけられないよね。きっと今頃は、空の上で……親子で……」

　声を詰まらせて、言葉が言葉にならなくなったセリオスをその場に残して。

　メティアは、山を降りていった。




「戦争の傷、か」

　メティアは一人で家に帰って来た。

　きっとセリオスは、すぐに立ち直ってくれるだろう。戦争が残していった残酷な傷跡を、一日も早くなくすこと。平和な世界を築き、護ること。それこそが自分の使命だから、と。

『……わたしは……』

　メティアが、自室のドアを開ける。と、

「あっ？」

　ひゅう、と風が吹いてきた。

　閉めておいたはずの、机の前の窓が開いている。そこから風が吹き込んで来ている。

「……なるほどね。閉めてはいても、施せ錠じようを忘れると不ふ審しん者しやが入ってくる、と。今後は気をつけるわ」

　メティアは、机の上の『不審者』に向かって歩いていく。

　じろり、と睨にらみつけながら椅子に座って、真っ直ぐに向かい合った。真っ直ぐ、といってもその目線は下に向いているが。

　何しろ相手は、机の上にいる一匹の蟲むしだ。黒光りする体に、尖とがった顎あご、長い触しよつ角かく。台所で見かけたら、問答無用で叩き殺される外見である。

　が、短い毛に覆われた六本の足が、ちょっと違う。六本全てが、蟲自身の体長の、二倍近い長さがあるのだ。

　今、蟲は机の上で、足を大きく広げている。そのままぴょん、と飛びつけば、メティアの顔全体を覆いつくすことができそうだ。

　黒く小さな眼球でメティアを見上げながら、鋭い顎を動かして、ギギ……と蟲が鳴く。

　すると、

「残念ながら、一足違いだったわね。その兵器生物二世なら、とっくに死しんで埋うめられたわ。解かい剖ぼうするにも養よう殖しよくするにも、手て遅おくれよ」

　メティアは蟲に、はっきりと答えた。

　蟲が、再びギギ……と鳴く。
















「心外ね。わたしはあなたたちの奴ど隷れいじゃないし、雇やとわれてる訳でもないわ。ただ手を組んでるだけよ。命令はしないで。それと、」

　メティアが、右手を上げた。

　その手に魔力が集中し、熱を帯び、炎へと変わっていく。熱く、強く、大きく。

「前にも言ったはずよ。家まで押しかけてくるのはやめて、って。それとも、口で言うだけじゃ理解できないのかしら？」

　今にも炎を放たんとするメティアの気き迫はくに押され、ぴょん、と蟲は窓から飛び降りた。

　メティアは窓の外を見て、蟲がいなくなったのを確認してから、右手の魔力を消した。

　そして机の上の、蟲がいた辺りに指を這はわせる。後戻りできない今の自分を、確かめるように。

　いや、後戻りする気など全くない。先程、ミミの為に流したセリオスの涙を見て、メティアはその決意をより強めたのだ。

『……あなたは立派な騎士になれるわ。みんなを愛しみんなを護る、誰よりも優しい騎士に』

　机の上のメティアの指が、ぐっ、と握にぎり締められた。

「わたしがこの手で、護ってみせる。あなたの心と……あなたの未来を」
















書き下ろし

婚約者は突然に──










『……別世界だ……』

　模も造ぞう剣けんと軽けい装そう鎧よろいに身を包つつむ準じゆん騎き士しセリオス＝クルーロルは、何度目かの溜ため息いきをついた。

　広い広い、綺き麗れいに整えられた緑の芝しば生ふ。その奥に見える大きな屋敷は、さながら国立美術館のよう。振り向いてみるとそこには森があるが、屋敷の主に言わせれば単なる庭の植うえ木き、だろう。その遥はるか向こうに正門があるのだが、遠すぎて模も型けいのように小さく見える。

　そんな広大な庭に並べられているのは、二十を超す丸いテーブル。全すべてに美しいテーブルクロスがかけられ、豪ごう華かな料理と飲み物が並んでいる。

　そこここで談だん笑しようしている人々も、有名な大貴族や大地主など、豪ごう奢しやな衣装（もれなく宝石つき）で着き飾かざった大金持ちばかり。その合間を縫ぬって歩き回る使用人たちも、漆しつ黒こくのタキシードをピシリと決めた紳しん士し揃ぞろい。セリオスから見れば、全員立派に貴族レベルである。

　だが、ここはお城の舞ぶ踏とう会かい場じようではなく、一個人の家の庭で開かれている、ごく個人的なパーティー。いや、確か家ではなく、別荘だ。あちこちに何軒かある別荘の内の一つ。そう聞いている。

『毎日、野菜や卵の値段を気にして生きてる僕らとは、住む世界が違うんだなぁ』

　そんな事を考えると、あっちの紳士も向こうの奥様も、顔立ちからして気品が溢あふれ出ているように感じる。

　そんな会場の片かた隅すみに立っている、自分。

　ろくに整えていない黒いぼさぼさ髪と、十五歳らしからぬ、幼い黒いどんぐり目。もしかしてこれは、庶しよ民みん的てきな顔なのだろうか。

『う～む。庶民とお金持ち……』

　などとセリオスが思いを巡らせていると、

「おい、警けい備び中ちゆうに何をぼんやりしてるんだ」

　近づいてきた男が、声をかけた。

　セリオスとは違い、騎士団の制式鎧と真剣を装備している。熊のような巨きよ軀くは筋肉の塊かたまりで、顔には大きな傷が走っている。

　セリオスの数百倍は迫はく力りよくのあるこの男の名は、マホガニー＝チェアス。セリオスの直ちよく属ぞく上じよう司しで、今夜はこの会場の警けい備び責せき任にん者しやである。

　巡回中に、セリオスが何やらぶつぶつと考え込んでいたので声をかけたのだが、

「う～ん。ああいうのが上じよう流りゆう階かい級きゆうな顔……」

「セリオス？　何の話だ？」

　マホガニーが、セリオスの前に回り込む。

「あ。重じゆう量りよう階級な顔」

「だから何の話なんだ、それは」

「……あ、ああ。小隊長。すみません」

　ぺこり、と頭を下げるセリオス。

「ちょっと考えごとをしてましたもので。それにしても、凄すごいパーティーですね」

「ああ、そういえばお前は初めてだったか。リヤデスモ公こう爵しやくと言えば、有り余る金を無む駄だな装そう飾しよくに惜しげなく注ぎ込む人でな」

「無駄な装飾、ですか」

　マホガニーは屋敷の方を向いて溜ため息いきをつく。

「例えば今日は、何だか知らんが高価で珍めずらしい美術品を買ったから、そのお披ひ露ろ目めパーティーだと。だが、埃ほこりや傷がつくのが心配だからってことで、そいつを蔵から出すのはほんの一いつ時とき。それも屋敷の最さい上じよう階かい最さい深しん部ぶでのことで、見せるのは数名の同好者のみときてる」

「今、ここにいる招しよう待たい客きやくさんたちは？」

「枯れ木も山の賑にぎわい要員だ」

　さらりと言われて、セリオスは絶ぜつ句くした。

　この豪華な料理も、居い並ならぶ招待客たちも、整せい然ぜんとした使用人たちも、全てただの飾り？

「……納得しました。無駄な装飾ですね」

「しかもその警備に、こうして俺たちが駆り出されている。俺たちは公こう費ひで動いてる騎士団だぞ？　それがこんな……っと」

　忌いま々いましそうな顔をしながら、マホガニーは一歩、踏み出した。

「そろそろお宝のご披ひ露ろうだ。俺は現場警備に行かねばならん。ここは任せたぞ」

「はいっ！」

　ぴし、と敬けい礼れいしてセリオスはマホガニーを見送った。

　マホガニーの大きな背中が、あまりやる気のなさそうな雰ふん囲い気きを背せ負おって屋敷の中に消えていく。凄すごく高価で珍めずらしい美術品、とやらを警備する為に。

『……ん？　高価な美術品……』

　そういうのを嬉々として、狙ねらってくる人物がいる。セリオスには、心当たりがある。

　自分はもちろんマホガニーですら敵かなわないほど強く、それでいて万一負けて逮たい捕ほされるとセリオスを巻き込んで死罪になるという、文字通り死ぬほど厄やつ介かいな怪かい盗とうが。

　その名も……




　ちゅどおおおおぉぉん！




　セリオスの背後の森の向こう、正門の方で大きな爆ばく発はつ音おんがした。

　と思ったら屋敷の向こう、裏うら門もんから。そして右からも、左からも同じ音が響ひびいた。外回りの騎士たちと交戦しているのか、爆発音は近づいては来ないものの、絶え間なく続けざまに響いている。

　会場が一気に騒そう然ぜんとなった。屋敷の内外で警備に当たっていた騎士たちが四方に散り、謎なぞの敵の迎げい撃げきに走っていく。

　セリオスは一人この場に残り、恐きよう怖ふにざわめく招待客たちの避ひ難なん誘ゆう導どうに当たった。

「落ち着いて下さい！　慌あわてないで、順じゆん序じよ良く並んで屋敷の中に！　一階のホールに入って下さい！」

　こういう現場に慣れていない金持ち連中なので、なかなかセリオスの言うことは聞いてくれない。スムーズに屋敷に入ってくれるのは、元々統とう率そつの取れている使用人たちだけだ。

　四方からの爆発音は続いている。五発、六発と数を重ねるたびに、どんどん招待客たちのざわめきも大きくなっていく。

　それに負ける訳にはいかず、セリオスが更さらに大きな声を張り上げる。

「落ち着いて下さいってば！　どんな相手が来ようとも、今ここは我々グリン王国騎士団が警備してるんです！　絶対安全です！」

「だが、あの赤ブリとかいう女怪盗には連敗してるそうではないか？」

「そうよそうよ。絶対安全なんて、説得力ないわよボーヤ！」

　招待客たちの一部から、騎士団弱しの声が上がった。

　が、セリオスは負けない。

「そ、それは事実だから反はん論ろんできません。けど、今ここを襲っているのは複ふく数すう犯はんですから絶対に赤ブリではなく、赤ブリでない以上、我が国の騎士団は……」

　と、そこまで言ってセリオスは気付いた。

「……そうだ！　皆さん、ここを動かないで下さいねっ！」

「え？　ちょっと、おい、待て！　屋敷の中に避難するんじゃなかったのか？」

　セリオスは招待客たちを置いて、屋敷へと駆け込んだ。




　屋敷の見取り図は警備の前に見ているので、セリオスは迷うことなく目的地へと向かうことができた。四階の一番北側、マホガニーの言っていた「最上階の最深部」である。

　二階、三階と上がって四階の廊ろう下かに辿たどり着いた時、

「待てっ！」

　セリオスは、奥へ向かおうとしていた一団に向かって叫んだ。

　黒いタキシードに身を包んだ、十人ほどの男たち。この屋敷の使用人たちだ。だが庭に居た時とは目つきが一変しており、全員がその手に黒いナイフを握にぎっている。

「一階のホールへ、と言ったはずですよ。どうしてこんなところにいるんです？」

「それはこっちのセリフだ。外の招待客を警備してるはずのお前が、何でここにいる？」

　使用人らしからぬ返答が返ってきた。

　セリオスは、男たちをぐっと睨にらみつけながら、力を込めて低い声で言い返した。

「あの一いつ斉せい攻こう撃げきが陽よう動どう作さく戦せんなら、屋敷に潜せん入にゆうする本ほん隊たいがいるはず、と考えただけさ。なら、使用人に化けて予あらかじめ潜もぐり込こんでおくのが一番確実だ。実じつ際さい、僕自身がこうして招き入れてしまった。こういうパーティーの日なら臨りん時じに何人か雇やとうから、紛まぎれ込むのは簡単だし」

「穴のある推理だな。陽動ではなく、お前の言う本隊とやらが単純に堂々と襲撃、だったらどうする。もし警備を突とつ破ぱされたら、招待客がどうなるかわからんぞ？」

「そんな心配はいらない。さっきも外で言ったけど、我が国の騎士団はごくごく一部の例外を除いて、無む敵てきなんだ。単純に堂々と襲撃するような相手なら、必ず勝てる」

　セリオスは、胸を張って答えた。

　使用人の男が一人、セリオスの前に出る。

「ふん、無む邪じや気きなことを言うガキだ。それなら試させてもらおうか。お前の剣と俺のナイフ、どちらが速いか！」

　と言うが早いか、男はナイフを握っていない方の手を振り上げた。




　キィン！




　セリオスが腰の模造剣を抜き放った音と、甲高い音がしたのとがほぼ同時だった。

　弾はじき飛ばされた針は天てん井じように刺さり、塗ぬられていた毒どく液えきをぽたりぽたりと滴したたらせている。

　セリオスは、驚いた顔をしている男に向かって、少しだけニヤリとして言った。

「遅い。その程てい度どの攻撃を捌さばけないようじゃ、居い残のこりだよ」

「何？」

「い・の・こ・り。僕たちは学校の授業で、もっともっと速い攻撃を習うしその防ぼう御ぎよ法ほうも習う。それができないと、居残り特とつ訓くんさせられるんだ。宿題を増やされることもある」

　男の顔が、怒りで真っ赤に染まった。

「が、学校だぁ？　ふざけるなっ！　こっちはお子様のお勉強とは訳が違う！　本当の、本物の暗あん殺さつ術じゆつ……」

　言葉半ばで、男は側そく頭とう部ぶに強い衝しよう撃げきを受け、昏こん倒とうした。

　それが、怒ど濤とうのように踏み込んできたセリオスの、疾しつ風ぷうのような模造剣の一撃によるものである、とは本人は認にん識しきできなかっただろう。そんな暇ひまは与えられることなく、意識を潰つぶされている。

「ちゃんと勉強しないと立りつ派ぱな大人になれない、って学校で習ったよおじさん」

　残った男たちは、一いつ瞬しゆん動どう揺ようしたがすぐに立ち直って、素早くセリオスを取り囲んだ。

　全員が右手にナイフ、左手は……ポケットの中だ。

「いい気になるな、お子様ランチめ。世の中、教科書通りにはいかないって教えてやる」

　セリオスは、腰を落として模造剣を構かまえる。

「教科書すら読もうとしない人に、教科書外のことを語る資し格かくはないって教えてやるよ」

「それがお前の最期の言葉だ！　かかれええええぇぇっ！」

　男たちがナイフを振りかざしつつセリオスに突進し、同時にそれぞれの左手をポケットから出した。

　それら全てに向かって、セリオスの剣が、光の軌き跡せきを描く──




　最上階、最深部の部屋。リヤデスモ公爵は、窓から窓へとゆっくりと歩き回りながら、静かになった屋敷の周囲を見ていた。

　逃げ回りながら派は手でに術を撃ちまくっていた、東西南北に一人ずつ計四人の魔ま術じゆつ師したちが逮たい捕ほされている。駆けつけた騎士たちが、追いかけて回り込んで退たい路ろを絶って包ほう囲いして、あっと言う間に全員取り押さえたのだ。

「ふん。このわしの屋敷を襲おそおうとは、身の程ほどを弁わきまえぬ愚おろか者どもめが」

　ぴん、と左右に伸びた自じ慢まんの髭ひげを撫なで付けながら、リヤデスモ公爵は冷れい笑しようした。

　部屋の隅すみでまだ震ふるえている、他の貴族たちと違って堂々とした態度だ。自分だけは世界の終わりが来ても大丈夫、という自信が全身から溢あふれている。

「しかし何だなマホガニー君。最近は君も君の部下たちも、何とか言う小娘に連れん戦せん連れん敗ぱいしとるそうだが、少しは役に立つではないか」

「……は。言い訳がましく聞こえるかもしれませんが、赤ブリの奴は例外中の例外的存在、とご理り解かい頂いただければ幸さいわいです」

　マホガニーは、丁てい寧ねいに一礼する。

「とは言え、あまりにもあっけなさ過ぎます。おそらくあの四人は陽動でしょう。今日の為に本隊が雇った、逮捕覚かく悟ごの捨て石かと」

「何？　ではその、雇い主……本隊が別にいるということか？　ならば、そいつらの本当の狙いはここではないのか？」

「間違いなくそうでしょう。ですがご安心を。それに備そなえて、私はここを動かなかったのです。しかし未だに来ないところを見ると、おそらくはもう既すでに、」

　コンコン、とドアがノックされた。リヤデスモが返事をすると、

「失礼します」

　とドアを開けて、セリオスが入ってきた。

　庭のパーティー会場で立っていた時と全く変わらない様子だ。装備は乱れておらず汚れておらず、本人に傷はなく息切れもなく。

「侵入者たちは全員捕ほ縛ばくしました」

　ぴしっ、と敬けい礼れいして報ほう告こくするセリオスに、マホガニーは、

「ご苦労。こっちは何事もなかった」

　と答えた。それからリヤデスモの方に向き直って、

「終わりました公爵。三波攻撃するほど余よ力りよくのある奴らとは思えませんから、これで壊かい滅めつと判断して大丈夫です」

「……何がどうなったのかよく解らんが」

「ならば、ご説明しますからご同行下さい。セリオス、ここは頼んだ」

「はい」

　部屋の警備をセリオスに任せて、マホガニーはリヤデスモと一緒に部屋を出た。

　広い廊下を歩いて、絵画の飾られた角を曲がり、三階への階段に向かって歩いていくと、

「ぬあっ!?」

　思わず、リヤデスモは間抜けな声を上げた。

　臨りん時じ雇やといの使用人たちが、長々とノビているのだ。全員完全に意識を失っており、更に両手を後ろに廻まわした状態で、右手の小指と左手の親指とを短い紐ひもで結ばれている。

　そして人数分のナイフと、割れた容よう器きや火ひ打うち石いし、鋼こう線せんや釘くぎなども転がっている。何に使われたものなのかは判らないが、パーティーの給きゆう仕じに必要なものでないのは確かだ。ということは、

「マ、マホガニー君。こいつらが、さっき君の言っていた、『本隊』なのか？」

「どうやらそのようです」

「で、それを、さっきの少年が一人で？」

「外で魔術師どもと戦っていた人数から考えると、そうなりますな。あいつはセリオスといって、私の部下の中でも一番、将来を期待されている者でして。まあ将来も何も、能力的には現げん状じようで既に、ご覧の通りですが」
















　自分のことのように誇ほこらしげに語るマホガニーの隣となりで、リヤデスモは考えていた。

　セリオス。そう、セリオス＝クルーロルといえば、噂うわさに聞いたことがある。『国一番の高学歴少女』ことメティア＝クルーロルの弟で、自身も有能な準騎士だ、と。

「ふむ。それなりに有名人、か」

「は？」

「何でもない」

　リヤデスモは公爵は、ノビている使用人たち（に化けた盗とう賊ぞくたち）を眺めながら、自慢の髭を撫なでつけた。




　事件の事じ後ご処しよ理りが終わって、セリオスは帰宅した。

「お帰りなさい。遅くまでご苦労さま」

　疲れて帰ってきたセリオスを出迎えてくれたのは、姉のメティア＝クルーロル。戦争で両親を喪うしなったセリオスにとって、ただ一人の家族である。

　長い髪は緩ゆるく三つ編みにして、まん丸眼鏡めがねの向こうには優やさしげに澄すんだ綺き麗れいな瞳。質しつ素そな安物の白いワンピースも、まるでメティアの為にあつらえたかのように似に合あっている。

「すぐ紅茶入れるから、ちょっと待ってて」

「あ、うん。ありがとう」

　声も言葉も、温かい。こうして少し会話を交わしただけでも、心が安らいでくる。もし、これがメティアの全てだったら、誰にどんなに羨うらやましがられても文句はないのだが。

　しかし実際のところ、このメティアには、常人離れした『裏の顔』がある訳であり。

「はあぁ」

　セリオスが溜ため息いきをつき、メティアが台所に向かおうとした時。

　コンコン、とドアがノックされた。

「あ、僕が出るよ」

　足を止めて振り返ったメティアに言って、セリオスがドアに向かった。

　こんな遅くに誰だろう、と思いながらセリオスがドアを開けると、いきなり、




　ぱんぱかぱっぱっぱ～ん！




　静かな夜の闇やみを吹き飛ばすような、盛せい大だいなファンファーレが鳴り響ひびいた。大だい音おん響きように耳を貫つらぬかれて思わずセリオスが後ずさると、黒い礼服を着た初しよ老ろうの紳士が、ずいっと家に入ってきた。

　その背後に、十数人からなる楽がく団だんが見える。

「失礼。セリオス＝クルーロル様ですな？……ああ、ご近所の皆みな様さまには既すでにご迷めい惑わく料りようとして、粗末な粗そ品しなをお配りしておりますので。これについては、どうかお気き遣づかいなく」

　と言って、ほい、と紳士が手を振ると、また盛大なファンファーレが鳴り響いた。

　事じ態たいが理解できず困こん惑わくしているセリオスに代わって、何事かと駆け寄ってきたメティアが対応する。

「何なんですか、一体？」

　紳士は、恭うやうやしく一礼して答えた。

「初めまして。あなたはセリオス様の姉君、メティア様ですね。私はリヤデスモ公爵家にて、執しつ事じを務めておる者です」

「その執事さんが、ウチに何の用ですか？」

「は。それはですな」

　執事が、ちょっと違った角度で手を振った。




　たたたたたたたた……じゃ──ん！




　小こ太だい鼓こ、続いてシンバルが鳴り響く。

「発表！　当家の長男、セリオス＝クローロル様は、リヤデスモ公爵家の三女、ジェリマ様と、末永く幸せに結ばれることとなりました！　おめでとうございます！」

「は？」

「ついては、両家の親しん戚せき及および社交界全ぜん域いきに、御二人の縁えん談だんを知って頂いただき祝しゆく福ふくして頂かねばなりません。その為にまず……」

「ちょ、ちょっと待って下さいっ！　セリオスが何ですって？」

「あの、末永く幸せに、とか聞こえましたけど……それってもしかして」

　メティアが執事に詰め寄り、セリオスは戸惑っている。

　執事は極きわめて冷静に、二人に言った。

「お驚きになるのはごもっとも。突然のことですからな。が、公爵が決定された以上、法的にはどうあれ社会的には強きよう制せい力りよくがありますぞ。近々セリオス様、あなたの上司からこの件が告げられることでしょう。上からこういう話が来たぞセリオス、という風に」

「えっ？」

「つまりセリオス様とジェリマ様の縁談は、もはや騎士団も公こう認にんの、」




　ごぃん！




　執事が、いきなり後ろから殴なぐり倒たおされた。

　執事はそのままばたん、とまっすぐ前に倒れる。その後ろに立っていたのは、素人しろうと目めにも判る高価なドレスを纏まとった少女だった。

　メティアと同い年ぐらいだろう。身分の高いお嬢じよう様さまの象しよう徴ちようともいえる、長い髪の縦たてロールが見事にはまっている。

　服装・髪型に劣らず、目鼻立ちも些いささかキツそうではあるが、同時に気き品ひんに溢れてもいる。安物ワンピースが似合っている、質素可か憐れんなメティアと並ぶと、好対照な美人だ。

　が、今この子は気品も威い厳げんもかなぐり捨てて、汗をかいて肩で息して、拳を握っている。

「だ・れ・と・だ・れ・の縁談ですって？」

　倒れた執事を睨にらみつけ、ぜ～は～言いながら目を釣つりあがらせている少女。

　と、執事がブキミなほどスムーズな動きで、すいっと起き上がった。

「私の目の前におられるジェリマお嬢様と、こちらのセリオス様との縁談でございます」

「じょっ、冗じよう談だん言わないでよっ！　なんであたしが、こんな下しも々じもの騎士の家なんかと！」

　執事が、また手を振った。

　すると楽団が、今度はうって変わって静かな、格かく調ちよう高たかく落ち着いた曲を奏かなで始める。

「お嬢様。ロイヤル・デューティーという言葉をご存ぞん知じですか？　高こう貴きな身分の者には、それなりの責せき務むがあるという意味です」

「そ、それぐらい知ってるわよ。だからこそあたしは、こんな家と縁談なんかしたらリヤデスモの家名に傷がつくと思って」

「家名の維い持じ向こう上じようについては、兄上・姉上が既すでに充じゆう分ぶん為なされております。公爵様は今、家いえ柄がら以外にも目を向けられておいでなのです」

「？　家柄以外？」

　執事は、こくんと頷うなずいて、

「確かにクルーロル家は、お嬢様の言われる通り『下々』に分ぶん類るいされるでしょう。ですが我々の調査によると、セリオス様を高く評価している人物は、『下々』の下にも上にも幅広くおられます。ぶっちゃけた話、街の有名人で人気者なのです」

「…………」

「そういう者と繫つながりをつけておくのも、これからの時代には必要であろう、と公爵様はお考えなのです。ですから、」

「解った。もういいわ」

　憂ゆう鬱うつな顔で、ジェリマは執事の話を遮さえぎった。

　それからセリオスの方を向いて、セリオスの全身をじろじろ見て、

「ま、一応見てくれは悪くはないし。いいわよ、それで。これも貴族の宿命よね」

　とジェリマがいうと、執事は目に涙を浮かべつつ手を振った。

　楽団が、今までで一番の大音響で、ファンファーレをぶっ放す。

「おお、お嬢様！　よくぞご決断なされました！　それでこそ、光こう輝きあるリヤデスモ家の御ご令れい嬢じようにございますぞ！」

　ジェリマは、ふっ、と少し寂さびしげに苦笑しながら、セリオスに軽く手を振った。

「じゃあね、セリオス君」

　続いて執事が元気良く礼儀正しく、

「縁談の公表時期については予定がございますので、今のところはまだ、どうかご内ない密みつに。差し当たり、近々舞踏会にでも御招待させて頂くことになるかと思いますが、詳しくは後日、改めて御ご連れん絡らく致いたします。では」

　ジェリマが、執事が、楽団が、去っていく。

　ドアがぱたん、と閉じられて、いきなり完全に元通り、静かになった。

　メティアとセリオスは、ぽつんと二人、玄関に突っ立っている。

「な……何なの、今のは」

「えっと、話を要約すると」

　セリオスは、嵐のようにやってきて嵐のように去っていった一団の言葉を思い出しながら、嚙かみ締しめるように言った。

「あのジェリマさんって人は身分が高いから、いろいろ責任とかがあるんだ。だから、結婚相手も自分で選べず、親の言いなりにならなきゃいけない。可哀かわい想そうな話だね」

「ちがああああああああぁぁぁぁうっ！」

　吼ほえながらメティアの放った小さめの火の玉が、セリオスの横っ面に命中、爆ばく発はつした。

　小さめとはいえ魔術の爆ばく破は攻撃、セリオスは殴り飛ばされたかのように豪ごう快かいに吹っ飛ぶ。

「バカにされたのよ、わたしたちは！　侮ぶ辱じよくされてるのよ、この上なくハッキリと！」

「た、確かに、ちょっとムッとしたけど」

　ぷすぷすと煙を上げながら、セリオスは立ち上がる。常人なら間違いなく脳のう震しん盪とうを起こして気絶しているところだが、そこは鍛きたえ抜ぬかれた準騎士である。

　そんなセリオスに向かって、激怒しているメティアは吼える吼える。

「『ちょっとムッ』なんて軽く済ますんじゃないのっ！　第一、あなた自身の縁談が勝手に進められようとしてるのよ!?　それもあんなに、イヤイヤ仕方なく、って気分を丸出しで！　それでどうして怒らないのよっっ！」

「だって、あのジェリマさんだって、意に沿わない結婚を押しつけられようとしてるのは同じだよ。可哀想、っていうのは間違ってないでしょ？」

「だ、だからって、」

「パーティーの時は、ムダ遣づかいし過ぎの大金持ちだって反感も持ったけど。でも、ああいう人たちにはああいう人たちなりの辛つらさもあるんだ、って思ったよ。今」

「[image: ][image: ]っ、ああもう、あなたって子はっ！」

　メティアは思わずセリオスの襟えり首くびを摑んで、ぐいっと引き寄せて間近で目と目を合わせて、

「……それじゃ、一つだけ確認しておくわよ。あなたにとっても意に沿わない縁談、っていうのは間違いないわね？」

　メティアの目が、据すわっている。声が低い。

　セリオスはちょっと圧あつ倒とうされながら、

「そ、それはそうだよ。僕はまだ結婚なんて全然考えてないし、第一ジェリマさんのこと、何も知らないんだから。こういうことはやっぱり、ちゃんとお付き合いした上でお互いのことを充分理解して、それから」

「その話はまたの機会にね。とりあえず、両者が嫌がってるのなら手て加か減げんも遠えん慮りよも無む用よう」

　セリオスの襟首から手を離し、メティアは拳こぶしと掌てのひらをぱちん！　と打ち合わせた。

　その、闘とう志しに満ち決意に輝く表情を見て、セリオスは慌てる。

「ちょ、ちょっと待って姉さん。まさか今から、リヤデスモ公爵の家に殴り込みをかけるとかいうつもりじゃ」

「そんなことはしないわよ。それじゃ全然、意味ないし」

　メティアは、ふんっ、と胸を張る。

「今回は、『常勝者ソウエイル』抜きでいくわ。標ひよう的てきは、あのジェリマ。このわたし、いえ、クルーロル家に対する侮ぶ辱じよくを魂の奥底から撤てつ回かいさせてくれるわ。そのついでに、意に沿わない縁談も潰つぶして差し上げる。これについては、感謝して貰もらいたいわねっ」

「って、何をする気なの？」

「それはまだ秘密よ。とりあえずあなたは、この話に従ってるフリしてて。大丈夫、絶対に潰してあげるから。楽しみにしてなさい」

　無む論ろん、楽しみになんかできる訳はない。今までのことから考えても、こういう時のメティアはとんでもないことを企たくらんでいる。

　しかし、ソウェイル抜きで、と宣言してもいる。となると、少なくともいつものような、豪ごう快かいな破壊活動はしないと考えていいだろう。

　では、何をする気なのか？

『聞いても教えてくれなさそうだし……あぁ不安だっっ』

　めらめら燃えているメティアの側そばで、おろおろしているセリオスであった。




　翌日、授業が終わるなりセリオスは、執事に引きずられて学校の裏山に連れて来られた。

　奥へ奥へと入っていくと、いきなり不自然に草が刈り込まれ、きちんと整せい地ちされ、石いし畳だたみまで敷かれた広場が出現した。執事はその中央まで来て、やっとセリオスを放す。

　見れば、隅っこで例の楽団が楽器の音合わせをしている。一体ここで何をするのか？

「さてセリオス様。昨夜お伝えしましたように、貴方あなたを五日後、当家で開かれる舞踏会に御招待させて頂くこととなりました。縁談のことはまだ伏せておきますが、まずは貴方を社交界にお披露目するということで」

「え？　急にそんなこと言われても、」

「ご安心下さい。マホガニー様には既に連絡済みです。昨夜の事件でご活かつ躍やくなされた、その労をねぎらう為の招待、ということで」

「でも僕は舞踏会なんて出たことないですし、ダンスなんて未経験で、」

「それもご安心を。その為にここを確かく保ほしたのです。これから舞踏会当日まで、放課後はここでしっかりレッスンして頂きます」

　と言って執事が手を振ると、楽団が一いつ斉せいに、じゃん！　と音を鳴らした。

「学校の授業の予習復習につきましては、当家から責任を持って、有能な家庭教師を派は遣けん致しますので。帰宅後にお願い致します」

　セリオスの反はん論ろんをびしばし封じる、金にあかせての至いたれり尽つくせり。放課後に直行できるようにと学校のすぐ近く、かつ人目に付かない場所で、これほど万全の態勢を敷いていたとは。

　この調子では、あれよあれよと言う間に結婚実現まで持っていかれそうだが。

『姉さんは、従ってるフリしてろって言ってたけど……一体どうするつもりなんだろ？』

「さ、時間が惜しいです。早さつ速そく始めますよ」

　というと執事は、セリオスの両手を取った。

「？　何なんですか、執事さん」

「先さき程ほど申し上げました通り、ダンスのレッスンですよ。こう見えても私は、若い頃プロを目指していたことがありまして。ダンスには、少々自信があるのですよ」

「は、はあ」

　こうして。山奥の石畳の上で、執事とセリオスのダンス教室が始まった。

　公爵家楽団つきの、猛もう特とつ訓くんである。

「──違う！　そうじゃありません！」

「え、えと、こうですか？」

「まだまだっ！　もっとこう、ぐっと踏み込む！　女性のダンス用ドレスのスカートが、何の為にタイトな造りになっていないと思っているのですかっ？」

　と言いながら執事は、セリオスの脚あしと脚の間に、膝ひざを突っ込んできた。二人の太ももが、ぴたりと触れ合う。

「これぐらい、です。解りましたね？」

「うっ」

「うっ、じゃありません！　男性が戸と惑まどっていると、それは必ずパートナーの女性に伝でん染せんするのですよ？　さあ、もう一度！　私をお嬢様だと思って！」

「は、はい……」

　思っても、思わなくても、困こん難なんな話である。

　だが、メティアが何を企んでいるにせよ、セリオスが縁談を望んでいないにせよ、この執事さんが今真剣なのは事実だ。

『が、頑がん張ばらなきゃ、失礼だ。これは』

「違う！　まだ足りませんっ！」

「は、はいっ！」

　この日から五日間、セリオスは放課後の裏山ダンス教室で汗を流した。




　大きな満月が煌きらめく夜。

　リヤデスモ公爵家本ほん邸ていで、舞踏会が開かれた。広大な屋敷の中にある広大なボール・ルーム（舞踏会用のホール）に、前回同様大おお勢ぜいの招待客が集まっている。

　今回は舞踏会とあって、さすがに女性たちのドレスが華はなやかだ。そう、「華やか」という言葉そのままの意味、まるでルーム一杯に色とりどりの華が咲いたよう。

　そんなルームの中に、静かな音楽が流れ始めた。部屋の隅に陣取った公爵家楽団が、演奏を始めたのだ。

　それを合図に、召使いたちが会場のドアを開いた。招待客たちが、全員壁かべ際ぎわに移動しながら、一斉にそちらを見る。今夜の舞踏会のオープニング・ダンスを務める五組の男女が、しずしずと入場してきた。

　その中央にいるのが、ジェリマである。大だい胆たんに肩と背中を露ろ出しゆつしたアイスブルーのドレスを着て、堂々と歩いている。

　そのジェリマに腕を貸してエスコートしているのが、黒い燕尾服テイルコート姿のセリオスだ。遠とお目めに見ても汗たらたらで、緊きん張ちようしまくっているのが丸判りである。

『えっと、最初のステップは……あ、あれ？　確か、その、あう、ど、どうして？』

　五日間の特訓で、セリオスはいろいろ憶おぼえた。憶えたはずなのだが、いざこうして現場に立つと、そして腕にジェリマの感かん触しよく、体温、香水の匂い、などを実感すると、綺き麗れいに頭から消え去ってしまった。

　どうしよう、どうしよう、とセリオスがパニックになっている間に、曲が始まった──




　一曲終わって、二曲目。ここからは、招待客たちが自由に踊る時間である。もちろん、オープニング・ダンスを踊った者も、踊ってはいけない訳ではない。

　が、一組だけ。よりにもよって本来主役のはずの、セリオス＝ジェリマ組だけが、踊っていない。

　壁かべ際ぎわで、セリオスはがっくりとうな垂れている。その目め線せんの先にあるのは、セリオスを睨みつけて仁に王おう立だちしているジェリマの足の甲。セリオスの足型だらけになっている。

「呆あきれ果てましたわ。まさかこれほどまでとは、想像もしてませんでした」

「……すみません」

「五日間では付け焼刃かもしれませんけどね。でも、あなたはもう十五歳なのでしょう？　ダンスの一つぐらい、教養として身に着けておいて欲しいですわ」

　オープニング・ダンスは、全参加者の注目を浴あびる中で踊ることとなる。そこでセリオスが、派手に失しつ態たいを演じてしまったのだ。

　躓つまずく、転びかける、ターンを間違える、ステップを忘れる、ジェリマの足を踏む、と。

「私は今まで生きてきて、今日ほど恥ずかしい思いをしたことはありませんわ、全く」

「…………」

「あなたは、もう今日は踊らなくて結けつ構こうです。そこで大人しく……」

　とジェリマが立ち去りかけたところで、そのジェリマとすれ違うようにして、

「失礼。踊って頂けますか？」

　丁ちよう度ど、二曲目が終わった時。一人の女性がセリオスの手を取った。

　化粧は少し厚めだが、整った顔立ちのおかげでそれも気品に転てん化かしている。髪は全て結い上げており、白くて色っぽいうなじが眩まぶしい。その肌の白さと、透すけるように薄いイブニングドレスの上品な紅あかい色とが、見み事ごとに調和して引き立てあっている。

『……綺麗な人だなぁ……』

　セリオスが、思わず呆ほうけて見み惚とれていると、

「ほら、そろそろ三曲目が始まります。参りましょう」

　女性は、セリオスの手を引いて歩き出した。二人がルームの中央まで来たところで、タイミングよく三曲目が始まる。

　女性が、セリオスの両手を取る。途と端たんにセリオスの頭の中に、ついさっき経験したばかりの悪夢が蘇よみがえった。

「あ、あの、だめです。僕と踊ったりなんかしたら、あなたが恥をかきますっ」

「いいえ。そんなこと、ありませんよ」

　と、女性は優しく言ってくれるが、しかしここで譲ゆずる訳にはいかない。でないと自分のせいで、ジェリマのみならず無関係なこの女性にまで被ひ害がいを及およぼしてしまう。

「本当に、だめなんですってば。僕なんか」

「では、今のこれは、何なのです？」

「えっ」

　言われてセリオスは、気付いた。今、もう曲が流れている。その中でセリオスは、曲に合わせて動いている。

　女性と手を繫つないで、スイッと。クルリと。まるで、剣術や格かく闘とう術じゆつの型のように。体が、自然に動いている。

「あ、あれ、どうして？　さっきは全然できなかったのに」

「しっ。踊りながらのお喋しやべりは、エチケット違い反はんですよ」

　女性に言われて、セリオスは口をつぐんだ。

　そして、ダンスに集中する。自分の足下をしっかり見て、右足と左足の角度に注意して、

『ク、クローズド・チェンジからナチュラル・ターン、もいっかいクローズド・チェンジ、それから……』

　裏山での、執事さんとの特訓を思い出して、セリオスは踊る……が、やがてそれは消えた。

　思い出さなくても、体が動くのだ。さっきの感覚。自然と、体が踊ってくれる。

　セリオスは正面にいる女性を、見つめた。女性もセリオスを見つめ返し、微笑ほほえんだ。

　不思議と、心が落ち着く。体から余よ分ぶんな力が抜けて、ふんわりと柔やわらかくなっていく。

　セリオスが女性の手を引いて、抱き寄せる。女性のスカートの脚の間に、スッと深く膝を入れる。女性はそのまま身を任せ、セリオスのリードの中で流れるように踊っている。

　セリオスにとって初めての経験、初めての感覚だった。華やかな舞踏会で、美しい女性の手をとって、流れる音楽に包まれて踊る……何ともいえない、この心地ここち。

『ん……何だか、気持ちいい……』

　やがて、曲が終わった。最後の一歩で足を止めると、セリオスは手を放して女性に一礼する。女性も、一歩下がってセリオスに礼をする。

　と、周囲から、わあっ！　と歓かん声せいが上がった。何事かとセリオスが見渡すと、いつの間にやら他の招待客たちが全員、壁際に並んでいる。オープニング・ダンスの時のように。

　違うのは、今踊っていたのは一組だけということ。

「え？　え？」

　混乱しているセリオスに、女性が言った。

「オープニング・ダンスの時は、無駄に緊張していただけです。あなたは本来、ちゃんと踊れたのですよ。それも、こんなに」

　と言いながら、女性は拍はく手しゆ喝かつ采さいをする招待客たちを見渡した。

　つられてセリオスも見渡す。と、その中にあの執事さんがいた。楽団のみんなも、手を叩いてくれている。

　じわっ、とセリオスの目に涙が溢れた。執事さんと、楽団のみんなに手を振ってから、女性に向き直って、

「あ、ありがとうございますっ！　あなたのおかげで、僕は、僕は……」

「ふふっ。だから言ってるでしょう？　あなたの実力だって。五日間、頑張った成せい果かよ。最初だけは見事に予想通り、ガチガチになって失敗したけど、ね」

　と言いながら女性は、結い上げた髪の中に手を入れると、しゅるっ、細い紐ひもを抜き取った。髪が解けて、ぱらりと落ちる。

　いや、解けきってはいない。落ちてきた髪は、更に三つ編みになっている。

「え」

　それから女性は、胸元に手を入れると眼鏡めがねを取り出した。まん丸だ。それをかけると、

「！　ね、ねねねね姉さんっ!?」

　メティアだった。厚めの化粧と、初めて見る髪型と衣装、それから眼鏡をかけていないこと、何よりセリオスが緊張しまくっていたせいで、まるで気付かなかった。

　だがこうなってみると、もう誤ご魔ま化かしようもなくきっぱりと、メティアだ。そのメティアが、いたずらっぽくセリオスを見つめて、

「本当に全然、気付かなかったみたいね。で、どうだった？　わたしの貴き婦ふ人じんバージョン」

　セリオスは、ちょっと困って口ごもって。

　それから、少し赤くなって言った

「どうって言われても……その、似合ってた、というか……綺麗だった、よ」

　小さな声で、そう言うセリオスを見て。

　メティアは、これ以上ないほど嬉しそうな笑顔を浮かべた。

「ありがと、セリオス。今、わたし、本来の目的がどうでもよくなっちゃった気分よ」

「本来の？……あっ」

「ほらほら、次の曲が始まるわ。今度はこのままで踊るからね、わたしは♪」

　セリオスの手を取って、メティアはくるくると踊り出した。

　一度壁際に引いていた招待客たちも、それぞれに踊り始める。

　そんな中、壁際でぽつんと、いや、めらめらと立っている少女が一人。

　ジェリマである。

『メ、メ、メティア＝クルーロルっっ！』

　その目は、怒りと屈くつ辱じよくに燃えていた。




　舞踏会が終わって、数日が過ぎた。

　セリオスは授業を終え、夕方の準騎士の仕事も終えて、真っ直ぐに帰宅した。

　当たり前だが、執事も楽団も迎えに来ない。たった五日間だったのに、セリオスは何だか、寂しいような気がしていた。

「ただいま」

「お帰りっ。すぐ晩ご飯の用意するわね」

　メティアが、鼻歌交じりでエプロンを身に着けた。あの夜以来、すこぶる上じよう機き嫌げんだ。

　曰いわく、『ジェリマの鼻をへし折った。ざまあみなさいっ♪』。

　曰く、『これで公爵も機嫌を損そこねたはずだから、もうセリオスとの縁談なんて向こうから粉ふん砕さいしてくれるっ♪』。

　どちらも、まあ、その通りと言える。

「ん？　ということは、今回は珍しく、平和的にハッピーエンドかな？」

　とセリオスが呟つぶやいた、その時。

　トントン、とドアがノックされた。

「あ、僕が出るよ」

　もう台所に入ったメティアに声をかけ、セリオスが玄関に向かった。

　こんな遅くに誰だろう、と思いながらドアを開けると、いきなり、




　ぱんぱかぱっぱっぱ～ん！




　静かな夜の闇を吹き飛ばすような、盛大なファンファーレが鳴り響いた。大音響に耳を貫かれて思わずセリオスが後ずさると、黒い礼服を着た初老の紳士が、ずいっと家に入ってきた。リヤデスモ家の執事である。

　その背後に、十数人からなる楽団が見える。

　それから、

「ジェ、ジェリマさん？」

　も、いた。だが、今までの彼女とは違う。

　最初に来たときも、舞踏会で見た時も、共に豪ごう華かなドレス姿だったが、今は違う。長い髪は括くくって纏まとめて、まるでメティアに挑ちよう戦せんしているかのように、メティアと同じような質素なワンピースを着ている。

　そんなジェリマが、ゆっくり辺りを見回しながら、家の中に入ってきた。

「ふむ。狭せまさは言げん語ごを絶ぜつしますが、一応清せい潔けつにはしているようですね。ええと、キッチンはこちらですわね？」

「あ、あの、ちょっと」

　ジェリマが台所に向かう。セリオスは止めようとしたが、それよりも早く、台所から出てきたエプロン姿のメティアが、ジェリマの前に立ちはだかった。

「今頃、何のご用でしょう？　これから夕食の仕し度たくをしなくてはならないのですけど」

「それはそれは、好こう都つ合ごうです」

　ニヤリ、と笑いながらジェリマが言った。

「メティアさん。あなたは翻ほん訳やく家かをしつつ、家事をなさっているとか。それはすなわち片かた手て間ま。それでは料理にしろ掃そう除じにしろ、満足なレベルには達していないかと思われます」

「？　何が言いたいんです」

「共働きであれば家事は分ぶん担たん、それは正せい論ろんです。しかし私の言った『片手間』であるというのもまた事実。ですが、ご安心を。今後はこの私が、本物の家事をご提てい供きようします。仕事で疲れて帰ってくる、未来の旦だん那な様さまに」

「なっ……!?」

　ジェリマが手を後ろに伸ばすと、執事がその手に白いエプロンを渡した。

　メティアを押しのけて、ジェリマが台所に入っていく。入っていきながら、エプロンをふわり、と生き物のように操あやつって身に纏った。

　丁ちよう度どメティアが夕食の用意を始めようとしていたところだったので、調理器具も材料も揃そろっている。ジェリマはその中から、包ほう丁ちようとキュウリを手に取った。と思ったら、とたたたたたたたたっ！　と小こ気き味み良よい音が台所に響き渡った。

　その音が、台所の入口にいるメティアとセリオスの耳に聞こえたのは、ほんの数すう瞬しゆん。が、そのほんの数瞬で、キュウリは消しよう滅めつしていた。

　代わりに、透すけるように薄いキュウリの輪切りが、まな板の上に並んでいる。

「わ、凄すごい」

　セリオスが素直な感想を漏もらす。ジェリマは会かい心しんの笑みを浮かべつつメティアを見て、

「ざっと、こんなものです。私のこと、お稽けい古こ事ごとしか知らない箱入りお嬢様とでも思ってましたか？　これでも花はな嫁よめ修しゆ業ぎようは積んでいるのですよ。未来のお・ね・え・さ・ま」

「……あなたはまだ、わたしを姉呼ばわりできる身分ではないと思いますが」

　とメティアは言いながら、台所に入っていった。ジェリマをひと睨みしてから、リンゴを手に取る。それを、ぽん、と天井に向かって投げた。

　リンゴは天井に触れるギリギリで止まって、それから真っ直ぐに落下して、テーブルの上に落ちる。

「何のつもりですの？　食べ物を粗そ末まつに扱うのは、主婦としてあるまじき……」

　ジェリマは、絶ぜつ句くした。今、メティアの右手には果くだ物ものナイフが握られている。そして左手に持った皿の上には、綺麗に切られたリンゴが整せい然ぜんと並んでいた。しかも全部、うさぎの形に剝むかれて。
















　さっきメティアが投げたリンゴは、まだテーブルに転がっている。つまりメティアは今の一いつ瞬しゆんで、別のリンゴを手に取って剝むいて切って、うさぎにしたのだ。しかもまな板を使わずに。

「いかがです、箱入りお嬢様？　セリオスは昔から、うさぎリンゴが好きでしてね」

「！　それは、反則！　典てん型けい的てきな嫁いびりの手しゆ法ほう！　イジワルな小こ姑じゆうとのセリフ！」

「ですから、まだお嫁さんではないでしょう、あなたは。少なくとも、わたしは反対ですね。キュウリの輪切りしか能がないくせに、花嫁修業がどうのと吼えるような娘さんは」

「っっっっ！」

　ジェリマの顔が、紅ぐ蓮れんに染まった。

「ならば思い知らせて差し上げますわ！　あなたがいかに井の中の蛙かわずかを！　家事の素人しろうとかを！　技術レベルが低いかを！」

「家事とは、日々の茫ぼう漠ばくたる繰り返しに耐たえられるかどうかが最大のポイント。瑣さ末まつな技術に拘こだわっている内は、まだまだヒヨコです」

「い、い、言ったわねっ、イジワルな悪役小姑っ！」

「ええ言いましたとも、世間知らずの箱入りお嬢っ！」

　女二人が睨みあい罵ののしり合い、とてつもない熱ねつ気きと闘とう気きが、渦うずを巻く。

　セリオスは耐え切れず、よろけて台所から出た。そこには執事が、静かに立っている。

「あ、あの、執事さん。これは一体、どういう事態なんでしょうか」

「簡単なことですよ。舞踏会の夜、メティア様が盛大にカマして下さったでしょう？　あれが今、社交界で噂うわさになっておりまして。舞踏会の主役を無ぶ様ざまに搔かっ攫さらわれた娘、その名はジェリマ＝リヤデスモ……と」

「え。そうなんですか？」

「はい。おかげでお嬢様のみならず、旦那様まで怒りに火が付いたのです。ここで縁談を破は棄きすることは、リヤデスモ家がクルーロル家に負けて逃げるに等しい、と」

　執事は、事務的な口調で説明する。

「なにしろお二人とも、プライドの塊かたまりに手足を生やしたようなお方ですから。かくなる上は何が何でも縁談は取り消さない、メティア様を無様に凹ヘコませ、その上で王国史に残るような、豪ごう華か絢けん爛らんな結婚式に招いてくれる……と意地になっておいでです」

「そ、そ、そんな」

　どうやら、舞踏会のアレは、豪快に裏うら目めに出てしまったらしい。

「ジェリマさんだけならまだしも、リヤデスモ公爵までそんな様子なんですか？」

「ええ。お嬢様以上と言っても過か言ごんではありません。『クルーロル家如ごとき下げ賤せんの家に情けをかけて、わしが縁談をもちかけてやったのに、恩おんを仇あだで返された』と大たい層そうご立腹です」

「……クルーロル家の長男を前にして、なかなか言ってくれますね執事さん」

「私はリヤデスモ家の執事ですので」

　執事は、涼すずしい顔で言った。

「ああ、お嬢様の寝泊りする場所についてはご心配なく。お隣のお宅を先さき程ほど買い取りましたので。お嬢様は、そこから通われます」

「はい？　か、通うって」

「お忘れですか？　お嬢様が仰おおせられたでしょう。『本物の家事をご提供します』と。お嬢様はメティア様の神経を逆さか撫なでするのに効果的だと判断し、家事勝負を挑いどんでおられるのです。となるとメティア様が負けを認めて泣きを入れるまで、お嬢様は挑み続けますよ」

　メティアが、ジェリマに負けを認めて泣きを入れる。……あり得ない。

　というか、ジェリマが勝利したら王国史に残るような豪華絢爛な結婚式が待っている。

「あの、僕はどうすればいいのでしょう？」

「さあ？」

「さあ、って何かアドバイス下さいよ！　あんなに毎日一いつ生しよう懸けん命めい、ダンス特訓して下さったじゃないですか!?」

「誤解なさらぬよう。私は、リヤデスモ公爵家の執事として、勤めを果たしているだけですので。……では、そろそろ失礼します」

「そ、そんな、待って下さい執事さんっ！」

　ぱたん、とドアが閉められて、執事は楽団と共に去っていた。

　──それからしばらくして。セリオス、メティア、そしてジェリマの三人が夕食のテーブルを囲んだ。

　いつもはセリオスとメティアが二人っきりで向かい合っているのだが、今夜はそこにジェリマが加わり、メティアの隣の席にいる。

「あの、二人とも、もうちょっとその……」

　セリオスの目の前で汗だくの女性二人が、頭から湯気を立ち上らせんばかりの形ぎよう相そうで、ぜ～は～ぜ～は～言いながら、視線をぶつけ合わせている。……食事の雰囲気としては、あまり好ましくない状況だ。

　一応、二人とも手はちゃんと動かしている。机の上に並ぶ、膨ぼう大だいな量のサラダと、果物の盛り合わせをフォークでつついている。

　今夜の夕食だ。ちょっと、偏かたよりのあるメニューである。

　まあ仕方ない、と思いつつセリオスも、のろのろ食べ始めた。生野菜とか新鮮な果物とかは体にいいんだ、と己おのれに言い聞かせながら。

　すると二人が、睨み合ったまま言った。

「ちなみに、セリオス」

「明日は魚でその次は肉ですのでよろしく」

「……」

　もう反抗する気力のないセリオスは、力なくうさぎリンゴを口に運んだ。

　しばらく、栄養の偏った食事が続きそうだ。




　セリオスの考えは甘く、メティアとジェリマの家事勝負は料理に留とどまらなかった。全ての衣い類るいを色落ちさせて真っ白にしてしまった『洗せん濯たく物もの洗いまくり勝負』、家中滑すべって滑って歩けなくなった『掃そう除じワックスかけ合戦』、老若男女あらゆる年ねん齢れい層そうのあらゆる季節のカジュアル＆フォーマルを作り上げてしまった『誰が着るのか裁さい縫ほう戦争』などなど。

　セリオスにも結構な被ひ害がいが来ているのだが、野菜や果物、そして布地などの材料は執事が全て揃そろえ、費用負担してくれているので、

「まあ、家計的にはむしろ助かってるかな」

　とか呟いたりする。するとそれを聞きつけたジェリマが、

「家計？　よし、それも重じゆう要よう事じ項こう！　メティア、いえ、お姉さま！　次は買い物勝負！」

「望むところ！　でも、姉呼ばわりはやめて下さいって、何度言えばご理解頂けるのかしらこのお嬢様はっ？」

　──という訳で、その日の夕ゆう刻こく。

　黒雲が立ちこめ強風が吹き荒れるいかにもな雰囲気の中、決戦の場はいつもの商店街。

『で僕は、荷物持ち……』

　セリオスは、右手に三つと左手に二つ、計五つの大きな買い物袋を抱きしめて、混こん雑ざつしている商店街を歩いていた。

　八百屋に肉屋に魚屋に、文房具屋に金物屋。メティアとジェリマは手分けして店に入り、あれこれと買ってはそれを値切り倒し（商品は全部セリオスに持たせて）、互いの値切り額で勝負し、負けた方は悔くやしがり勝った方は威い張ばり倒し、間かん髪はつ入れず次の店へ、と。

　そろそろセリオスも持ちきれなくなってきたのだが、女二人の買い物バトルは、まだまだ終わりそうにない。

「ほら、次！　モタモタしないっ！」

　メティアが先へ行ってしまったので、ジェリマはセリオスを急せかした。

「あぁもうっ、じれったい！　一つ持ってあげるからさっさと……」

　ジェリマは買い物袋を、一つ持ってあげた。

　すると、「ずしっ」ときた。袋を持ったまま強制的に、お辞じ儀ぎさせられてしまう。

「ぬぐぐっ!?」

「あ、いいですよ。僕が」

「へ、へ、平気ですわっ、これぐらいっっ」

　だが野菜と果物がぎっしり詰まった袋は、ジェリマの想像を絶する重さだった。

　しかし、セリオス如きの前で弱みを見せる訳にはいかない。ジェリマはふんぬっ、と力を込めて袋を抱きしめると、一気に持ち上げて伸び上がって背中を反そらして……そのまま後ろに倒れそうになって、

「ぅ、ととっ」

「ジェリマさんっ！」

　セリオスが、自分の持っていた買い物袋を放して落としてジェリマを抱き止めて、危ういところで支えた。

『っ！』

「ふう。無む茶ちやしないで下さいよ。僕が持ちますから」

　ジェリマを立たせて買い物袋を受け取ると、セリオスは落とした買い物袋を集めて、また元のように持った。右手に三つと左手に二つ、計五つ。

　と、ジェリマの様子が、おかしくなった。

「あ……あ、あ、あなた、じ、自分が、何をしたか解っておられるの？」

「は？」

「こ、この私を、何の断りもなく、いきなり、後ろから、しかもあなた、見かけによらず腕が、その、固かったというか、押したら弾き返されそうな感触だったというか、と思ってたら袋、そんなに、ひょいひょい持って、」

「？　どうしたんです」

「う、うるさいですわっ。大体あなた、そんな顔してても準騎士なんですから、ちょっと力もちなぐらい当たり前で、取り立ててどうこういうことでは、だから、その、」

　わたわたしているジェリマの前でセリオスが首を傾かしげていると、いつの間にやら戻ってきていたメティアが、ぬっと顔を出した。

「あらあら。ちょっと目を離した隙すきに、随ずい分ぶん面白いことになってますね」

「あ、姉さん。面白いことって？」

「ふふ。このお嬢様はね、今までわたしと意地の張り合いをしてたわ。あなたのこと、と言うより多分、縁談のことすらろくに考えず、ただひたすらお子様的な思考でね」

「ご、互ご角かくに張り合いをしてたあなたに、そんなこと言われる筋合いはないですわっ」

　というジェリマの反論は無視して、

「ところが今、文字通り肌で実感しちゃったのよ。今まで貴族のお坊ちゃんとのダンス、ぐらいしか経験がなかった箱入りお嬢様が。初めて騎士様に触れて、しかもそれが、今まで見下しつつ身近に居た相手で……」

　勝ち誇ったように語るメティアの言葉を、顔を真っ赤にしたジェリマが遮さえぎった。

「こ、この勝負はこれまでですっ。今馬車を止めますから、それに荷物を載のせなさいっ」

　とセリオスに、顔も見ずに命令しつつ、ジェリマはスタスタと歩き出した。セリオスが慌てて、メティアはゆっくり、その後を追う。

　大通りに出たところで、ジェリマは手を上げて[image: 辻]つじ馬ば車しやを止めた。そして、

「！　ジェリマさん、離れてっっ！」

「は？」

　先程とは比べものにならないセリオスの絶ぜつ叫きように、ジェリマが振り向いた瞬間。その体は、馬車の中から出てきた男の腕によって抱きすくめられ、引きずり込まれた。

　すぐさま扉が閉じられ、馬車は走り出す。

「待てっ！」

　セリオスは買い物袋を放り出して、馬車を追おうとした。と、馬車の窓が開いて、

「受け取れ、セリオス＝クルーロル！」

　中にいた男が、一枚の紙を投げた。セリオスは反はん射しや的てきに、風に飛ばされかけたその紙を受け止める。

　続いて馬車から、

「その紙、なくすなよ！　いいな！」

　大きな、口の開いた袋が投げ出された。

　おりからの強きよう風ふうに煽あおられて、中に詰められていた粉がぶわっ、と一気に広がる。

　それは、粒つぶの小さいコショウだった。

「げほげほげほげほげほげほげほげほっ！」

「ふぇっくしょん！　ぶぁぁっくしゅっ！」

　たちまち商店街は、咳せきとクシャミと涙と鼻水で埋め尽くされた。セリオスも、そしてメティアも例外ではなく。こうなってしまっては、騎士も魔術師もクソもない。

「ジェ、ジェリマさ……っくしゅっ！」

　こんなにアホらしく、くだらないことで、とセリオスは思ったが、事実全ての能力を封じられてしまい、何の手出しもできない。

　そしてコショウが風に散りきって、商店街が静けさを取り戻した時には。

　もう、馬車は影も形もなかった。

「そ、そんな……」

「セリオス！　さっきの紙、見せて！」

　メティアが、真剣な顔で駆け寄ってきた。

　そうだ、放心している場合じゃない、とセリオスは、馬車の男から渡された紙を広げた。




『我らは先のリヤデスモ邸での一件により、大勢の仲間をセリオス＝クルーロルの手により奪われた可哀想な者たち也。よって、セリオス＝クルーロルが謝しや罪ざい金きんとして金貨五千枚を用意し、我々のアジトに持じ参さんすることを要求するもの也。なお、騎士団にこのことを通報すれば、ジェリマ嬢の生せい還かんは不可能と覚悟されたし。但ただし、金の工面をする為にリヤデスモ公爵に相談することのみ、許可する也』




　アジトの地図と、セリオス宛あての身みの代しろ金きん要よう求きゆう文ぶんが書かれた手紙だ。

　読み終えたセリオスは、青ざめた顔で、

「こ、こいつら、僕に復ふく讐しゆうする為に、ジェリマさんを狙ってたんだ……僕のせいで、ジェリマさんを巻き込んでしまった……」

「と、落ち込んでる場合じゃないわよ」

　メティアが、手紙を読みながら言った。

「身代金を持っていったところで、あのお嬢が助かるとは思えないわね。きっちり人ひと質じちに取られてる以上、殴り込むのも不利」

「やっぱり、騎士団に」

「だめね。敵の規模が全然判らないのよ？　どこで見られるか聞かれるか」

「で、でもそれじゃ、どうやって」

「落ち着きなさい」

　メティアは、人差し指で眼鏡の位置を直しながら言った。

「わたしの目的は、あの憎にくたらしいお嬢に勝つこと。屈辱に塗まみれて敗はい退たいさせること。その為にも、死なせはしないわ。死なせは、ね」




　馬車の中で縛しばり上げられ、目隠しをされたジェリマは、しばらくして馬車が止まった後、乱暴に引きずり出され、引き回され、そして突き倒された。

　頰に触れる、固く冷たい石畳の感触。ジェリマは、ナメクジのようにじわじわと胸に這はい登ってくる不安を振り払うべく、とにかく喋しやべることにした。

「……ふ、ふんっ。何もかも予想通り、ですわね。頭の悪さが見えるようですわ、あなたたちの。そう、何もかもが典てん型けい的てきな誘ゆう拐かい犯はんのパターン。全く、創そう意い工く夫ふうというものが」

「黙れ」

　低い、重い声がして、ジェリマの頰に冷たい刃は物ものが押し当てられた。

　ひっ、と息を漏もらして、たちまちジェリマの声が途と切ぎれる。

　刃は、ジェリマの頰をすうぅっとなぞって、それから目隠しに触れて、ぶっ、と切った。

　目隠しを外されたジェリマの目に、古こ城じようの広間らしい石造りの部屋と、自分を取り囲む五人の男たちが見えた。

　世界中の誰が見ても、山さん賊ぞくかチンピラのどちらかに分ぶん類るいするであろう男たち。その中の、一ひと際きわ大おお柄がらな男（この連中の頭かしららしい）が、手に持ったナイフをピタピタとジェリマの頰に当てながら、重く低くゆっくりと、言った。

「どうして今、目隠しを外してやったのか解るか？　それはな、顔を見られても問題ないからだ。お前が絶対、通つう報ほうしないからだ」

「ど、どういう意味ですの」

「何だ、教養のないお嬢様だな。死人に口なし、って言うだろ？」

　攫さらわれた瞬しゆん間かんから既すでに青ざめていたジェリマの顔が、一気に紙のように白くなった。

　それを見て、男たちの顔には笑みが浮かぶ。

「お前がここにいる以上、城に火ィつけたりはできない。侵しん入にゆうしてきても、この廃はい城じようには俺たちですら把は握あくしきれていない、無む数すうの罠わながある。無論、俺の部下どもも毒矢や毒針であちこちから狙ってる。つまり、」

　誰が来ようとお前の救きゆう出しゆつは絶対に不可能、と頭が言いかけた時。

「お頭ぁ、そいつの救出に来た奴を捕まえました。どうしますか？」

　ジェリマが、はっと息を飲んだ。

『救出に？　もしかしてセリオス……』

　新たにやってきた男が、肩に担いでいた物を、ジェリマの隣にドサリと落とした。

　それは、ジェリマと同じように固く縛り上げられ、よほど殴なぐられ蹴けられたのであろう、全身アザだらけの……メティアだった。

「！　ど、どうしてあなたが!?」

　ジェリマは叫んだが、気絶しているらしくメティアは反応しない。見れば、左足首に猛もう獣じゆうに齧かじられたような傷口があり、そこから血が滲にじんでいる。その痛々しさにジェリマは正視できず、思わず目を逸そらしてしまった。

　メティアを担いできた男が、頭に報告する。

「中庭のベア・トラップに挟まって動けなくなってたんで、見回り班はんでボコボコにしたんです。頭、こいつって確か……」

「ああ、見たことあるな。メティアとかいう、有名な魔術エリートだ」

「やっぱり。でもそういう手合いは、モノホンの実戦じゃこんなものってことですね」

「そうだな」

　言いながら頭は、メティアの脇わき腹ばらを強く蹴飛ばした。それでもメティアは、反応しない。

　目を覚まさない。意識を取り戻さない。

『メ……メティア……』

　ジェリマの目に涙が浮かんだ。自分を助けに来てくれたメティアに対する感動の涙……ではない。今、無む残ざんに傷つけられているメティアを助けることのできない、無む念ねんの涙だ。

　自分の為に、自分を助けようとして、その結果、こんなことに……！

　ジェリマの涙が、ぽたぽたと冷たい石の地面に落ちていく。が、男たちはそんなことには気付かずに、

「ま、人質は一人で充分だ。セリオスの奴には天てん誅ちゆうを食らわす必要があるし、」

　頭が、ナイフを逆さか手てに持ち替えた。そしてメティアを蹴転がし、仰あお向むけにさせる。

　メティアの胸を見下ろして、ナイフを……

「やめてっっ！」

　ジェリマが、縛られたままで体を起こし、メティアの上に覆おおい被かぶさった。

　頭は、ジェリマの頭を軽く蹴飛ばして言う。

「どけ。リヤデスモ家の娘、という極ごく上じようの人質があればそれ以上はいらん」

「そ、そ、それを言うなら、」

　今の蹴りでジェリマの額が切れて、血が目に流れ込んできた。ジェリマは片目を瞑つぶりながら、残った片目で必死に頭を睨みつける。

「この子は、間もなく私の姉になる人。つまり、私の家族も同然……」

「やかましいっ！」

　今度は本気で、頭はジェリマの腹を蹴った。ジェリマの体が、空あき樽だるのように転がっていく。

　ジェリマは呻うめき声を上げながら転がって転がって、壁にぶつかって止まった。

「ぅぐくっ……」

「お前はもう少し生きてられるんだから、そこで大人しくしてろ」

　と頭が言った、その時。

　パラリ、と音がしてメティアを縛っていたロープが解けた。

　そしてメティアが、すっと立ち上がった。

「なっ!?」

　その場にいた一同が、目を見み張はる。

　メティアはゆっくりとジェリマに近づいていきながら、静かに片手を上げた。

「単に全力で建物を破壊するような術は、真ま面じ目めに勉強すれば誰にでも、いつかはできます。こんな風に……燃えろぉぉっ！」




　ちゅどおおおおぉぉん！




　メティアの放った火の玉が天井に当たって、爆発した。その衝撃は広間を揺らし、大きなヒビが天井全体に走った。

「難しいのは、魔力の微び調ちよう整せいの方。例えば誰にも気付かれずに、ロープを焼き切ったりとか。こういうのは地じ道みちに難しいです」

　と言いながら、メティアは立ち止まって振り向いた。男たちからジェリマを庇かばって立つ体たい勢せいだ。

「まあ、一応私にもそういう芸げい当とうはできますけどね。あの有名な、ソウェイルさんほどではなくても」

　ごく日常的な口調で語るメティアの、得え体たいの知れない迫はく力りよく。更さらに、たった今見せた魔術の威い力りよく。男たちは、全くの無傷でいながら、押さえ込まれつつある。

　メティアは、ちらりとジェリマを見て、

「本当は、あなたにもっと怖い思いをさせてから、と企んでましたけど。妹になるかもしれない子を、これ以上放っておけませんから」

「……メティア……」

「あっと。あくまでも、『かもしれない』ですからね。お忘れなく」

　メティアとジェリマの間に、少し暖かい空気が流れた。

　それで気力を蘇よみがえらせた頭が、懐ふところから小さな呼よび子こを取り出して吹いた。ピイイィィッ、と甲かん高だかい音が、城の中に鳴り響く。

　が、メティアは。

「部下をお呼びになったのでしたら、残念ながら無駄ですよ。さっきの術が、ジェリマさん救出の合図でしてね。今頃セリオスが、城の入口辺りで大立ち回りしてる頃です」

「な、何だとっ!?」

「あの子の実力は、もうご存知のはずですよね？　リヤデスモ公爵邸では、十人がかりで掠かすり傷一つ負わせられなかったとか？」

　頭の額に、汗が一筋、流れた。

「くっ……ち、畜ちく生しようおおおおぉぉぉぉっ！」

　頭が、そして他の男たちが、ナイフを翳かざしてメティアに襲い掛かかった。

　だが、城を崩くずして生き埋めにならないよう微妙に破壊力を調ちよう節せつしつつ、彼らを猛もう烈れつな力で何度も何度もぶっ飛ばす術を行使することなど、メティアにとっては造ぞう作さもなかった。

　かくして──メティアとセリオスの、内と外からの攻撃により、誘拐犯たちは逃げる間もなく無残に全滅。一人残らず、逮たい捕ほされた。




「この度は、本当に世話になった」

　クルーロル家の応おう接せつ間ま。リヤデスモ公爵が、テーブルを挟んで座っているメティアとセリオスに、深々と頭を下げている。

　その左右には、ジェリマと執事もいる。

「これまでの非ひ礼れいは、お詫わびする。そして改めて、この通りこちらから頭を下げて、リヤデスモ家とクルーロル家との縁談をお願いしたい」

　と言われてセリオスは、

「顔を上げて下さい、公爵。……縁談については、この際はっきりと、お断りします」

　毅き然ぜんとした態度で、言った。

　リヤデスモが顔を上げ、セリオスを見る。

「今回の事件は、そもそも僕がジェリマさんを巻き込んでしまったのです。しかもその僕が、目の前でジェリマさんを攫われたんです。二重の意味で、僕の責任です」

「……それで？」

「正直に言いまして、今後も同じようなことが起こらないとは言い切れません。僕はまだまだ騎士として未み熟じゆく、ジェリマさんを護りきれる自信はありません。ですから……」

　今度はセリオスが、リヤデスモ公爵に深々と頭を下げた。

　それを見て、隣のメティアが心中密ひそかに、ほくそ笑んだ。

『いいわよ、セリオスその調子っ』

　が、リヤデスモはメティアの入れてくれた紅茶を一口啜すすると、言った。

「君の言い分は解った。ならばメティア君が、ここを出て我が家に来ればどうかな？　何なら私が、私設警備団を創そう設せつしてもいい」

「は？」

「そもそも今回の事件で、身を挺ていして娘を助けてくれたのはメティア君だそうだし」

「そうですわ、お父様」

　とジェリマは言って、メティアを見た。

　キラキラと輝くその目に、セリオスは映っていない。メティアだけが、映っている。

『こ、これはまさか……』

　メティアの頰に、汗が一筋流れた。

　ジェリマは遠い目をして、うっとりと陶とう酔すいした顔で語り始めた。

「ああ。思い返してみれば、リンゴ勝負の時からやたらと私に絡からんでおられましたわ。あれはきっと、好意の裏返しだったのですね」

「あれは、あなたを完全に敗退させてセリオスとの縁談を粉ふん砕さいしようと……まあ、正直に言えば意地っ張りもしてましたけど」

「それだけの理由で、誘拐犯たちにわざと殴られたり蹴られたりするなどという役を引き受ける筈はずはありませんわ」

「それは単に、セリオスより私がやった方が、油ゆ断だんさせ易いだろうという戦略的判断で」

「つまり私を救出する為に、自分を犠ぎ牲せいにする判断をして下さった訳ですね」

「……。では白はく状じようしましょう。わたしがあなたの前でああいう、自じ己こ犠ぎ牲せい的てきなカッコいいことをすれば、」

「私が惚れるかもしれない、と計算して」

「違います！　あなたに恩を押し売って、凹ませようという下心ですっ！」

「なるほど。仰おつしやる通り、意地っ張りですね。本心を隠しておられる」

「こっちの話を都合のいいように切きり貼ばりしないで下さいっっ！」

「全ては愛ゆえです」

「助けてセリオス！」

「い、いきなり僕に振らないでよっ」

「まあまあ落ち着け、若人わこうどたちよ」

　リヤデスモ公爵が、にこやかに言った。

「同性の結婚にはいろいろ障害もあろうが、逆に言うとそれは話題性だ。そしてもともとメティア君は、セリオス君より有名。更さらに娘が心しん底そこ惚れている。となるとこれはもう完全に無問題、且かつ一いつ挙きよ両りよう得とく」

「という訳です、メティア様♡　ぜひ二人で、王国史に残るような豪華絢爛な結婚式を！」

　執事が、さっと手を振った。

　窓の外で待機していた楽団が、一斉にウェディングマーチを奏でる。

　そのリズムに乗って、幸せそうな顔をしたジェリマが、テーブルを跳び越えてメティアに抱きつこうとした。

「っっ！」

　メティアが、身をかわす。だがジェリマは、めげずに追つい撃げきする。負けじとメティアはそのまま応接間を出て廊下を駆け抜け、玄関から外に出た。

　それでもジェリマはくじけず追いかけ、リヤデスモが続き、楽団もそれに従う。

　……ぽつん、とセリオスと執事の二人だけが残された。

「あの、執事さん」

「何か？」

「僕は、どうすればいいんでしょう？」

「アドバイスならしませんよ。私は、リヤデスモ家の執事ですから」

「……いいです。よく考えてみれば、アドバイスを頂いても、どうにもならなさそうな気もしますし」

「左様。やっとご理解頂けましたか」

　執事は静かに、メティアが入れてくれた紅茶に口をつけた。

　そのメティアはというと、公爵家令嬢と公爵と、ウェディングマーチを奏でる楽団とに追いかけられ、必死に街を逃げ回っていた。







　　　あとがき







　川口大介にございます。皆様方の暖あたたかいご声せい援えんに支えられ、ここにこうして『拝啓、姉上さま』短編集を発表させて頂けることとなりました。

　短編集。雑誌連載分を纏まとめ、書き下ろしを加えた本。……この私が、そんな大層なモノを発表できようとは……噓のようで夢のようなホントの話。うぅ生きてて良かったっっ。

　などと感かん慨がい無む量りように浸りながら、短編集の基本に則のつとり、作品解説へと参ります。




☆第一話『秘密の姉上さま』

　当初、セリオスとメティアは単に生き真ま面じ目め・堅かた物ぶつと不ふ真ま面じ目め・奔ほん放ぽうという他人同士のコンビでした。が、担当さんとの打ち合わせで

「血けつ縁えん者しやにしたら？　姉と弟にするか、兄と妹にするかは君の判断……」

「姉にしますっっ！」[image: ↑]最後まで言わせず断言

　その後も、まあ、いろいろありまして。山を越えて谷を越えた果てに今の二人が完成し、この話でもって世に出ることとなりました。




☆第二話『洞窟と魔剣と姉上さま』

　今読み返すと……二話目にしていきなりライバルと共きよう闘とう、そしてあっさり裏切りをかますメティア、とか。復活した伝説的大魔術師＝古臭い術しか知らないご隠いん居きよである、とか。健けな気げに可愛かわいく喋しやべる剣、とか。

　さあ連載だ、いろいろやってみようっ、と模索しまくってるのが見えてくる思いです。足あ搔がいていたなぁ、あの頃は。……足搔いてるのは今も同じですけどね。




☆第三話『愛と拳の遺跡発掘』

　今学校では、ゆとり教育とやらの余波で、私の好きな日本史が冷れい遇ぐうされているとのこと。

　なんとも嘆かわしいっ！　日常生活で使いもしない専門的な数式だの、異い国こくの言葉だのを学ぶ前に、まず母国の歩んできた歴史をしっかりと学ぶべきではないのかっ？

　と心底思う私は、足あし利かが尊たか氏うじ好きの奈良県民。嗚呼、いつか書きたし、我が流りゆう太たい平へい記き。




☆第四話『炎のダイエットと姉上さま』

　長編の後書きに詳しく書きましたが、ダイエットとは厳きびしく、そして難むつかしいものです。

　美び容ようのためにと頑がん張ばった結果、体重計に乗った時に出てくる数字は小さくなったものの、肝かん心じんの「美」からは離れてしまった……などということのなきよう。

　特に女性の皆様、心してお取り組み下され。




☆第五話『クルーロル家の新しい家族』

　長編を読んで下さった方はお解りになるかと思いますが、この話は長編の内容に触れております。でも同時に、まだまだ長編一巻の終了時と現在（この短編集の時点）との間には隔たりがあることもお解りになるかと思います。

　その間に何があったのか？　それは長編の続きにてお確かめ下さい……ということで。




☆書き下ろし『婚約者は突然に──』

　若いダンナ（セリオス）を挟んで、熾し烈れつな女の戦いが火花を散らす！　戦え小こ姑じゆうとメティア、負けるな嫁よめジェリマ！　な話です。

　しかし、本当にセリオスが誰かと相そう思し相そう愛あいになった場合。はたしてメティアがどう出るか、どう思うか？　作者ながら、興味深いところです。乙女心……とはちょ～っと違うっぽい、微び妙みようなものなんでしょうねぇ。

　ここはぜひ、現実に弟がおられる「姉」の皆様。ご意見をお聞かせ頂きたいところです。

　ちなみに、かくいう私には妹はおりますが、姉・兄・弟はいません。……そのせいで、メティアには姉願がん望ぼう（？）が出ているのかも。




　さて。紙数も尽つきてきましたので、ここいらで失礼させて頂くとしましょう。

　メティアやセリオスを愛して下さる皆様に、またお会いできる日を楽しみにしています。

　では、また♪


川口　大介　　
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